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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　その恋こいに、特別な名前などなかった。

　出逢あい、惹ひかれ、想おもいが芽生える。

　重なる筈はずのない運命が、ひとつになる。

　世界のどこにでもある、男女の物語である筈だった。

　けれども、その片方が王になる資格を持つ男だったゆえに、そして彼らを結びつけたものが聖なる誓ちかいであったがゆえに、ありふれた恋は禁断の恋となった。

　そして彼らの想いの上で、一国を巻き込む運命の環わが、音をたてて回り始める。




　のちに人々はその恋を、運命の恋と呼んだ───。







　　　　一




　運が悪い。

　晩夏特有の激しい雨が降りしきる中、必死に馬を飛ばしながらシェリルはそう思った。

　まだ夕刻には間があるというのに、空を覆おおい尽つくす黒々とした雲のせいであたりは薄うす暗ぐらい。視界は雨で霞かすみ、さらには顔に叩たたきつけてくる雨あま粒つぶで目はろくに開けられない。

　そんな状態では乗馬自体が危険なのに、その馬を全速力で駆かけさせているのだ。

　正直に言うと、怖こわい。けれども、それ以上の恐きよう怖ふがシェリルの背後から追いかけてくる。

　数刻前のことだ。

　シェリルは突とつ然ぜん、得体の知れない男たちに囲まれた。

　───娘むすめ、ひとりでどこへ行く？

　盗とう賊ぞく、と思った瞬しゆん間かん、シェリルは思いきり馬の腹を足で蹴けっていた。

　───！　逃にがすなッ！

　怒ど声せいと蹄ひづめの音が追ってきたが、それにひるんではいられなかった。彼らの狙ねらいが何なのか、分からない。しかし、シェリルは彼らに捕とらわれる訳にはいかなかったのだ。

　無意識に、身体からだにしっかりと結ゆわえ付けた革かわ袋ぶくろへと手がいく。

　そこに入っているのは、貴重な薬だった。シェリルはこの薬を、隣となり村むらであるランスへ運ぶ役目を担になっていた。

　───次々と村人が倒たおれていくんです！

　そう悲鳴を上げて、シェリルの住むメリナ村へ男が駆け込んできたのは今朝早くのことだ。

　───最初は、ひとりの子供だったんです。熱を出して倒れて、次に、その子の家族がやっぱり高熱で動けなくなって、そしたら隣の家の子供も同じようになって……！

　───すぐ行くわ。

　即そく答とうしたのが、メリナ村唯ゆい一いつの調薬師で、シェリルの師でもあるミスカだった。

　ミスカはランス村から来た男から病人たちの症しよう状じようを聞き、最低限必要な薬を鞄かばんに詰つめ込んで、村を飛び出していこうとした。

　───先生、私も！

　───お前は仕上げだけが残っている《キリ》と《サザン》を、あるだけ作って後から持っていらっしゃい。……たぶん、これだけじゃ足りない。

　ミスカの厳しい表情から、ランス村の状じよう況きようが尋じん常じようではないと察したシェリルは、息を吞のんだ。

　ランス村には、医師も調薬師もいない。というより、調薬師のいるメリナ村のほうが珍めずらしいのだ。

　メリナ村は、大小様々な国がある大陸の中でも中ちゆう堅けん的な存在のイゼリア国にある、小さな村である。

　気候と土地に恵めぐまれているおかげで農作物がよく育つうえに、王都イゼルに近く、村の産物が高く売れるため、周辺の村に比べると豊かだと言える。しかし、それ以上に他ほかの村から羨うらやまれるのは、ミスカ───調薬師の存在だった。

　王家や貴族が権力を握にぎる社会において、一部の軍人や豊かな商人も幅はばをきかせているが、時に彼ら以上の存在感を示すのが医師と、そして調薬師である。

　人は病を得ると無力になる。それを救うのが医師であり、調薬師なので、権力を持つ者はこぞって優すぐれた医師や調薬師を側そばに置きたがった。

　特に求められるのが、調薬師だ。

　病気や怪け我がの治ち療りようは医師が行うが、その薬を調合するのは調薬師の役目である。たとえ名医がいたとしても薬なしでは何も出来ない。逆に、良い薬さえあれば治る病もあるため、医師以上に調薬師は重宝がられていた。

　そうした事情から医師や調薬師は、人々───特に、身分制度において下層にある者にとって憧あこがれの職業となった。

　しかし、その知識や技わざを会得するには特とく殊しゆな勉学が必要であり、多少の金があるくらいで叶かなう夢ではなかった。必然的に、貴族や裕ゆう福ふくな家の子し弟ていがその職に就つくことになるのだが、彼らは出世を望んで王都や大きな街に居を構えた。そのため地方の村には医師も調薬師もおらず、せいぜいその土地に伝わる民間療法で病や怪我を治すしかなかった。

　だから、街では単なる流行はやり病やまいで済むものでも、地方の村ではそうはいかない。貴重な薬が手に入らない場所では、疫えき病びようとは、村全体の『死』を意味するに等しい。

　ミスカの表情と口調は、その最悪の状況をも想定していると感じさせた。

　───……分かりました！

　シェリルは師を送り出した後、食事もろくに取らずに薬を仕上げた。そうして薬でいっぱいにした革袋を身体に結びつけて、降り出した雨にも構わず、馬に飛び乗ったのだ。

　一刻も早く、薬をランス村へ届ける。

　それがシェリルの使命だったのに、雨だけでなく、とんでもない邪じや魔まが入ってしまった。

　男たちから必死に逃げながら、よりによってこんな大切なときに、と泣きたくなる。

　振ふり向く余よ裕ゆうはないが、背後の気配は確実に近づいてきていた。

　道は、一本道だ。

（このままではどこかで必ず追いつかれる……！）

　シェリルは咄とつ嗟さに左右に目を走らせた。

　木が生おい茂しげっているが、ところどころ丈たけの低い灌かん木ぼくしか生えていないところがある。

　雨のせいで、あたりは暗い。霧きりも出ている。

　シェリルの束ねた長い髪かみは鳶とび色いろで色が深く、着ている緑色のワンピースも濡ぬれて黒に近くなっているから、薄うす闇やみの中なら沈しずんでくれる筈だ。

「───ごめんね」

　小さく馬に囁ささやいて、首を叩く。

　次の瞬間、シェリルは灌木の茂みに向かって身を躍おどらせた。

　硬かたい枝が身体に当たると同時に、地面へ落ちた衝しよう撃げきがシェリルの全身にがつんと響ひびく。

　一いつ瞬しゆん、息が止まる。

　それでも、そのままじっと身体を縮めていると、すぐそばを男たちの馬が駆け抜ぬけていく音が聞こえた。

　しばらく身じろぎひとつせずにいたが、蹄の音が完全に聞こえなくなってから、ひとつ息を吐はき、そろそろと身体を起こした。

　馬から飛び降りたとき身体を丸めたのと、灌木の枝がクッションになったのが効いたらしい。擦すり傷と軽い打ち身程度で、身体のどこも痛めていないようだった。薬も無事だ。

「……だけど、どうしよう……」

　泣きたい気分でシェリルは道に這はい出た。

　少しでも早く薬を届けたいのに、この雨で、しかも馬がいない状態では、どれだけ時間がかかるか分からない。

　思わず来た道を振り返る。

　戻もどって馬を調達して出直すか、このままランス村へ走るか。

「半分以上は来ている筈はずよね」

　走るしかない。そう決めて、泥どろを跳はね飛ばしながら駆け出したときだった。

「……あ」

　前方に、小さな影かげがいくつか見えた。

　あの男たちがもう戻ってきたのかと、心臓が冷える。しかしすぐに、先頭の馬が白いことに気づいた。男たちが乗っていた馬に白馬はいなかった。人数も違ちがう。

（───神様！）

　感謝か祈いのりか分からなかったが、口の中で呟つぶやくと同時に、シェリルは道の真ん中へ飛び出していた。

　両手を広げて、叫さけぶ。

「───お願い、止まって！」







　そこから少し、時は遡さかのぼる。

「───やばいな、落ちてきそうだぞ、空」

　灰色の雲が低い位置で広がっているのを馬上から見上げて顔をしかめた青年は、赤い髪を面めん倒どうそうにかき上げた。

　整った顔だちだが目つきが鋭するどく、どこか剣けん吞のんな空気を漂ただよわせている。身につけている装しよう束ぞくはごく普ふ通つうの旅人のそれだが、腰こしに下げた長ちよう剣けんは使い込んだ様子が鞘さやからもうかがい知れ、単なる旅人ではないと思わせた。

「多少濡れるのは構わないな。埃ほこりが落とせるし、涼すずしくなるし、何より俺の美び貌ぼうが際きわ立だつ」

　そう言ったのは、隣で同じく馬を軽く走らせていた別の青年だ。

　剛ごう胆たんな言葉とは裏腹に、どこか愁うれいを含ふくんでいるようにも見える端たん麗れいな横顔を空に向けて、柔やわらかく微笑ほほえむ。わずかに頭を振ると、首のあたりで結んだ銀色の髪がさらりと揺ゆれた。

「お前の美貌とやらがどうだか分からないがな、ルーカス。降るとしたら、これはかなり本格的な嵐あらしになるぞ。埃どころか、お前自身が馬から落ちないよう気をつけな」

　意地悪げに笑った青年に、ルーカスと呼ばれた青年は鼻先で笑い返す。

「誰だれに言ってる。サリオ、お前こそ、懐ふところにしまった大事なお宝、落とすなよ」

「ん？」

「しらばっくれるな。カナンを出国する前に泊とまった宿で盗とう賊ぞくを捕とらえてやったとき、こっそり一番良い宝石を抜き取っただろう」

「駄だ賃ちんだよ」

　サリオは胸むな元もとから大おお振ぶりの宝石を取り出すと、ぽーんと高く放ほうり投げた。落ちてきた宝石をぱしんと音を立てて摑つかみ、指先で摘つまむと、空にかざして満足げに眺ながめる。

　ただの真っ黒な石のように見えるそれは、非常に珍めずらしい黒蛋たん白ぱく石せきだ。

「気持ち良く寝ねているところを叩たたき起こされたんだ。多少は良い目を見せて貰もらわないと」

「ああ、俺も安あん眠みん妨ぼう害がいされたなあ」

　ルーカスがそう言って遠い目をすると、サリオはにやりと笑った。

「噓うそつけ。宿の娘むすめの部屋に忍しのんでいったの知ってるぜ。色男、ルカどの」

「忍んでいったんじゃない。どうしても、と招かれたんだ」

「なるほど」

　お互たがい色んな意味で罪な男だなあ、と顔を見合わせて笑う。

「───ちょっと……聞き捨てなりませんね……！」

　背後から低く唸うなるような声が聞こえ、二人は「うん？」と揃そろって振り返る。

　彼らの後ろには、焦こげ茶色の短い髪をした小こ柄がらの、まだ少年と言ったほうが相応ふさわしそうな外見の青年がいて、馬上からじっとりと二人を睨にらみつけていた。

「どうした、少年」

　サリオが声をかけると、彼らを睨んでいた丸い濃のう緑りよくの瞳ひとみが、さらに大きくなった。

「少年って呼ばないでください！　僕はあんたたちと三歳しか変わらないんだから！」

「……俺たちの年代での三歳差はでかいと思うがな……」

「いや、たった三歳差には見えないところが、ヴァルト少年の魅み力りよくだ。実に可愛かわいらしい」

「だから少年って呼ぶな！」

「あー、はいはい、ヴァルトくん。それで何か用かな？」

　サリオは持っていた宝石に軽く口づけて懐深くに戻したが、それを見てヴァルトは指を前に突つき出した。

「それですよ！　それ、どうしたんですか！」

「あれ？　俺たちの会話、聞いてなかったのか」

「知りません！　ただ僕は、あんたが宝石を取り出して眺めるのを見て」

「駄だ目めだなあ。俺は宝石、ルカは美女。だったら少年は話くらい盗ぬすみ聞き出来て欲しいね」

「おお、それならヴァルト少年でも出来そうだ」

　頑がん張ばれ少年、と両りよう脇わきから肩かたを叩く手を、両手を振り回して払はらい落とす。だが、その勢いで上半身がぐらりと揺れ、ヴァルトは慌あわてて両手で手た綱づなを摑み直した。

　その姿を見たサリオとルーカスの目は笑っていたが、それ以上からかおうとはしなかった。

「それよりヴァルト。この調子だと、早々に嵐が来るぜ」

「えっ。やっぱり、そうですか」

　急に素す直なおな態度になったヴァルトが、不安そうな目で頭上を仰あおぐ。

「困ったな。このあたりに雨宿りが出来そうな村なんてなさそうだし」

　彼らが進むのは山を抜ける一本道で、村どころか人が近くに住んでいる形けい跡せきすらない。

「そこいらの葉は陰かげで休むか、一気に王都まで駆かけるかしかないだろう」

「濡れ鼠ねずみで王宮に駆け込むのか？」

　嫌いやだなあ、とルーカスが呟くが、それ以上に嫌な顔をしたのはヴァルトだ。

「冗じよう談だんじゃないですよ！　僕たちだけならともかく、アレクシオン様がご一いつ緒しよなのに！」

　叫んでから、はっと気づき、自分の口を手のひらで覆おおう。

「心配しなくても俺たちの他ほかは誰もいないぞ」

「そもそも、こんな抜け道を使って、兵も従えずに帰国するのも、人目に触ふれたくないっていう、あいつの我が儘ままを聞いたからだろうが」

　サリオとルーカスが言うと、ヴァルトの眦まなじりがきりっと吊つり上がった。

「王子殿でん下かに向かって、なんて無礼な！　それでもあんたたちは殿下の───」

「あ、誰かがいまの言葉聞いてたかも」

　ルーカスの言葉に、ヴァルトがまた慌てて口を押さえる。

　サリオはくすりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだって。そもそも馬車に乗るのも嫌がったくらいだ。雨に降られても気にしないだろ、うちの王子は」

「だよな。見ろよ、あの様子」

　三人揃って背後を振ふり返る。

　少し遅おくれた位置で、乗った馬をのんびりと歩かせている青年がいた。

　年の頃ころは二十歳はたちを少し超こえたくらいで、サリオやルーカスとは、ほぼ同年代に見える。

　服装は、やはりごく普通の旅人と同じように映るが、見る人が見れば、使われている生き地じやボタンが極ごく上じようのものであると分かるだろう。

　光が当たればようやく金きん髪ぱつだと分かる暗い色の髪かみは、彼の存在をあまり華はなやかにはさせていない。しかし、両脇の木々を見上げる横顔は鼻の線が美しい、とても秀しゆう麗れいな面おも立だちだ。一度それに気づいてしまったら、目を離はなすには相当の努力を要する美貌と言えよう。

　そんな彼は、湿しめった匂においが強まった風を不快に思うふうでもなく、むしろ心地ここちよさげに目を細めて、前まえ髪がみを揺らしている。

「───アレク！」

　サリオが呼ぶと、青年は振り向いた。

　晴れた冬空のように蒼あおい眼まな差ざしが、すっと三人に当てられる。

　横顔を見ていると繊せん細さいな容貌という印象を持つが、正面から見つめられると息を吞のむほどの威い圧あつ感かんが静かに押し寄せ、彼が凜りんとした強さも併あわせ持っていることに気づかされる。
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　視線を受けたサリオが言う。

「雨が近い。たぶん嵐になると思うが、どうする？」

　問われたアレクシオンは、ふっと空を見上げた。

　灰色の雨雲は厚みを増して重く頭上を埋うめ尽つくしており、手を伸のばせば届きそうなくらいだ。

「申し訳ございません、アレクシオン様。やっぱり、別の道を選ぶべきでした」

　アレクシオンのもとまで駆け戻もどったヴァルトが、泣きそうな顔をして頭を下げる。

　空から視線を戻したアレクシオンは、小柄な身体からだをより小さくして恐きよう縮しゆくしているヴァルトを見下ろした。

　ぽん。

　軽く、ヴァルトの頭を手で叩く。

「───たまには濡ぬれるのも面白い」

　ぼそ、と言うと、アレクシオンはそのまま馬を進めた。

　頭に手を当てて顔を上げたヴァルトの目は、アレクシオンの背中に向かって子犬のように潤うるんでいる。

「アレクシオンさまあ……」

　感動して声を震ふるわせているヴァルトに、サリオは肩を竦すくめた。

「単純で幸せな少年だな、あいかわらず」

「そういう奴やつこそ、いざというとき怖こわい───お、降ってきた」

　ルーカスが顔を上げたと同時に、ぼたぼたぼたっと大おお粒つぶの雨が空から落ちてきた。

　気づくと灰色だった雲は黒に近くなっていて、昼間なのに、あたりも暗くなっている。

　びゅう、と耳元で低く風が鳴った。雨あま脚あしは速くなり、天が地へ水を投げつけるかのような勢いの激しい雨が降ってくる。その強さと重さは、容易に顔が上げられないくらいだ。

　さすがにこれはまずい、とサリオがアレクシオンを見ると、アレクシオンは顔をまっすぐ天に向け、叩きつけてくる雨を浴びていた。表情に大きな変化はないが、かすかに唇くちびるの端はしが持ち上がっている。

「───あれは完全に楽しんでるな」

　呆あきれたように呟つぶやくと、目元を庇かばって手をかざしたルーカスも小さく笑った。

「王子は普ふ段だん、こんな目に遭あいたくても遭えないからな」

「王子は普ふ通つう、こんな目に遭いたがらないもんだ」

　ヴァルトは荷から引き出したマントをアレクシオンにかけようとしているが、肝かん心じんのアレクシオンが手を伸ばしてくれず、おろおろとしている。

　そのとき、ふいに、アレクシオンが雨で煙けむって見えない道の先へ顔を向けた。

　サリオとルーカスがすばやく馬を操あやつってアレクシオンの前へ出る。前方を見み据すえる厳しい目つきは、直前まで軽口を叩いていたとはとても思えない。

「え？」

　きょとんとしたヴァルトが彼らの視線の先を辿たどったとき、そこから馬が一頭、駆けてきた。

　視界が雨で遮さえぎられていることと、豪ごう雨うの音で足音が消されたため、まるで突とつ然ぜんその場に飛び出してきたように見えたその馬は、彼らの脇わきを疾しつ風ぷうのように駆け抜ぬけた。

「……ひとは乗っていないが、鞍くらはあったな」

　ルーカスが低く呟く。

　無言で頷うなずいたサリオは、片手を腰こしに下げた剣けんの柄つかに当てた。

「───来るぞ。あと、三頭」

　サリオが低い声で言うのと同時に、馬が次々と、霞かすむ前方から飛び出してきた。

　今度の馬には人が乗っていた。明らかに、善良な民たみとは対極にいると思われる男たちだった。

　彼らはアレクシオン一行の前で馬を急停止させ、獲え物ものを値ね踏ぶみするような視線を走らせた。

「───おい」

　先頭の一人が口を開いた。

「馬に乗った娘むすめを見なかったか」

　サリオが答える。

「誰だれが乗ってるかは分からなかったが、馬ならすごい速さでそっちに駆けていったよ」

　いかにものんびりとした口調は、警けい戒かい心しんの欠片かけらも抱いだいていないように聞こえる。

　男たちは舌打ちすると、馬の腹を乱暴に蹴けり、再び馬を走らせて去っていった。

「───娘を追っているのか」

　ルーカスが呟くと、サリオは剣の柄から手を離し、両手で手た綱づなを握にぎり直して言った。

「美人かどうかを妄もう想そうしている時間はないぞ。あの勢いなら、すぐ追いついて、娘が馬に乗っていないことを知る。そのあと矛ほこ先さきがこっちに向いたら面めん倒どうだ」

　サリオは、アレクシオンと、その隣となりで備えているヴァルトに振り返った。

「こうなったら王都まで一気に行くぞ。身なりを気にしている場合じゃない」

　ヴァルトが不安そうな目で主あるじを見つめる。アレクシオンは無言で頷いた。

「よし。───ルカ、行け！」

　サリオの声を受けて、ルーカスが馬首を巡めぐらせる。先頭で駆かけ出すと、その後にアレクシオンとヴァルトが続いた。その後ろを守るように、サリオが背後を一度確かめてから駆け出した。

　激しい雨でゆるんだ道を、四頭の馬は泥どろを跳はね上げながら走る。

　そして、駆け出してまもなくだった。

「───お願い、止まって！」

「───うわっ!?」

　先頭を駆けていたルーカスが、珍めずらしく慌あわてた様子で手綱を引いた。勢いがあったため馬の上半身が持ち上がったが、それを強ごう引いんに立て直す。後に続いていたアレクシオンたちも同様だ。

「どうしたっ」

　最さい後こう尾びのサリオが叫さけんで追いつき、再度尋たずねようと開いた口が、そのままになる。

　道の真ん中で、両手を広げて立っている娘を見つけたからだ。

　雨う煙えんの中、ぼんやりと浮うかび上がるその影かげは、小こ柄がらだ。雨で衣服が濡れているせいで、身体つきが華きや奢しやであることも分かる。濡れた前髪で目元が隠かくれていてどんな表情かは分からないが、全身で息を継ついでおり、それでも足はしっかりと地面を踏ふみしめていた。

「───お願いします。馬を一頭、私に貸して下さい……！」

　啞あ然ぜんとしたように見返した青年たちに、再び叫ぶ。

「お願いです。───私をランス村へ行かせて……っ！」

　そう叫んで、シェリルは四人をまっすぐに見上げた。




　　　　二




　シェリルが命がけで止めた旅人らしき一行は、驚おどろきと戸と惑まどいを隠さなかった。

　それはそうだろう。こんな山道で、全身ぐしょ濡れの状態で娘が一人で現れたのだ。怪あやしまれても仕方がないと思ったが、ぐずぐずしている暇ひまもない。
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　シェリルは必死に頼たのんだ。

「お願いします。どうしても、いますぐランス村へ行かなくてはいけないんです……っ！」

「───ええと」

　先頭の白馬に乗っていた、やけにキラキラした感じの青年、つまりルーカスが、ちらりと後ろをうかがってから、身を屈かがめてシェリルに顔を近づけてきた。

　漆しつ黒こくの大きな瞳ひとみでシェリルが見つめ返すと、ルーカスはちょっと息を止めた。可愛かわいいじゃないかと息を吐はき出すように呟いた声までは、シェリルに届かなかった。

「……もしかして、あの胡う散さん臭くさい野や郎ろうどもに追われていたのはお嬢じようちゃん？」

　お嬢ちゃんなどと呼ばれたことはなかったが、シェリルは大きく頷いた。その間も男たちが戻ってくるのではないかと気が気ではなく、ついつい青年たちの背後を見やってしまう。

「ランスに行きたいのか？」

　後ろにいたサリオが聞き返す。すると、ヴァルト───正直に言うとシェリルは少年だと思った───が目を大きく開いた。

「ランスは無理ですよ。王都とは方向が違ちがいます！」

　言ってから、しまった、というふうに口に手を当てた意味はシェリルには分からなかったが、そんなことに構ってはいられなかった。

「大勢の病人がいるんです！」

　シェリルが必死に叫ぶと、彼らはいっせいにシェリルを見返した。

「こうしている間も人が倒たおれていくんです。一刻も早く、薬を届けたいの……っ」

　貴重な薬を持っていると明かすことに躊躇ためらいがなかったわけではない。一見、単なる旅人のように見える青年たちが、真に善良な人間かどうかなど分からないのだ。ひょっとしたら、先刻の男たち以上に凶きよう悪あくな相手なのかもしれない。

　一か八ばちかの賭かけ、だった。

「薬って……」

「私は、調薬師です！」

　たたみかけるように言う。まだ半人前だけど、という言葉は飲み込んだ。

「あんたが？」

　よほど意外だったのか、サリオとルーカスがまじまじとシェリルを見る。

「───どうする」

　聞くというより確かめるような声でそう言ったのはサリオだ。

「ランスってのは近いのか？　俺がこの子を送っていくという手もあるが」

　ルーカスが尋ねると、ヴァルトが馬上で飛び上がる勢いで言った。

「何言ってるんです、相手が違うでしょう！　あんたが守るのは」

「女性は俺にとって、常に守る対象だ。ましてや、こんな可愛い子なら」

「そうじゃなくて！」

　彼らのやりとりを耳にしながら、シェリルは道の先を見やった。

　焦あせりがじりじりと背中を焦こがす。こんな問答をしている時間は、ない。

（───ええい！）

　シェリルは意を決して地面を蹴った。

「え？」

　不意を突つかれたルーカスとヴァルトの間をすり抜ぬけ、四人の中心にいながら、それまで何の言葉も発していない青年の馬へ駆け寄った。そしてその手綱を摑つかむと、シェリルは騎き乗じようの人物を見上げた。

「ごめんなさい、貸して！」

「は!?」

　声を上げたのは言われた当人ではなくヴァルトだ。

　自分の馬の手綱を摑まれた青年───アレクシオンは、驚く様子もなくシェリルを無言で見下ろしている。

　雨に濡ぬれた前まえ髪がみが邪じや魔まで、シェリルにはアレクシオンの顔がろくに見えず、彼がどんな表情をしているかも分からなかったが、気にしてはいられない。

「ランス村へは私ひとりで行けますから、馬だけ貸して下さい！」

「ちょっと待てよ、お前、何を───」

　怒いかりで顔を真っ赤にしたヴァルトが、シェリルの肩かたに手をのばす。

　引きはがされるものか、とシェリルがしがみつくように手綱を両手で摑んだときだった。

　馬上のアレクシオンが不意にシェリルの方へ身を屈めた。

　雨の匂においに混ざって、ふっと良い香かおりがしたと思ったとき、腰こしに手が回された。

　ぐい、と強い力がそこに加わったと同時に、足が地面から浮く。

　え、と声もなく口を開いたときにはもう、シェリルの身体からだはアレクシオンとともに馬上にあった。

「───!?」

　驚いたのはシェリルだけではない。彼の周囲で、思わずといったように手をのばしていた青年たちが、シェリル以上に驚いた様子で目と口を丸く開いていた。

「……道は？」

　後ろからシェリルを支えているアレクシオンが尋ねる。

　その声は大きくはなかったが、轟ごう音おんをたてて落ちてくる雨の中でも、するりとシェリルの耳に入ってきた。強引に頼み込んだのは自分のくせに、啞然として固まっていたシェリルはその声で我に返った。

「このまま、まっすぐ！　だけど、さっきのひとたちと行き合うかも」

　しかしアレクシオンは、分かった、と短く言うと、馬首を返した。

「ランスに行く気か!?」

　サリオが慌てて尋ねると、ヴァルトが大きく首を横に振ふった。

「いけません！　ただでさえ予定が遅おくれているのに！」

「馬ば鹿か、それよりも大勢の病人がいるというのが問題だ」

「流行はやり病やまいが発生しているということだろう。そんなところに」

　焦る様子を見せた彼らの言葉をまるきり無視して、アレクシオンは小さなかけ声とともに、馬を発進させた。

　ぐん、と一気に速度が増す。

　シェリルの身体が後ろへ倒れそうになったが、アレクシオンの胸と腕うでが支えてくれ、落ちそうにはならなかった。それでもシェリルは急いで馬の鬣たてがみを握にぎりしめた。こんなに速く走る馬に乗るのは初めてだったからだ。

「───おい、待てって！」

　サリオがすぐ近くまで馬を寄せて叫さけんだ。

「その子をランスに届けたいというなら俺が行くから、替かわれ！」

　鬣にしがみつきながら、ちら、と横目で見ると、サリオの真しん剣けんな顔が目に飛び込んできた。青ざめているようにも見えるその様子に、どうやら彼らの中で、自分と一いつ緒しよに馬に乗っている青年が一番大切にされていることを知る。

　しかし当の本人はその自覚があるのかないのか、替わろうとする気配はない。

（……ひとりだけ黙だまってたのが選んだ理由だったけど、当たりだったかも）

　サリオたちには申し訳ないと思いつつも、つい先刻まで運の悪さを呪のろっていた口で、幸運に感謝する言葉を呟つぶやく。

　そのとき、わずかだが馬の速度が下がったのを感じた。

　顔を上げると、アレクシオンが背後を走っていたヴァルトに向かって手をのばしていた。

　その直後、ばさり、という音とともにマントがシェリルの頭から被かぶせられ、視界が真っ暗になった。ばらばらと布に当たる激しい音にくるまれる。

「あの」

　顔を出そうとして布に手をかけたとき、ぐい、と上から押さえられた。

「伏ふせていろ」

　低い声で布越ごしに命じられた。それは大きな声でも威い嚇かくする声でもなく、むしろ静かな声だったが有う無むを言わせない響ひびきがあり、シェリルは大人しく伏せた。するとほぼ同時に、雨の音に混じって、前方から数頭の入り乱れた蹄ひづめの音が聞こえてきた。

（───さっきの……！）

　恐きよう怖ふで身体が強こわばるのを感じる。

　その緊きん張ちようを悟さとったのかどうか、布越しにシェリルを支える腕に力が込められた。

　力強いその腕に、シェリルの背中の強ばりは、少しだけ弛ゆるむ。

「───おい、貴様ら……ッ」

　戻もどってきた男の一人であろう声が間近で聞こえた。だが、何かを言い終わらぬうちに、鈍にぶい音と馬のいななき、そして重い物が地面へ落ちる音が続けざまに聞こえ、それらはあっという間に背後へと置き去りにされた。それきり、何も聞こえてこない。

（……え？）

　周囲が見えないシェリルには、何が起こったのか分からなかった。だが、しばらくたっても争うような音は聞こえない。馬の速度も落ちないので、どのようにしたのかは分からないが、あの男たちを追い払はらってくれたのは間ま違ちがいなさそうだ。

　礼を言おうとしてマントの下から顔を出そうとすると、また上から押さえつけられる。

「濡れる」

　その言葉に、一いつ瞬しゆんぽかんとする。それから、自分の置かれている状じよう況きようを忘れ、シェリルは思わずマントの下で唇くちびるを綻ほころばせた。

（だって。……もう、びしょ濡れなのに？）

　それでも、その気き遣づかいは嬉うれしかった。

　そのとき、一行のうちの誰だれかが言った。

「───ランスはその二ふた股また道を東へ」

（え、もう!?）

　シェリルは目を見開いた。

　自分が覚えているとおりの道なら、もっと時間がかかって良い筈はずだった。

　感覚として凄すごい速さで馬を走らせているとは思っていたが、どうやら想像以上の速さだったらしい。それも、この激しい雨とぬかるんだ山道でのことなのだから、状態の良い道を走ったとき、いったいどれほど速く走れるのか。

　しかし、それに感心している暇ひまはなかった。

　二股道を過ぎればランス村はほど近い。シェリルは被せられていたマントを手でずらした。とたん、石のような雨あま粒つぶが、頭上と正面からぶつかってくる。

　アレクシオンに振り向こうとしたが、雨が痛くて顔を上げられず、仕方なくそのまま叫んだ。

「───もうすぐ村の入り口が見えてくるの！　そこで私を……！」

　おろして、という言葉は喉のどの奥へ引っ込んだ。突とつ然ぜん、馬が急停止したからだ。

　がくん、と前のめりに放ほうり出されそうになるところを、腰に回された腕が、ぐい、と戻してくれる。その拍ひよう子しに上体が起き、背中ごとアレクシオンに身体を預ける形になったシェリルだが、正面を向いた顔は、そこに異様なものを見いだして固まった。

「───……な……!?」

　息を吞のんだのは、シェリルだけではなかった。

　背後のアレクシオンが、軽く息を吸い込んだ音が聞こえた。彼の両りよう脇わきを固めている三人の青年たちも、石のように固まっている。

　ランス村の入り口は、道の両脇にそれぞれ大きな樫かしの木が立っている。枝えだ振ぶりも見事なその木はちょうどアーチのようにつながっていて、天然の門になっていた。

　それをくぐり抜ぬけると、広場がある。先月、シェリルがミスカについて来たときは、そこに元気な山羊やぎの群れが溢あふれていた。ランスの山羊は上等な乳を出すから、王都でもチーズが高値で売れるのだと、そのときミスカから聞いた。

　しかし、いま、そこに山羊の姿はない。豪ごう雨うの下、薄うす闇やみの中で見えたのは数十もの小山で、それは地面に敷しいた板の上に寝ねかせられた病人たちだった。

「……まさか、あれ全部、死んで……」

　ヴァルトの震ふるえる声を拾ったシェリルは振り向いて、キッと睨にらみつけた。

「───そんなことない！」

　すぐさま馬から飛び降りる。地面の泥どろが派手に跳はね上がったが、気にしなかった。

　馬上のアレクシオンを振り仰あおぐ。強い雨のせいでろくに目は開けられなかったが、しっかりと顔を彼に向けてから、シェリルは深く頭を下げた。

「ありがとうございました、本当に助かりました……っ！」

　そう言うと返事を待つことはせず、身体に縛しばり付けてあった革かわ袋ぶくろをほどきながら、足を病人たちの方へ向けた。それでも、これだけは伝えなければと、数歩で振り返る。

「皆みなさんはもう戻ってください。……移るといけないから」

「え!?」

　ヴァルトが蒼そう白はくになる。

「は、早くここから離はなれましょう！」

　その声を背後に置き捨ててシェリルが病人たちの群れへ駆かけ寄ると、仰ぎよう臥がしている人々の間をたったひとり立ち回っていた背の高い影かげが、こちらに気づいて走ってきた。

「ミスカ先生！」

「薬は！」

　髪かみが邪じや魔まにならないようにだろう。頭を布ですっぽりと巻きくるんだミスカは、シェリルのそばへ駆けてくると、ねぎらう間もなく、シェリルに向かって手をのばした。

「《キリ》と《サザン》は全部仕上げて持ってきました。それと、念のため《シェナ》も」

「良い子ね」

　ミスカはそう言うと、シェリルの濡ぬれた頭を軽く撫なでた。赤い唇が魅み惑わく的に微笑ほほえむ。だがそれは一瞬で、ミスカは年ねん齢れいの読めない艶つやのある顔を引き締しめると、シェリルの差し出した革袋を摑つかんだ。

「伝でん染せん力が半はん端ぱじゃないのよ。そばにいる人が次から次へと倒たおれていくから、やむを得ず病人を外へ出したとたん、雨が降り出したの」

　そう言ってミスカは悔くやしそうに唇を嚙かむ。

　屋内へ戻したくても、作業を手伝えば移ると村人たちは怯おびえ、村長をはじめ、誰も家から出てこないそうだ。

　そうした態度を責めるのは容易たやすい。しかし、彼らの抱いだく恐怖も理解できるから、ミスカは黙もく々もくとひとり治ち療りようを続けたのだろう。

　闇に沈しずみかけているいくつもの山を前に、胸をせり上がってきた痛みを飲み込んで、シェリルはミスカに向き直った。

「このまま外で投薬を続けますか」

「仕方ない。今夜中に《キリ》と《サザン》を交こう互ごに飲ませれば助かるけど、時間が過ぎてしまったら助からないからね。雨が熱を取ると思い込むしかないわ。まだ暑い季節で助かった」

　それでも水を含ふくんだ毛布にくるまれていたら必要以上に身体からだが冷え、症しよう状じようが悪くなることは充じゆう分ぶんに予想される。だが今はミスカの言うとおり、前向きに考えるしかない。

「私は何を？」

「《キリ》は私が受け持つ。お前は《サザン》を飲ませて」

「分かりました！」

　駆け出そうとしたとき、腕うでを摑まれた。

「ところで、あそこに突つっ立っているのは何者？」

「あ」

　振ふり向くと、門のところにはまだ騎影が四つ見えていた。一番小さな影が何か必死に叫さけんでいるように見えたが、シェリルを乗せてきてくれた青年はじっとたたずみ、動こうとしない。

「私をここまで乗せてきてくれたんです。病人がいるので帰るよう伝えたんですが───」

　そこまで言って、礼は述べても名前を聞いていなかったことを思い出す。

「───先生すみません！　すぐ戻ります！」

　シェリルはぴょこん、と頭を下げると、もう一度門まで駆け戻った。

　やはり騒さわいでいたのはヴァルトだったが、それは無視して、シェリルはまっすぐアレクシオンのもとへ走った。

「───あの！」

　シェリルはアレクシオンを見上げた。

　そのとき、凄すさまじい光が空を切り裂さいた。

　稲いな妻ずまが空を照らしたその瞬しゆん間かん、シェリルは自分を見下ろすアレクシオンの顔を初めて見た。

（……！）

　ほんの一瞬。

　闇から浮うかび上がったその顔にシェリルは目を奪うばわれたが、直後、地面を轟とどろかせるほどの雷かみなりの音が間近で炸さく裂れつして、思わず目をつぶった。そのせいで、自分が驚おどろいた原因は雷だったような気になってしまったシェリルは、再び顔がよく見えなくなってしまったアレクシオンに急いで向き直った。

「私、助けていただいたのに名前をうかがっていませんでした。後で必ず御お礼れいにうかがいますから教えてください。それと、一刻も早くここから離れてください……！」

　シェリルの言葉に、アレクシオンの側そばに控ひかえるサリオとルーカスの顔がさらに引き締まる。

「やっぱり流行はやり病やまいなのか？」

　サリオが尋たずねてきたので、シェリルは頷うなずいた。

「でも、今夜中に薬を飲ませれば助かります。ですから、お名前を早く───」

　焦あせりながら頼たのんだときだった。

「……ふたりで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　アレクシオンがぽつりと尋ねた。

「え？」

　思わずシェリルが聞き返す横で、ヴァルトが自分こそが倒れそうな顔で叫んだ。

「何を言い出すんですか!?」

　サリオも青ざめながらアレクシオンの腕を横から摑む。

「流行病だぞ。もしかしたら、カナンで耳にした、いまあちこちの国で発生しているという疫えき病びようが、いよいよイゼリアに来たのかもしれん」

（カナン？）

　サリオが口にしたのは、隣りん国ごくの名前だ。

　カナンという国は文化の国として名高く、産業や軍事ではなく教養で国を興おこしている。著名な学者を高こう禄ろくで招き、研究と講義の場を国が与あたえるのだ。無論その成果はカナンの財となる。各国の王おう侯こう貴族もこぞって子息を留学に送り込み、それで様々な国と有力な絆きずなを結んでいるとも聞く。

　政治的なことには疎うといシェリルでもそうした事情を知っているのは、昨年、自国の第三王子が留学した先がカナンで、かの国に関する様々な情報が周囲で飛び交かったからだ。

　しかし、そんなことが頭を過よぎったのは一いつ瞬しゆんで、シェリルは慌あわてて言った。

「他国の話は知りませんが、ここで発生したのは治る病です。ただ一刻を争う事態で───」

「一刻を争うのに、あんな大勢の病人を、ふたりで？」

「それは」

　村人たちが誰だれも手伝ってくれないからだ、とは言えなかった。

「この村には医師も調薬師もいなくて───……え？」

　風が別方向から吹ふいたと思ったとき、アレクシオンが馬上からシェリルの隣となりへ降り立っていた。隣に立った彼を見上げると、アレクシオンの、静かだが強い視線はシェリルではなく、横たわった病人たちへと向けられていた。

「一刻を争うなら、人手はひとりでも多い方が良い」

　そう言うと、アレクシオンは病人たちの方へ躊躇ためらうことなく足を踏ふみ出した。

「お待ち下さいッ！」

　馬から転げ落ちるように降り、悲鳴と同じ色の声で叫びながらアレクシオンの腕にすがったのはヴァルトだ。

「僕がします！　ですから───そんな、危険な真似まねはおやめください！」

　目の前で見せたその必死なさまに、シェリルは思わず立ちすくんだ。

　懸けん命めいに止めたのはヴァルトだけではない。

「俺も手伝おう。ルカ、お前はこいつを連れて王都へ戻もどるんだ」

「いや、俺が替かわるから、お前こそ」

　サリオとルーカスもアレクシオンに駆け寄り、なんとかしてこの場所からアレクシオンを遠ざけようと説得を始める。

　アレクシオンは彼らをひととおり見回してから、シェリルの方へ顔を向けた。

「どうやら全員、手伝う気があるようだ。何をすれば良いか指示してくれ」

「は!?」

　そうじゃないと言外に叫ぶサリオたちを綺き麗れいに無視するアレクシオンを見て、シェリルは口を開いた。

　とんでもない、と言うつもりだったのだと、思う。しかしシェリルの口から出たのは別の言葉だった。

「───じゃあ、二組に分かれて下さい！」

　サリオたちが目を丸くしてシェリルを見返すが、その視線は無視することに決めた。

「二種類の薬を交互に飲ませます。ミスカ先生───あちらにいらっしゃる方が《キリ》という薬、私が《サザン》という薬を受け持つので、それぞれを手伝ってください」

　医師でも調薬師でもなく、そしてこの村の人間でもない者に治療を手伝わせることに抵てい抗こうがなかった訳ではない。しかしアレクシオンが言うとおり、いまは人手が何よりも必要なのだ。

「病人に触ふれてもこの病は移りません。でも唾だ液えきや嘔おう吐と物には触れないで。もし触れてしまったら、すぐ消毒しますから言ってください」

　早口で説明しながら、足は病人へと急いでいる。そのすぐ後をアレクシオンがついてくる。

「薬が飲みこめない場合は？」

「唾液で殆ほとんど溶とけますし粒つぶも小さいので、口の中に入れてくだされば大丈夫です。───あ、そうだ」

　シェリルは懐ふところから小こ袋ぶくろを引き出し、そこから丸薬《シェナ》を取り出した。

「皆みなさん、これを口に含ふくんでください」

「───」

　シェリルが差し出した薬に手をのばさないアレクシオンに、シェリルは急いで言った。

「これを含んで、さっきの注意を守っていれば、感かん染せんは防げます」

　ミスカとシェリルしか知らない、秘薬中の秘薬だ。ふだん使うことはなく、今回のように特とく殊しゆもしくは強い感染力を持つ病を治療する際にだけ使用するようにしている。

　無言で薬を見つめるアレクシオンに、シェリルは懸命に言った。

「初めて会う調薬師の薬が信じられないのかもしれないけど、お願いだから───」

「毒かもしれないじゃないかッ」

　追いかけてきたヴァルトが目を吊つり上げて叫ぶ。

「毒のわけないでしょ!?」

　さすがにシェリルも声を荒あらげた。

　思わず素すの状態になって、ヴァルトを睨にらみつける。

「これから手伝ってもらうひとに毒を盛る馬ば鹿かがどこにいるのよッ」

「治ち療りようが終わる頃ころに効く毒かもしれないじゃないかッ！」

「だから、そこまでして私がこのひとに毒を盛る理由がどこにあると言うの!?　初めて会った知らないひとなのに！」

「し、知るもんか！　だいたい、感染を防ぐなんて、そんな凄すごい薬があるなんて僕は聞いたことがない！」

「あるのよ、ここに！　……って、もういい！」

　治療を早く始めたいという焦りが、シェリルの怒いかりを増長させた。

　シェリルはヴァルトをきつく睨むと、アレクシオンに差し出した薬をそのまま自分の口へ放ほうり込んだ。

「！」

　そして、自分を凝ぎよう視ししているアレクシオンの手に、強ごう引いんに四人分の薬を押しつけると、踵きびすを返して病人たちのところへ走った。

「───どうしたの。てっきり、あの男たちを手伝わせるのかと思ったけど」

　ミスカが病人のひとりに薬を飲ませながら、振ふり向きもせず尋ねる。

「……すみません。遅おくれたぶん、取り戻します」

　唇くちびるを嚙かみしめて、最初の病人のそばへ行き、泥どろの中に膝ひざをつく。

　病人はまだ頰ほおのあたりに幼さの残る少年だった。シェリルは首筋に手を当て、熱の高さを確かめてから薬を取り出した。

　薬を含ませるために少年の顎あごに手をかけたとき、傍かたわらに誰かがしゃがみ込んだ。

　アレクシオンだ。

　その目はじっと、シェリルの手元を見つめている。

「もらった薬は全員に飲ませた」

　シェリルが尋ねる前に、アレクシオンが言う。

「何をすればいい？」

　口調は淡たん々たんとしていて、何の感情も込められていないように聞こえた。だが、その穏おだやかで静かな声はシェリルには何故なぜかあたたかく感じられ、胸に熱いものが込み上げた。

　その衝しよう動どうを抑おさえるために、シェリルは息を吸い込んだ。

　そうっと吐はき出してから、小さく頷うなずく。そして横たわる少年へ視線を戻した。

「首の後ろを支えて軽く頭を起こし───そう、そんな風にして口を開かせてあげてください。そして、この薬を二粒、子供には一粒飲ませてください。飲めそうであれば、水も一いつ緒しよに」

「分かった」

　アレクシオンは頷くと、すくっと立ち上がった。そこに、残りの三人がすばやく駆かけ寄る。

　アレクシオンはただ三人に顔を向けただけに見えたが、頷いたサリオとルーカスがミスカのもとへ駆けていった。ヴァルトだけが、アレクシオンとともにその場に残る。

　先刻まで激しい抵抗を見せていたヴァルトも観念したらしい。不満というよりは不安そうな眼まな差ざしをアレクシオンに向けてはいるが、シェリルが差し出した薬を大人しく受け取った。

　そこからシェリルたちの、長い一夜が始まった。

　時がたつにつれ、雨はますます激しくなった。地面を打ちつける雨粒は跳はね上がり、泥となって、横たわる病人の身体からだや、シェリルたちの足あし下もとを襲おそう。風も強い。

　暗くら闇やみの中、何度も雨風で吹き消されるランプの灯あかりだけを頼たよりに病人たちへ薬を飲ませるのだが、そこに次から次へと新たな病人が運ばれてきた。

　それに、仕事は薬を飲ませるだけではない。病人の様子を見ながら再度薬を含ませたり、飲める者には栄養を摂とらせるためのスープも口へ運ぶ。それを吐き出してしまう者には水を与あたえるなど、ともかく休む暇ひまはなかった。

「新しい水はどこに!?」

「村長さんの家にあります！」

「この子の熱が下がらないぞ！」

「もう一度、《キリ》を飲ませて！」

　時折空を駆け抜ぬけていく稲いな妻ずまや豪ごう雨うの音にかき消されないよう、怒ど声せいに近い声で言葉をかわす。全身は濡ぬれ、泥まみれの状態で、手に持った薬や水を身体で庇かばいながら、病人の間を走り回るのだ。その様子は、さながら戦場のようだった。

（せめて熱が下がり始めたひとだけでも、屋内に戻してあげたいのに）

　雨で額に貼はりついた前まえ髪がみを手の甲こうで払はらいながら、シェリルが唇を嚙んだときだった。

「サリオ」

　ふいに、アレクシオンが顔を上げて呼んだ。雨音にかき消されてもおかしくない声の大きさだったが、離はなれた場所にいたサリオは即そく座ざに駆けてきた。

　傍らで膝をついたサリオに、病人に薬を飲ませる手を休ませないままアレクシオンが言う。

「症しよう状じようのおさまった病人を、家の中にいれてやりたい」

（え）

　思わずシェリルが顔を上げると、サリオが濡れた前髪をかきあげて、灯りのともる家々を見やったところだった。

「───承知」

　サリオは立ち上がり、シェリルの方を見た。

「村長の家は分かるか？」

「え？　ええ、あの大きな赤い扉とびらの───」

　サリオは頷き、村長の家へ走っていった。

　しばらくするとサリオは駆け戻もどってきて、近くにいたルーカスに何か耳打ちした。そしてルーカスとともに、離れた場所で病人に向きあっていたミスカのもとへ行く。

　いくつか言葉を交かわしたあと、ミスカが横たわる病人たちの一角を指で示した。すると二人はそこに駆けていき、それぞれ病人を抱だきかかえた。

「えっ!?」

　思わず立ち上がったシェリルだが、サリオとルーカスが走っていった先を見て、目を大きく見開いた。かたくなに閉とざされていた家の前に人が立っていて、彼らを迎むかえ入れたからだ。

「どうして───」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたシェリルに、ミスカが近づいてきた。

「先生!?」

「村長に掛かけ合ってくれたようね。家族全員もしくは大多数が倒たおれた家をあけてもらい、そこに病人を運ぶことにしてくれたの。これで病人が濡れずに済む───」

　シェリルはアレクシオンを振り返った。

　アレクシオンは黙もく々もくと病人に薬を飲ませ続けている。

（このひと───）

　ミスカが、すぐに厳しい顔に戻った。

「さあ、もうひと踏ふん張りよ。全員を家の中に帰してあげられるよう、頑がん張ばりましょう」

「───はい！」

　シェリルはもう一度アレクシオンを振り返ってから、まだ残っている病人へ向き直った。

　その頃から雨あま脚あしは徐じよ々じよに弱まっていった。

　深夜も過ぎ、明け方が近くなると、病人たちの症状は目に見えてよくなり、どんどん屋内へと運ばれていった。村人たちも手伝い始め、外で寝ねかされている病人は殆ほとんどいなくなった。

　そして最後のひとりが村人の手によって家の中へ運びこまれたとき、山々と雲のあいまから、白い光が差し込んでくるのが見えた。

「……終わったのか？」

　目の上に手をかざし、目を細めて朝日を見ていたルーカスが呟つぶやく。

「ええ。全員、助かったわ」

　ミスカが答えると、ルーカスとサリオは無言で高々と上げた右手を叩たたき合わせた。

「終わったあ……！」

　へたへたと泥の上に座り込んだヴァルトは、当分は起き上がらないとでも言うように両りよう脚あしを投げ出している。

（終わった……みんな、助かってくれた……）

　シェリルも大きく息を吐き出した。

　不思議と疲ひ労ろうは感じなかった。ただ、緊きん張ちようがとけたせいか全身から力が抜け、ヴァルトのようにへたり込むことはなくても、頭と身体の中が空っぽで、自分がどう動けば良いのかも分からなくなっていた。

　ぼんやりと立ち尽くしながら、心の中に浮うかび上がってきたのは「御お礼れいを言わなくちゃ」ということだった。

　アレクシオンたちがいなければ、一夜のうちに病人全員に投薬出来たかどうか分からない。しかも、嵐あらしの中、一いつ睡すいもせず治ち療りようを続けるという無理な頼たのみだったのに、巻き込まれただけとも言える彼らは文句ひとつこぼすことなく仕事をこなしたのだ。

　そして、そうすることを決断してくれたのは。

「───……あ」

　姿を求めて彷徨さまよったシェリルの視線が、昇のぼってくる朝日とは違ちがう方角に顔を向けて立つ背中を見つけた。

　ぐっしょりと濡れて重くなった、泥まみれのスカートを少したくし上げて、アレクシオンの方へ歩く。

　明るくなってから見ると、地面のぬかるみには自分たちが駆け回った足あし跡あとや、病人たちが寝ていた跡が残っていた。一晩ここで戦ったのだという思いが、あらためてせり上がってくる。

　アレクシオンに近づくと、足音か気配で気づいたのだろう。シェリルが声をかける前に、振り返った。

　全身濡れている。髪かみも服も、重く水を含ふくんでいるだけでなく、あちこちが泥どろだらけだ。それでも朝日を受けた髪が艶つややかに光を弾はじいていて、彼の髪が暗い金きん髪ぱつであることを知る。

　真っ先に礼を言うつもりだった。

　けれども、前髪の間からシェリルを見返してきた瞳ひとみの、蒼あおがあまりにも深く、シェリルはそこに吸い込まれそうな気分になった。

「───何を見ていたの？」

　気づいたら、全然違うことを口にしていた。

（や、そうじゃなくて！）

　余計に焦あせってもう一度言い直そうとしたとき、アレクシオンが視線で前方を示した。それに促うながされてシェリルもアレクシオンと同じ方を見る。

　シェリルは目を見開いた。

　大きな、とても大きな虹にじが、高い空から目の前の地面へと橋を架かけていたのだ。

（……わあ……！）

　虹を見たのは初めてではなかった。だが、こんなにも目の前に大きく迫せまる虹は見たことがなかった。

　七つの色が曲線を描えがいているのが、くっきりと分かる。

　虹は儚はかないものだ。しかし、いまシェリルが見ているそれは、とても力強く感じた。

「……綺き麗れい───……！」

　ため息をつくように呟く。

　その声につられたのか、アレクシオンがシェリルを見た。

　シェリルもアレクシオンを見返した。
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　そのとき初めて、彼の頰ほおに、大きな泥がついているのに気づく。

　思わず、笑えみが漏もれた。

「こんなところにも泥がついてる」

　手をのばし、頰の泥を指先で拭ぬぐう。

　アレクシオンは驚おどろいたように目を見開いたが、シェリルの指を避よけることはなかった。それが何故なぜだか嬉うれしくて、シェリルはさらに大きな笑顔になった。

「ありがとう。───……本当に、ありがとう」

　アレクシオンが瞬またたいた。

　どこか眩まぶしげな目つきになってから、その瞳がふわりと和やわらいだ。

「───！」

　どくん、と。

　胸がひとつ、大きな音をたてる。

　それはシェリルが初めて身体からだの中で聞いた、甘い熱を帯びた鼓こ動どうだった。

（何これ───）

　無意識に胸へ手を置いたとき、ミスカが近づいてきた。

「あら、見事な虹ね」

　その声に、どこかほっとしながら振ふり向く。

「ミスカ先生」

「お疲つかれさまだったわね、シェリル」

「先生こそ」

　お疲れさまでした、と頭を下げる。その隣となりにいるアレクシオンに、ミスカが目を向けた。

　探さぐるような色が浮かんだが、すぐにそれは消え、アレクシオンに向かって微笑ほほえむ。

「御礼と挨あい拶さつを申し上げるのが遅おそくなりました。私はメリナ村の調薬師、ミスカです。この度たびは、このような状態での治療にお力ちから添ぞえをいただき、ありがとうございました」

　そう言って深々と頭を下げた。シェリルも急いで、それ以上に頭を深く下げた。

「いや。……良い経験だった」

　静かにアレクシオンが答えるのを聞いて、ミスカが頭を上げた。長身のミスカは、アレクシオンの隣に立っても引けをとらない。

　じっとアレクシオンの顔を見つめてから、ミスカは尋たずねた。

「……お名前をうかがっても？」

「あ！」

　思わずシェリルが声を上げたので、ミスカとアレクシオンが揃そろってシェリルを見た。

　視線を受けたシェリルは、焦って両手を振った。

「すみません！　そういえば、結局名前を聞けていなかったと思って───」

　治療を始める前に、出身と名前を聞き出そうとして果たせなかったことを思い出したのだが、今思えば、上手うまくはぐらかされたような気もする。

　もしかして名乗れない事情があるのかもと思ったとき、それを肯こう定ていするかのように、さっきまで地面に身体を投げ出していたヴァルトが、凄すごい勢いで駆かけてきた。

「治療は終わったんですよね！　だったら、僕たちはこれで失礼します！　ええ、名乗るほどの者でもありませんから！」

　さあ行きましょうっ、とアレクシオンの腕うでを握にぎろうとした手を、ミスカが強ごう引いんに摑つかんだ。そしてあでやかな笑顔を浮かべ、その手を両手でそっと握る。

「ヴァルトとおっしゃるのよね。初めてとは思えないくらい上手に薬を飲ませていて、私、とても感激しましたわ」

「いえ、それほどでも───」

　妖よう艶えんに笑むミスカに間近まで迫られたヴァルトは、どぎまぎした様子で頰を赤らめた。しかしすぐに、はっとした顔になる。

「えっ！　なんで僕の名前！」

「だって、あの方たちが何度も呼んでましたもの」

　さっさとヴァルトの手を離はなしたミスカが、少し離れた場所でこちらを見ているサリオとルーカスを指さす。

「あいつら……っ」

　ぷるぷると肩かたを震ふるわすヴァルトに、ミスカが微笑む。

「あの方たちはサリオとルーカスでしょう？　それも、あなたや、こちらの方が呼んでいたから分かったことだけれど」

　ヴァルトが頭を抱かかえる。

「うー……失態！」

　何故そんなにも名を知られたくないのだろうと、シェリルはアレクシオンを見た。

　ヴァルトの言動から、彼がこの青年に単に仕えているだけでなく、崇すう拝はいに近い敬意を払はらっているのがよく分かる。サリオやルーカスも、友人のような口をきいているが、いざとなったときは必ず青年を守るために動いていたし、そこには強い意志を感じた。

　おそらく素す性じようを知られては困る、何らかの事情があるのだろう。それならば、無理に聞かない方が良い。

　そう思う一方で、いま隣に立つこの青年の名前を知りたいと強く願う自分がいる。

（でも───……それが迷めい惑わくなら……）

　寂さびしい気持ちでアレクシオンを見つめていると、アレクシオンがシェリルを見た。

　少し首を傾かしげたように見えたのは、自分がおかしな顔をしていたからかもしれない。そんな風に思い、表情を隠かくすようにシェリルは俯うつむいた。

　そんなシェリルをアレクシオンは見つめていたが、ふっと顔を上げて、サリオたちに目をやった。サリオとルーカスは見守るように視線を返すだけだが、ヴァルトは駄だ目めだと叫さけぶかわりにふるふると首を左右に振っている。

　そしてもう一度シェリルに視線を戻もどしたとき、アレクシオンの眼まな差ざしは、わずかに柔やわらかな光をともした。

「───……シオン」

「！」

　顔をはね上げて、シェリルはアレクシオンを見た。サリオとルーカスは顔を見合わせ、ヴァルトはぽかんと口を開けている。

　アレクシオンはシェリルを見つめて、再び口を開いた。

「シオンと呼んでくれれば良い。───シェリル」

「え。私の名前……？」

「何度もこのひとに呼ばれていただろう」

　ミスカの言葉を真似まねるようにアレクシオンが言う。

「あ」

　そうだった、と手で口を押さえたシェリルを、アレクシオンが静かな表情で見つめる。

　それが何だかくすぐったいような気がして、奇き妙みように恥はずかしくて、でもそれ以上に嬉しくて、シェリルはアレクシオンを見上げた。

　やっと、このひとを名前で呼べる。

「───ありがとう、シオン」

　アレクシオンは少しだけ笑って、頷うなずいた。










　　　　三




　イゼリアの王宮は、王都イゼルの中央にある。

　イゼルは外側から下イゼル、中イゼル、上イゼルと呼ばれているが、それには理由がある。

　イゼルという都は、いわばそれがひとつの大きな山なのだ。その山に、円状の城じよう壁へきが幾いく重えにも張り巡めぐらされ、街が作られている。だから中心に向かうほど海かい抜ばつは高くなり、その頂点に王宮があるというわけだ。

　王宮は白しら壁かべで統一されており、各所に植物が植えられている。季節の花が常に咲さき乱れ、木々の緑も鮮あざやかなことから、他国から訪おとずれた使者たちが『白く輝かがやく花の宮』と呼ぶほど、美しい王宮だ。

　その王宮の最さい奥おうにある一室で、椅い子すに座っていた一人の女性が、手にしていた扇せん子すをぱちりと鳴らして閉じた。

「───……遅い……！」

　怒いかりというよりは不安を滲にじませた声で呟つぶやく。

　女性は立ち上がり、すぐ側そばで控ひかえている侍じ女じよに振り返った。

「アレクシオンが戻ったという報しらせはまだ届かぬか」

「はい、王おう妃ひ陛下。いまだ」

　分かりきっていた答えではあったが、女性───イゼリア王妃は唇くちびるを嚙かむ。

「先ほども東の宮きゆう殿でんへ使いを出しましたが、予定の刻を過ぎても戻られぬ王子殿下に、主あるじが心労でお倒たおれになったとか」

「……そう」

　王妃は眉まゆをひそめた。

「このようなことなら、どれほど嫌いやがっても迎むかえの兵団を向かわせるべきだったか。珍めずらしく我が儘ままを申すので許したが……」

　王妃はゆるく首を横に振ふると、顔を上げた。

「東の宮殿へ見み舞まいを。そしてステラには、息子むすこを信じるよう伝えなさい」

「はい、王妃陛下」

「くれぐれも他ほかの者にはアレクシオンの帰国が昨日の予定であったことは知られぬように。近日中に戻るとしか伝えていないからな。私が帰国を命じたこともです」

　留学の途と中ちゆうで王子を呼び戻したのが王妃であると知れたら、誰だれにどんな深読みをされるか分からない。それが正解であろうが誤解であろうが、物事は思わぬ方向へ流れる。そして大方は望まぬ方へ流れていく、それが王宮である。

「───かしこまりました」

　一礼して部屋を出て行く侍女を見送ってから、王妃は深い息をついて椅子に腰こしを下ろした。

「……単に、おかしな気まぐれを起こしてのことなら良いけれど……」

　その頃ころ。

　自分たちの行動がそのような波は紋もんを起こしていると知ってか知らずか、王妃が帰国の報を待ち望む一行の歩みは、王都近くで止まっていた。

「───いったい、どんな気まぐれを起こしたんだ？」

　濡ぬれた髪かみを乾かわいたタオルで拭ぬぐいながら、呆あきれた声で呟いたのはサリオだ。この一言だけでも王宮へ届けられたなら、どれだけの者が胸むねを撫なで下ろしたであろうか。

　勿もち論ろんこの声は王宮へは届かない。当の本人たちが遠い隣りん国ごくからの帰路において半日程度の遅おくれなど予定のうちだと思っていたし、唯ゆい一いつ焦あせりを見せていたヴァルトもそこまで思い至らなかった。

　サリオは続けた。

「周囲には殆ほとんど関心を向けないくせに、たまたま拾った娘むすめの頼たのみにここまでつきあうなんて」

「そりゃ、シェリルが可愛かわいかったからだろう」

　ルーカスが機き嫌げん良く返す。

　先刻まで泥どろに汚よごれた自じ慢まんの銀ぎん髪ぱつを気にしていたが、家に招いてくれたミスカに湯を用意してもらい、それで全身を拭ってさっぱりしてからは上機嫌だ。

「可愛かったか？　泥まみれで分からなかった」

　サリオが尋たずねると、ルーカスは呆れた目を向けた。

「お前の目は節穴か。あれは磨みがけば相当のものになるぞ。俺が保証する」

「女に関してはお前の目はあてになるが───あいつはカナンの王女の熱い誘さそいさえ、風のように流していたんだぜ？」

「あれは実に勿もつ体たいなかったというか、あり得ないね、男として」

　ルーカスが首を振る。

「まあ、正義感のない奴やつではないが」

　まだ納なつ得とくのいかない顔でサリオが言うと、ルーカスはにやりと笑った。

「そうでなければ、俺たちはいまこうしていないだろう」

　その言葉にサリオは苦く笑しようする。

「確かにな」

　共犯者のような目で互たがいを見やった後、部屋の奥を揃そろって見る。

「しかし───……『シオン』、ねえ」

　汚れた服から着き替がえ、まだ少し濡れている髪もそのままに椅子に座ってくつろいでいるアレクシオンは、感情の読めない表情で小窓の外に見える景色を眺ながめている。そのそばではヴァルトがアレクシオンの剣けんの鞘さやについた泥を懸けん命めいに落としていた。

「───失礼します」

　ドアを叩たたく音のあと、カップを載のせた盆ぼんを片手に、ミスカが入ってきた。

　ランス村では頭を布で覆おおっていたが、いまは白金に輝く髪が腰まで届いて揺ゆれている。装そう飾しよくのない、すっきりとした長衣をひもで結んでいるだけの姿だが、それは却かえってミスカの妖よう艶えんさを際きわ立だたせていた。

「あとで村の者が食事を持ってきてくれますから、それまでお茶でもいかが？」

「いただこう」

　サリオが応こたえると、ミスカは微笑ほほえんで、部屋の中央に備え付けてあるテーブルの上に盆を置いた。カップに入った茶から、甘い香かおりが漂ただよう。

　ランス村で治ち療りようを終えたあと、ミスカはアレクシオンたちをメリナ村へ来るよう誘った。治療を手伝ってくれた礼をしたいというのに加え、雨と泥で汚れた身なりを整える場所が必要ではないかと申し出たのだ。

　王宮へ急ぎたいヴァルトは固辞したが、アレクシオンがあっさりミスカの申し出に頷いたため、彼らはミスカとシェリルとともにメリナ村へ来たのだった。

　サリオがカップを口に運びながら、ミスカに尋ねた。

「こう聞くのは失礼かもしれないが、何故なぜあなたほどの調薬師がこんな村にいる？」

　ミスカはくすりと笑う。

「私など、たいした者ではありませんよ」

「仮にそうであったとしても、調薬師は引く手あまただろう。王都にでも行けば、かなりの待たい遇ぐうで迎え入れる金持ちは山のようにいると思うが」

「この村が気に入っている。理由があるとしたら、それだけです」

　サリオが目を細める。ミスカの言葉をそのまま受け止められないとでも言いたげな表情だが、ミスカは素知らぬふりで、自分の茶をすすった。

「シェリルはあんたの弟で子しなのか？　調薬師だと言っていたが」

　ミスカは艶然と微笑んで頷いた。

「才能のある子です。私よりも───いえ、私が望んでも得られないような優すぐれた才能のね」

「へえ」

　その会話が、届いたのかもしれない。

「───はっくしゅん！」

　シェリルは着替えの服に片かた袖そでを通した状態で、大きなくしゃみをした。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？　シェリル」

「風邪かぜ引いちゃってない？」

　ドアを少し開けて、シェリルと同じ年とし頃ごろの少女が二人、顔を覗のぞかせた。

「ありがとう、大丈夫」

　急いで服を着て、振り返る。

「きっとお客さんたちがシェリルの噂うわさをしてるのよ」

　浮うき浮きとした様子でそう言ったのは、ラリサだ。金色の巻き髪がみを肩かたに垂らした彼女の勝ち気そうな緑色の目は、楽しげに見開かれている。彼女はこの村の村長の娘でもあった。

「シェリルを助けてくれただけでなく、ランス村で治療を手伝ってくれたんですって？　素す敵てきなひとたちよね」

　そう言いながらシェリルの後ろにまわり、スカートのリボンを結んでくれるのはエリスだ。黒髪をまとめて結ゆい上げているのと、顔立ちが清せい楚そなため、少し大人びて見えるがこちらも同い年である。二人とも、シェリルの幼なじみで大親友だ。

「はい。うまく結べたわ」

「ありがと、エリス」

「でも本当に大丈夫？　ご飯をろくに食べてないうえに、一いつ睡すいもしていないんでしょう？」

「え？　あ、───うん」

　シェリルは口ごもった。その頰ほおが、ぽっと赤くなるのをラリサは見み逃のがさなかった。

「なになになに？　あやしい！」

「な、何でもない！」

　何でもなくはない。

　実はメリナ村へ帰るときも、シェリルはアレクシオンの馬に乗せてもらったのだ。ランス村の村長が馬を貸そうと言ってくれたが、それに返事をする前に、ひょいとアレクシオンがシェリルを自分の馬に乗せてしまったのだ。

　実際、借りた馬を返すにはまた戻もどってこなくてはならないので、アレクシオンの厚こう意い（？）に甘えたのだが、アレクシオンの胸に背を預けたとたん、疲つかれが一気に出てしまったのか、シェリルはなんとそのまま眠ねむってしまったのだ。

　ミスカの呼ぶ声で目が覚めたときには、もう自分の家の前にいた。

　───ご、ごめんなさい！

　疲れているのはアレクシオンも同じの筈はずなのに、自分だけが吞のん気きに眠ってしまったのが申し訳なくて、恥はずかしくて、シェリルは真っ赤になって叫さけんだ。だがアレクシオンは気を悪くしたふうでもなく、先に自分が馬から降りて、シェリルをそうっと地面へ抱かかえ降ろしてくれた。

「何よ、隠かくさないで言いなさいよ」

　ぐいぐいと肘ひじでシェリルの脇わきをつつくラリサを、エリスが笑いながら止めた。

「それよりシェリルも着替えたことだし、早くミスカ先生のところに行きましょうよ。せっかくラリサのお母さんが焼いてくれているパンケーキが冷めちゃうわ」

「そうね。そのひとたちにも早く会いたいし」

　ランス村へ治療に行ったシェリルを心配した彼女たちは、シェリルの家で帰りを待っていてくれたので、アレクシオンたちにまだ会っていないのだ。

「いざ、行かん、いい男たちのもとへ！」

　張り切るラリサは、両手でシェリルとエリスの腕うでを握にぎって、大おお股またで家の外へ向かった。

　途と中ちゆう、ラリサの家で客人たちにふるまう食事を受け取る。籠かごの中には焼きたてのパンケーキと果実を搾しぼったジュース、鴨かも肉の燻くん製せいまで入っていた。

　香こうばしいパンケーキの匂においに、三人は嬉うれしくなって顔を見合わせた。

「これならお客さんたちも喜んでくれるわね」

「うふふ、初対面で好印象！」

　ラリサは軽い足取りで三人の先頭に立ち、ミスカの家の前まで来ると景気よく扉とびらを叩いた。

「先生！　ミスカ先生ー！　食事を持ってきたわ！」

　エリスがくすくす笑う。

「これでラリサの言う『いい男』がハズレだったら、どうなるかしら」

　ねえ、と笑いかけられたシェリルが答える前に、扉が開いた。

「───！」

　ラリサと、そしてその後ろから前を覗き込んだエリスが目を見開いて固まる。

「これは嬉しい。旨うまそうな食事と一いつ緒しよに、それ以上にかぐわしい香りがやってきた」

　扉の前に立ったルーカスはそう言って、甘い笑えみを浮かべながら銀の髪かみをかきあげた。

　その後ろから、サリオがひょいと顔を覗かせる。

「お、本当だ」

　ありがたい、と笑うと、精せい悍かんな顔が柔やわらかみを帯びて優やさしくなる。

「……っ！」

　ラリサとエリスは顔を真っ赤にして、同時にシェリルに振ふり向いた。

「───大アタリよ！」

　見たこともないくらい興奮している親友たちを前に、シェリルはぎこちなく笑った。

「……何よりです」

　そう言いながらシェリルも少し驚おどろいていた。

　ランス村で一緒に治療をしてメリナ村へ戻るまで、お互い泥どろだらけだったうえに顔の造作など気にもしなかった。いや、気にする余よ裕ゆうなどなかったのだ。

　汚よごれを落とし、小こ綺ぎ麗れいな服装にあらためたサリオとルーカスは、村の若者たちとは違ちがう華はなやかさがあった。

　だが、驚いたのはサリオたちも同じだったようだ。

　ラリサたちに遅おくれて扉の前まで来たシェリルを見て、サリオは眉まゆを上げ、ルーカスは口笛を吹ふく。

　ほんの数刻前に別れたとき、頰の泥くらいは拭ぬぐっていたが、シェリルも彼らに負けず劣おとらず全身泥まみれだった。だがいまは違う。

　まだわずかに水を含ふくんだ髪は、深い緋ひを茶に照らしたような鳶とび色いろで、太陽の日差しを受けてつややかに輝かがやいている。健康的な肌はだはほんのりと薄うすいピンクを帯び、彼らを見つめ返す漆しつ黒こくの大きな瞳ひとみは、濡ぬれたように光っていた。

「……これは、お前の読みどおりか？　ルカ」

「……少しばかり、上をいったかな？」

　その会話が自分のことだと思わないシェリルは、サリオとルーカスの前に立つと、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「ランスでは───」

　あらためて礼を述べようとするシェリルの唇くちびるを、ルーカスは二本の指で軽く押さえた。目を丸くしたシェリルに、ルーカスは片目を瞑つぶる。

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつは、俺たちの間では抜ぬきにしていいんだよ、シェリル」

「俺たちの間？」

　ぱちりと瞬まばたいたシェリルの手を、ルーカスを押しのけてサリオが握った。

「ルカのたわごとは聞き流せばいいから、中へ入れよ」

　そう言って、ぐいと引き寄せ、背中を押す。

「きゃ」

　勢いで躓つまずきそうになったシェリルは、ミスカの家の中へ足を踏ふみ入れて慌あわてて顔を上げた。

　壁かべという壁に薬くすり瓶びんが並ぶ、馴な染じんだミスカの部屋だ。

　シェリルは無意識に部屋の中を見回した。

　中央のテーブルの横に、師のミスカが悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんで立っている。その傍かたわらでは大きな剣けんを抱えたヴァルトが、呆ほうけたように立ってシェリルを眺ながめている。

　そして。

（……あ……！）

　ふわりと胸の中で羽が舞まい上がる。

　小窓に面した場所に、樫かしの木で作られた頑がん丈じようで大きな椅い子すが二つ、置かれている。その一つに、アレクシオンが腰こし掛かけていた。

　思わず一歩踏み出してから、シェリルは足を止めた。

　アレクシオンは、静かにそこにいた。

　虹にじを見たときに思ったよりも輝きの深い金きん髪ぱつの下で、あの、吸い込まれそうな蒼あおがシェリルを見つめていた。

　ふと。

　自分でも何故なぜだか分からないが、一昨日おとといの夜に見た、幼い頃ころの夢がシェリルの脳のう裏りに甦よみがえった。

　───お母さん、これは？

　まだ幼い頃に、調薬師だった母と毎日のように出かけた薬園。

　───それはシロアの花。

　シェリルの小さな指が示した花を見て、優しい声が応こたえるのだ。

　───実になったら乾かん燥そうさせるの。小さく固くなった実を奥歯で嚙かむと、ちょっと苦いけど頭が痛いのが治るのよ。

　───じゃあ、これは？

　───それはタンドレク。綺麗な水と一緒にすり潰つぶすと、傷薬になるわ。

　どんな問いにも答えが返ってくるのが嬉しくて、「あれは？」「それは？」と繰くり返す。そのうちに、何故それまで気づかなかったのか、ちょうど手をのばした先のところに咲さく、晴れて透すき通った空のような色をした花を見つけた。

　───きれい……。

　初めて見るのに、どこか懐なつかしいような、一度見たら目が離はなせなくなる美しい花だった。

　摘つむのはたやすい。けれど、どうしてだか躊躇ためらわれた。

　しばらく見とれた後で、「これは？」と尋たずねたが、声は返ってこない。

　───お母さん？

　立ち上がり、あたりを見み渡わたすが、一面の緑には、自分以外の誰だれも見あたらない。

　───お母さん、どこ？

　もう一度尋ねた声は、先刻までとは違っていた。いまの、十八歳の自分の声だ。

　───お母さ……。

　母の姿を探してさまよった視線の先に、先ほど見つけた蒼い花があった。

　見つめていると、ふいに泣きたくなった。胸が締しめつけられるように痛み、苦しくなった。

　息が、出来ない。

　この花を摘めば、自分のものにすれば、この痛みはなくなるのだろうか。

　手をのばす。

　繊せん細さいな花弁に指先が触ふれそうになったとき、息苦しさが増した。

　苦しい。切ない。苦しい。苦しい───。

「───シェリル？」

　アレクシオンの声に、はっと我に返る。

　問いかけるような眼まな差ざしを受け、シェリルは、ああ、と思った。

（夢に出てきた花と、同じ色───）

　そう思ったら、胸の奥にあった小さな痛みが、一度だけ疼うずいて、消えた。

　シェリルは遠えん慮りよがちにアレクシオンの前まで歩み寄った。

「……風邪かぜをひいたりしていないですか？」

　尋ねると、アレクシオンは首を横に振った。

「良かった」

　ほっとして胸に手を当てると、アレクシオンがわずかに首を傾かしげたように見えた。

「何？」

「いや───」

　アレクシオンはゆっくりと椅子から立ち上がり、シェリルを見下ろした。

「逆だと思って」

「逆？」

　問い返すと、アレクシオンはまた少し考えるような目をしてから、シェリルを見た。

「俺が尋ねるべきだったんじゃないかと」

　真面まじ目めな顔でそう言ったアレクシオンに、シェリルは瞬いて、そして笑った。

「そんなことないです。私、昔から大きな病気をしたことなんて一度もなくて、おなかを壊こわしたことだってないの」

「おなか……？」

「───馬ば鹿かじゃないの、シェリルっ!?」

　聞くともなしに二人の会話を聞いていたのだろう。後ろからラリサとエリスがすっ飛んできて、シェリルの口を手で押さえた。

「むぐ!?」

「女の子が、男のひとの前で、おなかを───なんて話をするもんじゃないでしょっ」

「聞いてるこっちのほうが恥はずかしいじゃない！」

「むぐむぐっ（そうなの）!?」

　三人が目の前でバタバタしているのをアレクシオンは驚おどろいたように見ていたが、ふっと斜ななめ後ろを向いた。

　うるさいと思われたのかと、一いつ瞬しゆんひやりとする。しかし、頰ほおの線から、どうやら笑っているようだと気づき、シェリルは手で押さえられた下で、安あん堵どの息をついた。だがラリサとエリスはそこまで分からなかったらしく、シェリルの口から慌てて手を引いた。

「ごめんなさいっ。うるさくし───」

　て、と言おうとしたラリサの口がそのままの形で止まる。エリスもシェリルから離した手を下ろすことなく、アレクシオンを凝ぎよう視しして、ぽかんと口を開けている。

「……ラリサ？　エリス？」

　シェリルが話しかけると、二人はびくっと身体からだを震ふるわせ、手をとって部屋の隅すみへ走った。

「───……ちょっと！　噓うそみたいに、素す敵てきなひと……っ！」

「な、なんで部屋に入ったときに気づかなかったのかしら」

　その様子を見ていたサリオが、ルーカスの肩かたを抱だいて囁ささやいた。

「天下の色男ルカも、さすがに負けてるな」

「美しさでは負けてないつもりなんだが。最初に気配を殺しておくってとこが、ずるい」

　悔くやしがるというよりは楽しむような顔でルーカスが答える。

「存在感を敢あえて示さないくせに、こっちが気づいたら最後、目が離せないってやつだから、たちが悪いよな」

　そこに、ぱんぱんと手を叩たたく音が鳴り渡わたる。

「はい、みんな静かに。食事をするんじゃなかったの？」

　ミスカがラリサの持ってきた籠かごを高々と上げて言ったとたん、腹ぺこ組は自分の状態を思い出した。シェリルのおなかも、控ひかえめにだが、空腹を主張する。

　それが聞こえたらしい。アレクシオンはミスカのもとへ行き、皿にパンケーキと鴨かも肉の燻くん製せいを載のせてもらうと、シェリルの前に差し出した。

「それはシオンの……」

「ふたり分もらってきた」

　そう言うと、自分が座っていた椅い子すの向かい側にあるもう一つの椅子を指し示す。シェリルは嬉うれしくなって笑った。

「ありがとう」

　御お礼れいを言って椅子に座り、パンケーキに手をのばす。

「おなかペコペコだったの」

　少し照れながらも、我が慢まんできずにぱくりとかぶりつく。

　表面は少し焦こげ目がつく程度の固さで焼けているが、歯をたてるとさくりと音をたて、中はふんわりと柔やわらかい。口の中に、蜂はち蜜みつの甘さとシナモンの香かおりが広がって、シェリルは幸せな気分で息をついた。

　アレクシオンはそんなシェリルを黙だまって見ていたが、向かい側の椅子に腰こしをおろし、シェリルにつられたように片手でパンケーキをつまみ、口に運んだ。

「えっ。ナイフとフォーク……」

　ヴァルトが慌あわてて準備しようとするのを、サリオとルーカスが両りよう脇わきから抱かかえ込んで引き離す。

「何だよっ」

　抵てい抗こうするヴァルトの耳元で、サリオとルーカスが小声で囁く。

「野や暮ぼだよ、お前」

「アレクが珍めずらしく女と仲良くしているんだ。こっちのほうから眺ながめていようぜ。面おも白しろい」

「あんたらッ！　それが主君に対して───んぐぐっ!?」

「おおい、そっちのふたり。一いつ緒しよに食おうぜ」

「そうだ。愛らしい花の名前も聞かなきゃな」

　現金なもので、サリオとルーカスの誘さそいにラリサとエリスもぱっと振ふり返り、いそいそと食しよく卓たくにつく。ミスカは苦く笑しようしながら、隣となりの部屋へと出て行った。

「美味おいしい」

　シェリルは最初のパンケーキをぺろりとたいらげてから、次のパンケーキへ手をのばした。そのとき、感心したように自分を見るアレクシオンの視線に気づいた。

「───何？」

「いや。……身体の小さい女性でも、そんなふうに気持ちよく食べるのかと」

「……」

　思わず手を引っ込めたシェリルに、初めてアレクシオンが困ったような目になった。

「すまない。そういう意味ではない」

　アレクシオンはそう言ったが、シェリルは俯うつむいた。さきほどラリサたちに叱しかられたことも響ひびいている。

　思えば、幼い頃ころから母のような調薬師になることが夢で、そればかりが頭にあった。ラリサたちのように異性のことで気持ちが盛り上がった経験もないぶん、自分がどう見られるのかということを気にしたこともなかった。

（おなか壊したことないって話だって、そんなにおかしな話なのかなあ……）

　自分だけなら良いが、ラリサたちが恥ずかしがるなら、それはやめようと思う。同じように、自分が勢いよく食事をすることが、彼女たちにとって恥ずかしいことなのかもしれない。そんな風にも考えてしまい、シェリルはきゅっと口を結んだ。

　その口元に、ふわりと甘い香りが近づいた。

「……？」

　視線を上げると、アレクシオンがシェリルを覗のぞき込むような姿勢でいて、手にしたパンケーキをシェリルの口元へ差し出していた。

「あの……」

「褒ほめたつもりだった」

「え？」

　アレクシオンは言う。

「本当に美味しそうに食べる。それが気持ちよかった」

「───……」

　真面目な顔でシェリルを下から見上げるアレクシオンが、そのときだけは子犬のように見えて、シェリルは思わず笑えみをこぼした。

「……いただきます」

　そう言って、シェリルはぱくんとパンケーキにかぶりついた。

「！」

　目を見開いたアレクシオンの手からパンケーキをもらい、もぐもぐと食べる。アレクシオンはしばらくその様子を眺めていたが、ふっと笑い、自分も別のパンケーキに手をのばした。

「本当は、これにキチェラのジャムを塗ぬるともっと美味しいの」

「キチェラ？」

「このあたりにしかない木の実だから知らないかも。小指の先くらいの大きさで、真っ赤なんだけどね。とっても甘いのよ」

「……そうか」

　微び妙みような間からいくと、どうやらアレクシオンは甘味好きではないようだ。

「でもね、実が完熟するまで待つと、黒くなるの。それを摘つんですり潰つぶして乾かん燥そうさせると、薬の材料になるのよ。おなかの───あ」

　言葉を切るようにパンケーキを口に押し込んだシェリルに、アレクシオンがくすりと笑う。

「───シェリルは良い調薬師だな」

「！　そう？　まだ一人前じゃないけど」

　喜びが顔に出たらしい。アレクシオンはもう一度小さく笑ってから、シェリルを見た。

「ミスカの弟で子しだと聞いたが……子供、ではないのだろう？」

「それ聞いたら先生が怒おこるわ」

　シェリルはミスカが消えた部屋の扉とびらの方を向いた。

「でも先生がいなかったら、私は調薬師の卵にすらなれなかった。本当に……先生がこの村に来てくださって、良かった」

　無意識に扉の向こうにお辞じ儀ぎをしてから、シェリルはアレクシオンに向き直った。

「母が、調薬師だったの。……私が六歳の頃に亡なくなってしまったんだけど」

　アレクシオンは食事の手を止め、黙って聞いている。

「父は私が母のおなかの中にいる頃に亡くなっていたから、母がいなくなったとき私はひとりぼっちになったの。でもこの村の人たちは、自分たちが育ててあげるからこの村にいなさいって言ってくれて、言葉どおり、みんなで私を育ててくれたのよ」

　ラリサやエリスの家族だけではない。村中が小さなひとりぼっちの少女を守り、助け、育ててくれたのだ。

　寂さびしいときも勿もち論ろんあった。

　夜、一人きりになった家の中、ベッドに潜もぐり込んで泣いたことなんて数え切れない。

　それでも翌朝、窓から太陽の光が差し込んでくる頃になると、誰だれかが家の扉を叩くのだ。

　───おはよう、シェリル。よく眠ねむれたかい？

　───今日は良い卵がとれた。早く起きて、一緒に食べよう？

　いつだってシェリルの手は誰かが握にぎってくれていて、顔を上げれば誰かの笑顔があった。

　それがシェリルを大きくした。

「だから私は母と同じ調薬師になって、今度は自分が村の人たちを守ろうと思ったの。それが、小さい頃からいままで、ずっと変わらない夢」

　サリオやルーカス、ヴァルトと、そしてラリサとエリスもシェリルの言葉に耳を傾かたむけていたが、シェリルは気づかずに言葉を続けた。

「……でもミスカ先生について他ほかの村にも行くようになったら───昨日のランス村のようにね───夢は少し大きくなっちゃったの」

「───大きく？」

　うん、と頷うなずく。

「病気になったら、ちゃんと薬が飲めて、元気になれる。どんなに貧しくてもよ。すべての村のひとにそうなって欲しいし、そのための力になれたらなって思う」

「───……」

　アレクシオンは無言になった。

　空になっている手元のコップを弄いじっているが、それは無意識のようで、何かを考え込むように足あし下もとの床ゆかへ視線を落としている。

「シオン……？」

　シェリルが呼ぶと、アレクシオンは顔を上げた。

　蒼あおい瞳ひとみがシェリルを見つめ、そしてひとつ瞬またたく。

「───シェリルの志は高いな」

「……」

　ありがとう、という言葉が口から出せなかったのは、単純に褒められているだけには聞こえなかったからだ。勿論、皮肉めいたものではないし、シェリルの決意を軽かろんじるような声でもない。むしろ、アレクシオンが自分自身に何かを問いかけているような気がした。

「シオ───」

　そのときふいに、ラリサが声を上げた。

「そういえば！」

　どうやらシェリルとアレクシオンの会話が、一段落ついたと思ったようだ。明るい声でサリオたちに尋たずねる。

「皆みなさん、旅の途と中ちゆうなんでしたっけ？」

「ああ。途中というか、イゼルへ帰るところ」

　さらっとサリオが言うのを聞いて、ヴァルトが目を吊つり上げる。

「やっぱりイゼルのひとなんだ！」

「洗練されてるものね」

　ラリサとエリスがはしゃぐのも無理はない。年とし頃ごろの娘むすめにとって王都イゼルは憧あこがれの街である。

　なにせイゼルには、手に入らないものがない。洒落しやれた衣服はもちろん、装そう飾しよく品や菓か子し、本や雑貨など、村を訪おとずれる行商人からは買えないようなものが溢あふれている。道行く人々も華はなやかで、田舎いなかに住む者にとって、特にラリサやエリスのように若い娘にとっては夢のような場所だ。

　但ただし一口にイゼルと言っても、彼女たちが入れるのは下イゼルだけである。王宮のある上イゼルや、貴族や上級将校たちが居を構える中イゼルには、身分証明書や許可がなければ足を踏ふみ入れることが出来ないからだ。

「思い出したわ、イゼルと言えば」

　ラリサがぽん、と手を打って、ごそごそとスカートのポケットの中を探さぐり出した。

「昨日、下イゼルに住む叔母おばさまがこれを届けてくれたんだった」

「え？　何？」

　エリスが身を乗り出す。

「うふふ……じゃーん！」

　ラリサが取り出したのは、可愛かわいらしい布の袋ふくろだった。白い絹地に薄うすい緑色で花の形を刺し繡しゆうしてあり、なかなか上品な作りである。

「あのね、カナンに留学中の第三王子が、近々帰っていらっしゃるらしいのよ」

「っ!?」

　突とつ然ぜんラリサが言い出した話に、ヴァルトが口に含ふくんだジュースを噴ふき出しかけ、それを飲み込もうとして、思いきりむせた。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ？」

　シェリルは立ち上がったが、サリオがヴァルトを腕うでの中に抱かかえ込んで片手を挙げる。

「気にしなくていい。話を続けてくれ」

　もがくヴァルトを押さえつけてはいるが、ちゃんと片方の手で背中を叩たたいてやっているのを見て、シェリルは椅い子すに座り直した。ふと見るとアレクシオンも皆の方へ視線を向けている。その横顔には先刻気になったような陰かげはなく、シェリルは息をついた。

（……そういえばランス村で、シオンたちもカナンの噂うわさをしてたっけ……）

　帰る途中というのは、カナンからイゼルへという意味だと今いま更さらながら知る。

　だが、ラリサたちにわざわざそんな話をすることもないだろうと思い、シェリルはのんびりとした表情で、親友たちがサリオたちと話しているほうへ意識を戻もどした。

「王子が帰る、ね。そんな噂が広まっているんだ」

　ルーカスが優やさしい笑え顔がおを向けると、ラリサはぽっと頰ほおを赤らめてから頷いた。

「私の叔母は王宮出入りの商人に嫁とついでいるので情報が早いの。私たちにとって王子様たちは憧れだから、どんな噂も教えてってお願いしているのよ」

「憧れねえ」

「当然よ！　第一王子のラルフシオン様、第二王子のクラウシオン様、そして留学中のアレクシオン様。三人とも、イゼリア自じ慢まんの、美形王子だもの！」

　ねー、とラリサとエリスが嬉うれしそうに顔を向き合わせて笑う。

「ええと」

　こほん、と軽く咳せきをしてから、サリオが二人に尋ねる。

「美形って……王子を見たことあるのか？」

「直接はないわ、もちろん。でも、絵が売られてるから」

「どんな田舎でも、王子様たちの顔を知らないイゼリアの娘なんていないでしょ」

　サリオとルーカス、そしてヴァルトは、ラリサたちに気づかれないよう、ちらりとアレクシオンを見た。さすがに気まずさを覚えたらしい。アレクシオンは頰ほお杖づえをついて窓の外を眺ながめ、サリオたちには背を向けている。

「そうか、絵か」

「絵も実物も、俺たちは見たことがないから、似ているかどうかも分からないな」

「私、いま持ってるわ！」

　ラリサが言い、胸むな元もとから大事そうに二つにたたんだ紙を取り出した。

「家にはもっと沢たく山さんあるけど、これは護ご符ふがわりに持ち歩いているの。見ます？」

「是ぜ非ひ！」

　差し出された紙をルーカスが受け取り、ぱらりと開く。それを両りよう脇わきから、サリオとヴァルトが勢いよく覗のぞき込んだ。

「───」

　三人の視線は絵に集まり、それから泳ぐように互たがいに向けられてから、ラリサへ戻った。

「───……どれが、どの王子？」

「真ん中が第一王子、ラルフ様よ！　私、《白党》なの！」

「……白党？」

　きょとん、とした男性陣じんに向かい、ラリサは熱く語り始めた。

「知らないの？　王子様たちは、それぞれ王色をお持ちでしょ？」

　これはイゼリア王家の習わしで、嫡ちやく流りゆうの王子たちは生まれたときに、特定の色が王より授さずけられる。そして身の回りの装飾品には必ずどこかにその王色が用いられることになるため、呼こ称しようにもその色が使われた。三人の王子でいえば、第一王子は王色が白だから《白の王子》、第二王子は赤で《赤の王子》、そして第三王子であるアレクシオンには青が授けられたため、《青の王子》とも呼ばれるのだ。

「イゼリアの女の子たちは、それぞれ贔屓ひいきの王子様の王色になぞらえて自分たちのことを《白党》《赤党》《青党》って呼ぶのよ」

　そしてその色で持ち物を揃そろえたり、どこかに差し色として使うことが流行はやっているのだとラリサは説明した。

「王都発はつ祥しようだって叔母さまに聞いたけど、皆さんは知らない？」

「ああ、俺とルカはそもそもイゼリア出身じゃなくて───って、それはどうでもいいが、ちなみにこの絵のどれが《青の王子》なんだ？」

　これよ、とラリサとエリスが揃って指さしたのは左ひだり端はしに描えがかれている青年だった。

　三人すべてがそうなのだが、金きん髪ぱつはやけにごてごてと塗ぬりたくられ、全身を宝石だらけの衣い装しようで包み、ぴかぴかの笑顔を浮うかべている。その顔は中性的で、か弱い美少年をちょっとだけ成長させたような姿だった。

　当然ながら、同じ室内にいるアレクシオンとは似ても似つかない。

「───……なるほど」

「───……うん、いや、まあ美形っちゃ美形だな」

　二人の肩かたが震ふるえているのは、笑いを堪こらえるためだろう。しかしヴァルトの肩の揺ゆれ方は少し違ちがった。

「───こ……こんなの……」

　ルーカスから奪うばった紙を持つ手がぷるぷると震えている。

「こんなの、アレクシオン様じゃ───んぐっ!?」

　再びサリオの逞たくましい腕に抱え込まれる。

「はいはい、静かにしろよ。ご不満なのは分かったから」

「不満？」

　むっとしたようにラリサが口を尖とがらせたので、ルーカスがヴァルトの手から肖しよう像ぞう画がを奪い返し、丁てい重ちようにラリサへ返す。

「いやあ、こいつ、言うなれば《青党》なんだよ。たぶん、自分が持っている肖像画のほうが綺き麗れいだって自慢したいだけなんだ」

「……ふうん。それなら、まだ分かるわ」

　大切そうに肖像画を胸元にしまってから、もう一度白い袋を手にしたラリサは、気を取り直してエリスに向き直った。

「でね。叔母さまがくれたのが、これ」

　するすると袋から取り出したのは、白、赤、青、三色それぞれのリボンだった。

　これも素材は絹だろう。リボンの両側は普ふ通つうの織り方だが、真ん中の一筋がレース状になっている。赤と青については色合いも派手すぎず地味すぎない美しい色で、白は少し輝かがやいたような発色になっており、なかなか上等なものだ。

「久しぶりに三人の王子様がイゼリアに揃うのにあわせて買って下さったのよ。私はもちろん白。エリスも好きな色を選んで」

「いいの？　ありがとう」

　エリスははにかみながら、手をのばした。選んだのは、赤である。

「……つまり、エリス嬢じようは《赤党》というわけだ」

「女の考えることって面おも白しろいな」

「さしずめ俺なら、この麗うるわしい髪かみの色から《銀党》とでも名乗るかな」

「おいおい、それなら俺は《赤党》かよ。第二王子と被かぶるじゃないか」

　わはは、と笑ってから、さて？　とシェリルを見る。

「ねえ、シェリル！　あなたの番よ」

　窓まど際ぎわで、こちらの話を聞いているかどうかも良く分からない様子のシェリルにラリサが声をかける。

　シェリルだけでなく、それまで顔を窓へ向けていたアレクシオンも振ふり返った。

「え？　私にもくれるの？」

「当然でしょ。三人、お揃いで身につけましょうよ」

「髪や首に巻いても良いし、あ、手首でも可愛かわいいわよね」

　早く早くとせかされて、シェリルは立ち上がる。

　サリオたちがシェリルの指先に注目しているだけでなく、アレクシオンも背後からじっと見ているのだが、シェリルはまったく気づかない。

「じゃあ、ありがたく」

　そう言ってシェリルは、何の迷いもなく、ラリサの手から一本のリボンを抜ぬき取った。

　青だ。

「───……」

　サリオたちはいっせいに、かつ、こっそりと、安あん堵どの息を漏もらした。

「ん？　何か？」

　青いリボンを手にシェリルが振り返ると、サリオたちは首を横に振った。

「シェリルは《青党》なんだ？」

　サリオがにやにやしながら尋たずねる。シェリルが答える前に、ラリサが言った。

「そうなの。珍めずらしいでしょ？」

「!?」

　再びヴァルトが暴れ出しそうなのを、ルーカスが殆ほとんど抱かかえ込むような体勢で戒いましめているのを背に、サリオが口元を手で隠かくしながら聞いた。

「───つまり、《青党》は少数派なのか？」

　ラリサとエリスは、少しだけ口ごもる。

「だって、病弱でいらっしゃるんでしょ？」

「第三王子だから王位継けい承しようには一番遠いっていうのは私たちには正直どうでもいい話だけど、身体からだが弱くて、とっても大人しいっていうのは、ちょっと……」

「外見も、優やさしいのは良いけど線が細すぎるのはね。やっぱり王子様には、強く、かっこよくいて欲しいもの」

　ねえ、と二人は顔を見合わせる。

「───病弱……」

「───大人しい……」

「───線が細い……っ」

　既すでにヴァルトは怒いかりで卒そつ倒とうしそうになっており、サリオとルーカスは目に涙なみだを浮かべ、全身を震わせながら必死に笑いを堪えている。

　そして、当のアレクシオンはというと。

「……なるほど」

　妙みように納なつ得とくしたような表情で頷うなずいている。

「あ、でもね、《青党》は少数派でも熱ねつ烈れつな支持者が多いらしいわ。叔母おばさまが言ってた」

「守ってあげなきゃ！　って思うのかも」

「……そ、そうか」

　もうやめてくれ、と言わんばかりにサリオは両手で腹を抱え、皆みなに背を向けてしまっているが、ルーカスは眦まなじりにたまった涙を指で払はらってシェリルのほうを向いた。

「シェリルもそのくちか？」

　シェリルは困ったように眉まゆを下げた。

「別にそういうのではないけど……」

　そう言いながら、ちょっとだけ嬉うれしそうにリボンを左手首に巻いている。それをアレクシオンは黙だまって見ていた。

「───あの！」

　ふいにヴァルトが立ち上がった。

　立ち直ったというよりは、怒りが極きわまったという様子ではあるが、理由が分からないシェリルたちは何事かとヴァルトを見るだけだ。

「ずいぶんお世話になりましたけど！　僕たち、そもそも急いでいたんですよねっ！」

「あ、そうだった」

　サリオが頷いた。直前まで笑い死にしそうになっていたとは思えない、切り替かえの早さだ。

「おかげで腹もいっぱいになったし、出るか」

　サリオがアレクシオンに顔を向けたので、え、と思わずシェリルもそちらを見た。アレクシオンは無言で立ち上がり、それを見たルーカスも傍かたわらに置いてあった荷物に手をのばす。

「お帰りになる？」

　たぶん、隣となりの部屋にもこのやりとりが聞こえていたのだろう。ミスカがそう言いながら部屋を出てきた。

「ああ。世話になった」

　サリオがそう言うと、ミスカは微笑ほほえんだ。

「それはこちらの台詞せりふです。心から感謝します」

　早々と荷物を背負い、はんぶん身体を家の外に出していたヴァルトだが、この時だけは名残なごり惜おしげな目をミスカに向けた。だがすぐに、馬の準備をするために外へ駆かけだしていく。

「もっとゆっくりしていけば良いのに」

　ラリサが無念そうに言い、エリスも頷くと、ルーカスが二人の手を取って片手で軽く握にぎった。

「そうだな。今度はもっと、互たがいのことを知る時間が欲しいな」

　そう言って恭うやうやしく身をかがめ、それぞれの手の甲こうに唇くちびるを当てる。

「……っ！」

　二人は熟うれた果実のように真っ赤になり、その場にへたりこんだ。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　それをサリオが軽々と抱え起こしてやると、二人はまた赤くなり、互いの身を支えあうように手をとりあった。

　そうした様子を、シェリルは見ていなかった。

　頭を下げるミスカに軽く頷いて家から出て行くアレクシオンの後を、急いで追いかける。

　外に出ると、鞍くらを背に載のせ、荷物をくくりつけられた馬が四頭道に並んでいた。いつでも出発できると言うように、ヴァルトが自分と、おそらくアレクシオン用の馬の手た綱づなを握りしめて立っている。

　アレクシオンはその馬のところへ、まっすぐ歩いて行った。

　シェリルには、その背を見つめることしか出来ない。

（……なんだろう、これ）

　アレクシオンが一歩足を進めるごとに、ちり、ちり、と胸が痛む。その奥で、焦あせりに似たざわめきが渦うず巻まくのだ。

　まっすぐにのばされたアレクシオンの背中は、ほんの少し足を速めて手を伸のばせば届く距きよ離りにある。けれどシェリルは、両りよう脇わきにおろした手を握りしめていた。

　たぶん。

　これは、寂さびしいだけだ。

　命を脅おびやかされたかもしれないほどの危地から救ってくれた。それだけでなく、何の関かかわりもないランス村の病人たちの治ち療りようすら手伝ってくれたのだ。いわばアレクシオンは、一夜でシェリルを含ふくむ大勢のひとを助けてくれた恩人だ。

　その出で逢あいは、偶ぐう然ぜんでしかない。

　そしてその偶然は、今日限りのものとなる。

　これまでも旅人がメリナ村を通ったことは何度もある。親しく言葉をかわし、時には病を薬で治し、名残惜しく別れの挨あい拶さつをかわした。手を振って見送り、また会える日が来ることを期待しながらも、その日は来ないと分かっていた。

　この出逢いと別れも、それらと同じだ。

　アレクシオンたちの馬がどれだけ駿しゆん足そくか、シェリルはよく分かっている。きっと、あっという間にその姿は道の先に消えていくだろう。

　それで、終わりだ。

　それだけの話だ。

（───それだけなのに）

「また遊びに来てくださいね！」

　すぐそばではラリサとエリスがそう言っている。

「ありがとう」

「またな」

　サリオとルーカスも片手を挙げて応こたえ、ひらりと馬にまたがった。

　また来てください。

　別れの挨拶につきものの言葉をシェリルも口にすればいいのに、それが言えないのは何故なぜだろう。他ほかの人には簡単に言える言葉が、この人に言えないのは何故だろう。

（……振ふり向いてくれたら）

　願うように思う。

（振り向いてくれたら、言えるかも）

　その声が届いたかのように、一度は馬の手綱に手をかけたアレクシオンの動きが止まった。

　ゆっくりと、アレクシオンが振り返る。

　頭上に広がる青空よりも深い色の眼まな差ざしが、シェリルを捉とらえた。

「……」

　わずかだが、アレクシオンの唇が何かを言おうとするかのように開いた。

　けれどもそこにヴァルトが割り込んできた。

「ア……じゃない、シオン様。お急ぎください。きっと皆が心配しています」

「……分かった」

　アレクシオンは地面を蹴けり、軽かろやかに馬上の人になった。そこでもう一度、シェリルを見下ろす。

　やっぱり、これで最後なんだ。

　そう思ったら、シェリルの足はたまらず前に出ていた。

　アレクシオンから目を離はなさないまま駆け寄り、そばで見上げる。
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（また会いたい）

　本当はそう言いたかった。だが、やっと口に出来たのは別の言葉だった。

「───……あなたに会えて、良かった」

「───」

　アレクシオンは瞬またたき、そして小さく頷うなずいた。

「では───出発！」

　サリオが言い、ルーカスが真っ先に馬を走らせる。

　アレクシオンも馬首を巡めぐらせ、小さなかけ声とともに、馬を走らせた。その後に、ヴァルト、サリオと続く。

　走り出した四頭の馬は、あっという間に小さくなり、道の先に消えた。

　ぽつんとした寂しさだけが、シェリルのもとに残った。
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　イゼリア王宮では、数刻前から騒さわがしくなっていた。

「───聞いたか？　アレクシオン王子殿でん下かが昨日王宮に戻もどられたそうだ」

「まことか？　留学を切り上げて戻られるとは聞いていたが、お迎むかえにあがる軍を出したとは聞いておらぬぞ」

「なんでも数人の供を連れただけの、お忍しのびで戻られたそうだ」

「……あいかわらず、理解しがたい御お方かただな」

「それだけならいい。どうやら、あらたな《四誓フオース》を連れて戻られたそうだ」

「何だって……ッ!?」

　その話を伝えるために、急いでその場を立ち去る。別の者と行き合えば、そこで同じ話をする。そんな光景が、あちこちでみられた。

「───そなたが王宮を賑にぎわす主役になっているのは珍めずらしいことだな」

　楽しそうな笑いを含んだ声が謁えつ見けんの間に響ひびき渡わたり、正装に身を包んだアレクシオンの頭上から落ちてくる。

「……お騒がせして申し訳ございません」

　床ゆかに片かた膝ひざをつき、右手を胸に置いて頭を下げる。その動きで胸むな元もとにつけた飾かざりが揺ゆれた。

　花はな冠かんむりを戴いただいた黄金の鷲わしがあしらわれた、イゼリア王家の紋もん章しようである。

　王家の紋章があしらわれているのは、それだけではなかった。上着の袖そで口ぐちにつけられたカフスボタン、腰こしに巻いた帯留め、そして腰から下げた長ちよう剣けんの鞘さやにも王家の紋章が宝石とともに輝かがやいている。

　しかし、暗めの青に染めた生き地じを使った服のデザインがあっさりしていることと、それ以外には余分な装そう飾しよく品をいっさい身につけていないため、派手さはない。

　それが却かえってアレクシオンの端たん整せいな容姿を引き立てているとも言えるのだが、表情を消し、視線を伏ふせたさまからは、自分の存在を示そうという意志がまったく見られなかった。

「余としては、もっとこういう状じよう況きようがあっても良いと思うがな。兄二人と違ちがい、そなたは色々な意味で欲よくがなさすぎる」

「───」

　アレクシオンは無言でもう一段階深く頭を下げた。

「まあ、よい。面おもてを上げ、余にしっかり顔を見せてくれ。なにせ二年ぶりだ」

　王に促うながされ、アレクシオンはゆっくりと顔を上げた。

　少し離れた壇だん上じように、玉座に座る父王の姿があった。その隣となりには、王おう妃ひもいる。

　壇の下には、両側に数名の大臣と、護衛の兵が並んでいるが、人数はさほど多くない。帰国の挨拶だけとはいえ、王子を迎えるには質素な出迎えと言えるが、これはアレクシオンが望んだからだった。

　しかしアレクシオンがまず父に視線を当てたとき、表情にはまったく出さないものの、胸の奥に、かすかな動どう揺ようが走った。

（───瘦やせられた）

　もともと偉い丈じよう夫ふというタイプではないが、若い頃ころはもっと逞たくましい肩かたをしていた。勿もち論ろん、年ねん齢れいによるところが大きいのだろうが、顔色も健康的とは言えない。

　───国王陛下の体調が、あまりよろしくないの。

　イゼリア王の第三妾しよう妃ひである母のステラが、アレクシオンが無事帰国したことを泣きながら喜んだあとで言った、力のない声が耳に甦よみがえる。

　───あなたの帰国を予定よりも早く促したのは、他でもない国王陛下が各国で疫えき病びようが広まっているという話を耳にされたためなのだけれど、実際に命令を下されたのは、国王陛下のお身体からだを心配された王妃陛下なの。

　勿論今すぐどうという話ではないと慌あわてて付け加えていたが、こうして父王の姿を前にすると、その言葉が霞かすんでいく。

　王の隣に座る王妃へ視線を移した。

　年齢を重ねた美しさはカナンへ赴おもむく前と変わりはない。しかし、白さを誇ほこる肌はだが青白くも感じられたのは、そうした国王の状態を案じる日々が続いているからかもしれなかった。

　王妃カテリナは穏おだやかな笑えみを浮うかべて、アレクシオンを見下ろした。アレクシオンの帰国の遅おくれを案じていた様子は、露つゆほども見せない。

「元気そうで何よりです。アレクシオン」

「王妃陛下もお変わりなく」

　そう言ってアレクシオンは再び頭を下げた。

　カテリナには子がない。

　その美び貌ぼうに惚ほれ込んだ王が、小国の王女であったカテリナを正せい妃ひとして迎え入れた直後に子を宿したらしいが、その子が生まれることはなかった。以来、一度も懐かい妊にんしていない。

　その後、別々の妾妃からアレクシオンを含ふくめ三人の王子が生まれたが、いまだ王太子の指名がなされていないのは、カテリナが反対しているとも、王がカテリナに遠えん慮りよしているからとも言われている。故ゆえにカテリナが認めた王子が王太子に指名されるのではないかと囁ささやかれているが、彼女自身は三人の王子いずれにも肩かた入いれする様子はない。

　───とはいえ、アレクシオン殿下に対してだけは、内心穏やかではないだろうよ。

　そう陰かげで言われているのは、アレクシオンの母ステラが、もともとはカテリナの侍じ女じよだったからだ。出身国から連れてきた侍女が、王の寵ちよう愛あいを受けて妾妃に成り上がったのだから、表は繕つくろえても本音では自分を裏切った母子が憎にくくない筈はずはない、というところだろう。

　実際にはカテリナは三人の王子に対して等しく、一定の距きよ離りを置いて接している。それぞれの母に対しても同じで、逆に言えばもとは自分の侍女であったステラにも、他ほかの妾妃と変わらぬ扱あつかいをしていた。

　だからアレクシオンも、王妃が自分に対して、真実はどのような感情を抱いだいているかは知らないし、気にしたこともない。

「ところでアレクシオン。後ろに控ひかえているのが、そなたがあらたに誓せい約やくをかわした《四誓》の者たちか」

「はい。───サリオ。ルーカス。ヴァルト」

「───は」

　謁見の間は広い。その入り口近くに控えていたサリオとルーカス、そしてヴァルトはアレクシオンに呼ばれると、顔を伏せたまま素す早ばやく移動し、アレクシオンから数歩下がった場所で膝ひざをついた。

「ヴァルトとは留学する前に《四誓》としての誓約をかわしておりましたが、カナンでこの二人───サリオとルーカスと出で逢あい、私の《四誓》となるに相応ふさわしいと判断し、誓約をかわしました」

「───ふむ」

　王はまじまじと二人を見た。

「恐おそれながら、国王陛下」

　大臣のひとりが声を上げる。

「確かにイゼリアの王子は《四誓》という特別な親衛隊を四名、そばに置くことが認められております。しかしながら《四誓》には王族並みの特権が与あたえられます。イゼリア出身の者以外にそれを認めるのは、いくらアレクシオン殿下が決められたこととはいえ、如何いかがなものかと」

　他の大臣も頷き、中には小声で「アレクシオン殿下は世間知らずでいらっしゃるから」と囁く声もあったが、アレクシオンは黙だまっていた。

「なるほど、そういう意見もあろうな」

　王は言ったが、そのあとで軽かろやかな笑い声をたてた。

「だが、《四誓》の誓約は絶対だ。王たる余であっても、取り消すことは出来ぬ」

「───国王陛下！」

「良いではないか。いにしえよりの定めではあるが、《四誓》など、いわば名めい誉よ職だ。そなたたちの地位を脅おびやかすことはなかろう」

「───！」

　言葉をつまらせた大臣たちに、王はさらに言った。

「アレクシオンが生しよう涯がいの供として認めたのだ。その出身がどこであれ、身分が何であれ、王子が選んだ《四誓》を軽んずることは余が許さぬ。───言うまでもないことだがな」

　その声には張りがあり、厳格に守られるべき王命を告げる重みもあった。

「サリオとルーカス。そしてヴァルト。面を上げよ」

「───は」

　三人は揃そろって顔を上げた。ヴァルトは緊きん張ちようで強こわばった顔をしているが、サリオとルーカスは、笑みこそないが、力みのない自然体でイゼリアの王と王妃を見上げた。
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　王と王妃はしばらく無言で彼らを眺ながめた後、「良い。下がれ」と声をかけた。

　アレクシオンが振ふり返って頷うなずき、三人は深々と頭を下げてから、再びもとの場所に戻もどった。

　王はアレクシオンに微笑ほほえみかけた。

「見み栄ばえは良いな。むろん、それで選んだわけでもなかろうが」

「───私をよく助けてくれております」

　アレクシオンが答えると、「どう助けているのか詳くわしい話を聞きたいものだな」と王は声を上げて笑った。その声は少し擦かすれていて、先ほどの声に比べると弱く聞こえた。

「ところでアレクシオン。疫病のせいでそなたを予定よりも早く呼び戻してしまったが、カナンでの留学で、何か学んだものはあるか」

　カナンへの留学に目的があったわけではなかった。王宮の空気が自分には合わないと思っている中で、カナンから誘さそいがあった。それに乗っただけの話だ。

　それでも文化の国カナンで学んだことは多い。その中から、さほど特とく徴ちようもなく、この場にいる者を適度に納なつ得とくさせられる答えをアレクシオンは口にしようとした。

　───目立つことをしてはなりません。

　幼い頃から、母に言い聞かせられてきた言葉だ。

　───どうか諦あきらめておくれ。そなたはあくまでも三番目の王子。ゆめゆめ王太子の座を望んではなりません。そして、望まないのであれば、余計な敵を作ることはない。一人の王子として、平へい穏おんな生涯をまっとうしてくれることだけを母は望みます。

　物心つかぬうちから耳に注がれ続けてきた言葉は、いつしかアレクシオンにとって当たり前のことになっていた。諦めるというよりは、自分自身の望みの形が母の言葉に重なっていったというほうが相応しい。

　優すぐれたものを自分の手に握にぎっていたとしても、わざわざ指を開いて相手にそれを見せることはない。何を考え、何を望んでいるのかということだって、形にするつもりがないのであればそれはもとからないのと同じで、伝える必要もないのだ。

　この場の発言は、必ず王宮内に広まる。そうなることを前提に、これまで作り上げてきた自分に対する評価を変えない言葉を見つけ、あとは声に乗せて押し出すだけだった。これまでしてきたように。

　そのとき、アレクシオンの脳のう裏りに、ランス村で見た光景がひらめいた。

　暗くら闇やみに響ひびく雨と雷かみなりの轟ごう音おんと、稲いな妻ずまに浮かび上がる仰ぎよう臥がした病人たちの山。

　泥どろまみれになって駆かけ回りながら、荒あらい呼吸を必死につなぐ病人の震ふるえる口に薬を押し込んだときの指の感かん触しよく。

　───私をランス村へ行かせて……っ！

　雨の中、両手を広げてアレクシオンたちの前に現れたシェリルの声は、いまでも耳に残る。

　───こうしている間も人が倒たおれていくんです。一刻も早く、薬を届けたいの……っ。

　あのとき何が自分を突つき動かしたのか、アレクシオンは考えもしなかったし、その先に何が待っているのかまでは予想もしていなかった。

　だが確かに、あの一夜は、アレクシオンの中の何かを変えた。

「……アレクシオン？」

　答えないアレクシオンを、王おう妃ひが囁くような声で呼ぶ。

　アレクシオンは顔を上げた。

　よせ、という頭の片かた隅すみに響いた自分の声を押しのける。

「……カナンで学んだとは言えないかもしれませんが、いま思うことはあります」

「───ほう？」

　王が身を乗り出す。

　大臣たちは驚おどろいた表情を隠かくさず、顔を見合わせている。それももっともな話だ。アレクシオンはこうした場で、自らの意見を積極的に述べることを一いつ切さいしてこなかったからだ。

「父上が私を呼び戻されたことにもつながるかもしれませんが───この国の民たみには、医師と調薬師……薬が足りないのではないでしょうか」

　ざわ、と大臣たちが揺ゆれた。

　背後なのでアレクシオンには見えないが、サリオたちも顔を伏ふせたまま目を見開き、こっそりと目線を交かわしあう。王妃も驚いたような顔を見せ、アレクシオンを凝ぎよう視しした。

「殿でん下か、それは───」

　大臣の声を、王が片手を挙げて制する。

「そなたはそう思うのだな」

「はい」

　───病気になったら、ちゃんと薬が飲めて、元気になれる。どんなに貧しくてもよ。

　シェリルの声が再びアレクシオンの耳に響く。

　───すべての村のひとにそうなって欲しいし、そのための力になれたらなって思う。

　夢だ、とシェリルは言っていた。大きな夢だと。

　そう言うシェリルの瞳ひとみに宿ったきらめきが、アレクシオンには眩まぶしく思えた。

　だが、そのとき思ったのだ。

　これを、この娘むすめの夢として語るだけで良いのかと。

　彼女の華きや奢しやな肩かただけに、背負わせて良いものなのかと。

　アレクシオンは顎あごを上げ、王をまっすぐに見み据すえた。

「王家の力が必要であると、考えています」

「───」

　王は瞬またたいた。

　アレクシオンを無言で見つめ、やがてその口元に、かすかな笑えみがのぼった。

「……カナンからの長旅で疲つかれておろう。今こ宵よいはゆっくり休むが良い」

　そう言って玉座から立ち上がる。カテリナも遅おくれて立ち上がった。それに合わせて大臣たちがいっせいに頭を下げる。

「日を改めて、そなたの帰国祝いを開く。宴うたげ嫌ぎらいは知っておるが、そなたが主役だ。《四誓》を連れて必ず出るように。良いな」

「……御ぎよ意い」

「アレクシオン」

　王に替かわって今度はカテリナがアレクシオンを見つめ、言った。

「……あまり母を心配させるではない」

　自分の帰国が遅れたせいで、ステラが心配するあまり倒れたという話は聞いていた。アレクシオンが深く頭を下げると、カテリナは微笑んだ。

　衣きぬ擦ずれの音がして、それが消えたのを確かめてから、アレクシオンは立ち上がった。

　大臣たちが顔を伏せたままなのは、国王夫妻が退室したあとは、王子であるアレクシオンがこの場の支配権を持つからだ。アレクシオンが命じない限り、あるいはアレクシオンが退室しない限り、彼らは動くことも許されない。

　アレクシオンは彼らに声をかけることなく、扉とびらの前へと歩いて行った。

　そこにはサリオたちが待機している。衛兵が扉を開けてアレクシオンが出て行くと、彼らも立ち上がり、その後に続いた。

「───いやあ、さすがに一国の王様と王妃様に会うとなると、緊張するねえ」

　王宮の廊ろう下かを歩きながら、サリオが大きくのびをする。その手をヴァルトが慌あわてて摑つかんで引き下げた。

「やめてください！　ここは王宮ですよっ」

「なんだよ、王宮ではのびも出来ないのか」

「出来ないんです！」

　するとルーカスが前を歩くアレクシオンを肩かた越ごしに覗のぞき込む。

「そうなのか？」

　アレクシオンは無言でかすかに笑った。

「アレクは駄だ目めって言ってないぞ」

「良いともおっしゃってない！　というか、アレクシオン様を呼び捨てにするのも、王宮では絶対にやめてください！」

　小声で叫さけぶという器用な真似まねをするヴァルトの頭を、「分かった、分かった」とサリオがなだめるように軽く叩たたく。

「ところで、やっぱり文句を言う奴やつはいたな。俺たちが《四誓》となったことに」

　ルーカスが言うと、サリオは唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「俺があいつらの立場なら、同じことを言ったと思うぜ？」

　しかし、とアレクシオンに向き直ってサリオが言う。

「俺たちを《四誓》にしたお前もお前だが、それをあっさり認めちまう国王陛下もたいしたもんだな。普ふ通つう、陛下のほうだろ、怒おこるのは。お前だって、少しは覚かく悟ごしてただろう？」

「ああ」

　アレクシオンは頷うなずいた。その一方で、父は認めてくれるだろうとも思っていた。

　それよりも問題は、自分が発した言葉だ。いまごろ謁えつ見けんの間に残った大臣たちは、アレクシオンがあのようなことを王の前で口にしたことについて大おお騒さわぎをしていることだろう。

「それにしても、やっぱり王宮は違ちがうな。見ろ、廊下を行く侍じ女じよたちの美人揃ぞろいなこと！」

　考え込むようなアレクシオンの横顔を見たルーカスが、わざと大おお袈裟げさに言う。するとそれにサリオがすかさず反応した。

「手を出すときには、アレクに迷めい惑わくをかけないようにしろよ」

「見くびるな。女のことでヘマをしたことはない」

「どうだかなあ……」

　王宮の中でも外と変わらぬ会話を続ける彼らに、アレクシオンがかすかに笑んだときだった。

「げ」

　ヴァルトが小さく呟つぶやいて足を止めたので、サリオとルーカスが何事かと前を見る。

　廊下の先から、こちらに向かって歩いてくる、華はなやかな一団が見えた。

　アレクシオンも足を止めたため、サリオたちも立ち止まる。

「───やあ、アレクシオンじゃないか」

　一団の先頭を歩いていた二人のうちの一人が、にこやかに手を挙げて足早に近づいてきた。

　さらさらと音をたてそうな白金の髪かみに、あざやかな翡翠ひすい色の瞳は、その綺き麗れいに整った面おも差ざしに似合っていて、身体からだの内側から光がこぼれているかのようだ。

　銀糸がひそかに織り込まれた服地に緑色の刺し繡しゆうがあしらわれた上着に、黒のズボンとブーツを合わせた服装は、彼をより優美に見せている。その胸むな元もとに輝かがやくのは、王家の紋もん章しようだ。

「……第一王子、ラルフシオン様です」

　背後で膝ひざをついたヴァルトが、小声でサリオたちに教える。

　ラルフシオンはアレクシオンの前に立つと、そっと肩の上に手を載のせた。

「一昨日おとといまでには戻もどると聞いていたから心配していたが、無事で良かった」

「……」

　アレクシオンは無言で軽く頭を下げた。

「父上たちも元気なお前を見て安あん堵どしただろう。事情があったのだろうが、これからは父上に心配かけるようなことはするなよ」

　そう言ってラルフシオンが微笑ほほえんだとき、少し離はなれた場所で立ち止まっていた同行者の中から、大おお股またで歩いてくる者がいた。

「ふん。なにかと兄貴面づらするのはよせよ、ラルフ」

　日だまりのように明るい金きん髪ぱつに、紫むらさきの瞳を力強く光らせた青年は、少し野性味を匂におわせながらも整った顔だちだ。

　濃こい赤に金色の糸で縁ふち取どりをした上着に、黒に近い臙えん脂じ色いろのズボンに黒のブーツを重ねた姿はすらりとしているが、鍛きたえていることも感じさせる。

「実際、私はお前たちの兄だからな。クラウシオン」

　ラルフシオンがそう言うと、第二王子であるクラウシオンは鼻先でそれを笑い飛ばした。

「アレクはともかく、俺とは三月も変わらないじゃないか。お前を兄と思ったことなんて一度もないね。それに王太子指名がなされない限り、お前と俺の間に上下関係は存在しない」

　その物言いに、特に気分を害した様子もなくラルフシオンは微笑んだ。

「それならば、お前とアレクの間にも上下関係はないことになるな」

「何」

　クラウシオンの眉まゆが吊つり上がる。

「こいつは俺たちより一歳下だし、母親の身分が全然違う。同列にしないでくれ」

「母親の身分は関係ないだろう。私たちの母はともに妾しよう妃ひで、正せい妃ひではない。第一だの第二だのという呼こ称しようだって、単なる順番を示しているだけだからな」

「順番を示すだけという点は王子も同じだからな。同意してやる。だがな」

　クラウシオンはアレクシオンの前に立ち、正面からじろりと睨にらみつけた。

「お前が王太子に選ばれるなんてことは万に一つもない。王宮でそんな馬ば鹿かげたことを夢見るのは、お前と、お前の母と、それからお前のそばでいつも尻しつ尾ぽを振ふってわめいている───」

　アレクシオンの傍かたわらに視線を向けたクラウシオンは、ヴァルトの隣となりで同じように控ひかえているサリオとルーカスに気づき、眉を寄せた。

「……なんだ、そいつらは？」

　ラルフシオンもサリオたちに目をやったが、すぐに合が点てんのいった顔になった。

「ああ！　彼らがあらたに加わったという、お前の《四誓》か！」

「───は!?」

　どうやらクラウシオンの耳には入っていなかったらしい。

「……《四誓》!?　こいつらが!?」

　驚おどろいた顔の後は、とんでもない冗じよう談だんを聞いたかのように破顔し、ずかずかとサリオたちのところへ歩み寄る。

「顔を見せろ」

　ヴァルトはその言葉に従って顔を上げたが、サリオとルーカスは頭を下げたままだ。

「……聞こえないのか。顔を見せろと言っている」

　青ざめたヴァルトがすぐ隣のサリオを肘ひじで突つくが、サリオもルーカスも微び動どうだにしない。

「───おい！」

「恐おそれながら」

　サリオが顔を伏ふせたまま口を開く。

「我々は《四誓》として、アレクシオン殿でん下かにのみ絶対の忠誠を誓ちかっております。従って、我々に命じることが出来るのは、アレクシオン殿下以外は国王陛下のみ」

　普ふ段だんとは違う、凜りんとした声で答えたサリオに、隣のヴァルトはぽかんと口を開けて見返したが、はたと気づくと、急いで自分ももう一度頭を下げた。

「……なんだと……？」

　クラウシオンの握にぎりしめた手が怒いかりで震ふるえる。

「───イザーク！」

　クラウシオンが呼ぶと、後ろから背の高い男が驚くほどの速さで駆かけつけた。

　年ねん齢れいは三十代後半といったところだろうか。髪は短く、大おお柄がらだが締しまった身体は黒い軍服を身につけている。胸元には幾いくつかの勲くん章しようが輝いていた。

「この無礼者たちを、ひっつかまえろ！」

　するとラルフシオンが苦く笑しようを見せた。

「いくらお前の《四誓》だからと言って、無む茶ちやな命令を出すのはよさないか」

「何が無茶だ！」

「彼らの言葉と行こう為いは、《四誓》として正しいと言っているんだ」

　そう言うとラルフシオンはイザークと呼ばれた男に向き直った。

「イザーク。クラウの《四誓》ではなく、イゼリア国軍の将軍としてのお前に尋たずねる。彼らに罪はあるか？」

　イザークは鋭するどい目でサリオたちを見やったが、握りしめた片手を胸に置くと、頭を下げた。

「ラルフシオン殿下の仰おおせのとおりかと」

「何!?」

　クラウシオンはイザークに向かって目を剝むいた。

「それでも俺の《四誓》か！　奴やつらのように、俺の言うことしか聞かないとでも言えよ！」

「クラウシオン様。《四誓》とは主君のために動くもの。主君が誤った道を歩もうとした場合、その道を正すのも《四誓》の務めであり、忠誠の証あかしです」

　低い声で答えたイザークに、クラウシオンは唇くちびるを引き結んだ。

　しばらくはイザークを睨みつけていたが、ふん、と顔を横に背そむけた。

　ラルフシオンはくすくすと笑い、アレクシオンを見る。

「肝きもの据すわった、頼たのもしい《四誓》を見つけてきたじゃないか」

　そう言うと、サリオたちへ声をかける。

「いずれ、ゆっくり話をしよう。───では、アレク。またな」

　ラルフシオンはアレクシオンの肩かたを叩たたいてから、脇わきをすり抜ぬけていった。

　少し遅おくれてクラウシオンも歩き出す。だがアレクシオンと並んだとき、足を止めて、顔を覗のぞき込んだ。

「四人しか認められない《四誓》なのに、ひとりは庶しよ民みん、ふたりはどこの馬の骨とも分からぬ奴らを選ぶとは、やっぱりお前は馬鹿だったんだな」

　嘲あざ笑わらうように言って、足音高く立ち去っていく。その後に続いたイザークがアレクシオンの前で立ち止まる。そして深々と頭を下げた。

「申し訳ございません、アレクシオン殿下」

「いや。……お前が謝る理由はない」

　アレクシオンがそう言うと、少し意外そうにイザークの細い目が太くなった。だが再度礼をとり、主君たちの後を追う。残りの従者たちもアレクシオンに頭を下げて、次々と二人の王子の後を追いかけていった。

「───……なんだ、ありゃ」

　やれやれと立ち上がったサリオが、頭をかいて彼らが去っていった方へ振り向いた。

「お前より一歳上だと自じ慢まんしていたが、どう見ても奴のほうがガキじゃねえか」

　ルーカスも首を振る。

「嫌いや味みまで子供っぽかったな。あれがエリスがお気に入りの《赤の王子》ってわけだ」

「そうか、第一王子が《白の王子》だっけ？」

　そこで彼らは同時にラリサが持っていた肖しよう像ぞう画がを思い出したようだ。

　いっせいに噴ふき出し、腹を抱かかえ込んだ。

「似……似てない……！」

「あれ、いったい誰だれが何を見て描かいたんだろうな」

「ちょっと俺を描いてもらいたくなってきた」

　そんな彼らを侍じ女じよたちが不ふ審しんそうに遠くから眺ながめているのに気づき、ルーカスが背筋をのばす。そこに、立ち上がったヴァルトが瞳ひとみを潤うるませて近づいた。

「僕……見直しました……っ」

「は？」

　サリオとルーカスが見下ろすと、ヴァルトは両手を胸に当てて言った。

「普段はめちゃくちゃな言動で、なんでこんな人たちと一いつ緒しよにいなくちゃいけないんだろうと思っていましたが、あんたたちでも《四誓》としての自覚があるんですね……！」

　クラウシオンの命令を無視したことを言っているようだ。

「僕も見習います！　クラウシオン様はいつも僕を馬鹿にして、僕だけならともかくアレクシオン様にまで暴言ばかりおっしゃるんです。だけど、これからは僕も……！」

「おいおい少年」

　サリオがヴァルトの首に腕うでを回す。

「さりげなく俺たちを罵ば倒とうしたのはまあ良いとして、お前には無理だ」

「えっ。なんで！」

「そういうところだよ」

　ルーカスがヴァルトの鼻の頭を指先で弾はじく。

「いて！」

「そう、なんでもかんでも顔や態度に出しているうちは、大人しく我が慢まんしとけ」

「……！」

　反論できず顔を真っ赤にするだけのヴァルトから手を離はなし、サリオはアレクシオンを見た。

「で、いつもあんな感じなのか？」

　アレクシオンは頷うなずいた。

「はあー。王子様ってやつも大変なんだな」

　サリオが肩を竦すくめたが、アレクシオンは頷くことも否定することもしなかった。

「実際のところ、どっちが王太子候補としては有力なんだ？」

　ラルフシオンは第一妾しよう妃ひから生まれた、最初の王子だ。母はイゼリアでもっとも力のある貴族の娘むすめで、その血筋は王家の流れも汲くんでいる。それ故ゆえ、彼を王太子に推おす者が王宮では半数を占しめると聞く。

　だが、クラウシオンを支持する者も多い。

　彼の母は他国の貴族出身だが、大国であり、ラルフシオンの母同様、その国の王族の血を引いている。さらにクラウシオンはイザークという将軍を《四誓》に持ち、自身も軍に身を置いているため、軍における人気は断トツなのだ。

「そして唯ゆい一いつ落ちこぼれているのが、我らがアレクシオン殿下というわけだ」

　そう言ってサリオが片目をつぶるのを見て、アレクシオンは小さく笑った。サリオの言うとおりであり、それは自分が望んで作った形だ。

（───だが、先刻の件はすぐに耳に届くだろう）

　それをあの兄二人が、どう受け止めるか。

　表情を消したアレクシオンを見て、サリオは少し眉まゆを上げたが、すぐに明るい表情に載のせ替かえてアレクシオンの背中を軽く叩く。

「まあ良いけどな、お前が王になりたくないって言うんだから。なあルカ」

「ああ。あの、裏じゃ何を企たくらんでいるか分からない優等生面づらと、単なる我が儘まま坊ぼうやと争うなんて、アレクらしくないからな」

「ですが、アレクシオン様が一番王太子に相応ふさわしいのに……っ」

「はいはい、ヴァルト少年はもうちょっと感情を操あやつれるようになろうねー」

「子供扱あつかいするなって言ってるだろッ」

　アレクシオンはその会話を後ろに従えて歩き出した。

　その足が、一いつ瞬しゆん止まる。

「アレク？」

「───いや」

　再び歩き出した。少し先に侍女たちが数人、花を生けた花か瓶びんを抱えて控ひかえており、アレクシオンが通り過ぎるのにあわせて跪ひざまずいた。

　ちら、とそのうちの一人に目をやる。

（───少し違ちがうか）

　たまたま柱の陰かげになっていたからだろう。侍女のうちの一人がシェリルの髪かみの色と同じ鳶とび色いろに見えたのだが、実際には色合いが少し異なっていた。

　同じような見間違いを、王宮に戻もどってから、もう何度もしている。

　───あなたに会えて、良かった。

　シェリルと最後にかわした言葉を思い出した。これも何度目のことだろうか。

　自分もそうだと何故なぜ言葉にして伝えなかったのかと、別れた直後から幾いく度ども考えた。それが悔くやんでいるからだと気づき、正直なところ、少しだけ驚おどろいた。そんなことは初めてだった。

　そしてもっと驚いたのは、本当は違う言葉を告げたかったのではなかったのかと思っている自分がいたことだ。

　だが、何度考えてもその答えは出ない。

　サリオやルーカスがラリサたちに告げていたように、再会を期待するような言葉があの場に相応しかったのかとも考えた。けれども、それを口にして何になるというのか。

　身分を隠かくしていたが、アレクシオンは歴れつきとしたイゼリアの王子だ。その事実はどうあがいても変わることなく、常に足あし下もとからじっとアレクシオンを見上げている。

　自分とシェリルとの間には、身分という大きくて高い壁かべが立ちはだかるのだ。

　留学先からの帰りという、二度とない機会だからこそ彼女と出で逢あう偶ぐう然ぜんが生まれたのであって、王宮に戻ったいま、簡単にメリナ村へ行くことはかなわない。

　勿もち論ろん、お忍しのびで行くという方法はある。王子として望めば、視察という名前の飾かざり付きで出かけることも可能だろう。だが、前者には様々な意味での危険───アレクシオンにとってもシェリルにとってもだ───が伴ともなうし、後者はアレクシオンの望む形ではない。

　結局、何を言ったとしても噓うそが混ざる。

　そう思ったから、シェリルの言葉に頷くことしか出来なかった。

　いままでも、母の望みというだけでなく、自分自身が煩わずらわしさを嫌きらって、様々なものを捨ててきた。これも、数多くのうちの一つに過ぎないと割り切るしかないのだ。

（もう二度と会うことはない）

　会えない。

　正しく表現するなら、そちらだった。

　けれどその微び妙みような違いを自覚することなく、アレクシオンは目を閉じ、そして開いた。

　長い廊ろう下かを抜ぬけた先は左右に道が分かれている。

　右の渡わたり廊下を行けばアレクシオンと母の住む東の宮きゆう殿でんに向かい、左に抜けると、光をたっぷりと集めた中に花が咲さき乱れる中庭に出る。

　行き止まりのところで立ち止まり、アレクシオンは中庭を見た。

　まばゆい光の中に、虹にじが見えたように思ったのは気のせいか。その下に、無む邪じや気きに笑った顔が見えたのも。

「───眩まぶしいな……」

　呟つぶやいてから、アレクシオンは中庭に背を向けた。










　　　　五




「───アレクの奴やつ、帰国してから様子がおかしくないか？」

　東の宮殿、つまりアレクシオンが母と暮らす宮殿の中庭で、東あずま屋やに一人たたずむアレクシオンの姿を遠くから眺ながめながら、サリオが言った。

「まさかと思うが、恋こい煩わずらいってやつかね」

　ルーカスが葡萄ぶどうを摘つまみながら言う。口調は面おも白しろがるそれだが、目はアレクシオンを案じているのが分かる。

「そんな単純な悩なやみには見えないがな」

「恋のどこが単純だ？　迷めい路ろのように複雑で、数式よりも難解だぞ？」

「お前の口から数式なんて言葉が出るとは思わなかったな」

「俺もだ」

　わはは、と手を叩たたきあう二人を見て、すぐそばにいるヴァルトがぶるぶると震ふるえ出す。

「あんたらは……仮にも主君が悩んでる姿を見て、なんでそうやって笑えるんです!?」

「おや」

　サリオはヴァルトを見下ろした。

「そういう少年はなんだ？」

「な、何ですか」

「別にアレクは何も言ってないのに、そばでやたらと『アレクシオン様には身分も高く、気品に溢あふれた方がお似合いです』とか、『身分違いというものは相手を苦しませるだけです』とか、あいつが悩むようなことばかり言っているじゃないか」

「そうだぞ。主君の悩みを救うどころか、増やしているよな」

　たいした主君思いだ、と二人で嫌いや味みなくらい揃そろって肩かたを竦める。

「僕は、アレクシオン様の将来を思って言っているんですっ」

　ヴァルトは肩を怒いからせて言った。

「アレクシオン様は誰だれよりもこの国の王になるに相応しい御お方かたなんです！　そんな御方には、身分、血筋ともに優すぐれた女性を娶めとって頂かないと！」

「だーかーら」

　サリオが呆あきれて言う。

「アレクシオン自身が王になる気はないんだから、お前がそんなに力んでも仕方ないだろ」

「そうだぞ。却かえって、身分の低い女性を妻にすれば、王太子争そう奪だつ戦から堂々と脱だつ落らく出来るじゃないか」

「おっ、良いこと言うな、ルカ」

　アレクシオンの方を見て、サリオは呟く。

「───まあ、真面まじ目めな話、本当に恋煩いなのだとしたら相手はあの子しかないだろうな」

「やめてください！」

　ヴァルトが本気で怒おこり出す。

「それでも《四誓》と言えるんですか、あんたたちは！　そもそも《四誓》というのは、将来王になる───」

「あ、それだ」

　ルーカスがぽんと手を打つ。

「良いことを考えたぞ。《四誓》に加えれば良いんだよ」

「加えるって、誰を」

「決まってる。シェリルだよ。勿論これはアレクが現在恋煩いをしていて、かつ、相手が彼女だという前提の話だけどな。そうすれば彼女をアレクは堂々とそばに置ける」

「なるほど！　冴さえてるな、ルカ」

　そこで怒り出すかと思いきや、ヴァルトはふふんと小こ馬ば鹿かにしたような笑いを浮うかべた。

「それは解決策にはなりませんよ」

「なんで」

　聞き返したルーカスに、ヴァルトはえへんと咳せき払ばらいをした。

「滅めつ多たにないことですが、《四誓》に女性が選ばれた場合、そのひとは───」

「ちょい待て、ヴァルト。その話は後で聞かせろ」

　サリオが止める。

　見ると、サリオたちとは中庭を挟はさんで反対側にある廊下を、侍じ女じよたちを従えたステラが真っ青な顔で走ってくるところだった。目指す先はアレクシオンのようだ。

　と言っても、高貴な地位にある女性が走ることなど滅多にないことだから、息せき切っている割には遅おそい。思わず代わりに走りましょうかと言い出したいところだが、そういう訳にもいかず、サリオたちは顔を見合わせてから、アレクシオンのところまで駆かけていった。

　距きよ離りとしてはサリオたちの方が離はなれていたのだが、ステラがアレクシオンのもとへ駆けつけたときには、サリオたちはアレクシオンの後ろで膝ひざをついて待機していた。

「どうしました、母上」

　滅多にない母の姿に、アレクシオンが心配そうに手を差しのべる。

　ステラは青ざめた額に汗あせを浮かべながら、アレクシオンの手にすがった。

「……アレク……っ」

　肩で呼吸をし、弾はずむ息を整えてから、ようやくステラは言った。

「国王陛下が、お倒たおれに……っ！」

「!?」

　すぐさまアレクシオンは装しよう束ぞくを整えて、王宮の本宮へと向かった。サリオたちも《四誓》として付き従う。

　王宮内は、外から出入りする者が行き交かう外宮は平常どおり整然と業務が行われていたが、一部の者しか入れない本宮に足を踏ふみ入れると、ぴりぴりと空気が張りつめていた。さらに奥へ進むと、人々が駆け回り、騒そう然ぜんとしていた。

「───薬が効かないのです……！」

　王おう妃ひと限られた重臣たち、そして三人の王子が集まった部屋で、王の治ち療りようにあたっている医師と調薬師の一団が悲鳴のような声を上げた。

「効かないとはどういうことです。王宮には名薬が揃っている筈はずでしょう!?」

　王妃カテリナが震える声で尋たずねると、調薬師の長おさであるホルガーが前へ進み出た。

「国王陛下の病は、おそらく各国で流行はやりだしている疫えき病びようではないかと思われます」

「疫病……!?」

　ざわ、と重臣たちが揺ゆれる。

　ラルフシオンは厳しい表情になり、クラウシオンは青ざめて唇くちびるを引き結んだ。

　アレクシオンも、表情こそ変えなかったが、動どう揺ようはあった。

「そのような筈はなかろう。王宮では誰ひとり疫病にかかったと思われる者はおらぬ。王宮深くでお暮らしになる陛下だけが発病する理由がない」

　大臣の一人が言うと、恐おそれながら、とホルガーは頭を下げた。

「各国が頭を悩ませているのがそれです。薬が効かないだけではありません。何ど処こから病が発生したのか分からぬまま広がっていく。そうして死人が数多く───」

「黙だまりなさい、ホルガー」

　カテリナが厳しい声で叱しつ咤たした。

「そなたは国王陛下がお亡なくなりになると決めてかかっているのか」

「！　そのような！」

　ホルガーは全身で否定した。

「しかしながら、王妃陛下。あらゆる薬を試ためしておりますが、小康状態を保つのが精せい一いつ杯ぱいで、ご快復の兆きざしはございません」

　医師がホルガーを庇かばうように言ったところで、ラルフシオンが口を開いた。

「そなたたちが日々開発に努めている新薬も効かぬと申すのか」

「恐れながら、王子殿でん下か。この病が最初に報告されてから、まだ半年もたっておりませぬ。国の民たみを救うため日夜努力しておりますが、新しい薬というのは簡単にできぬもので……」

「それを何とかするのが貴様たちの役目だろうが！」

　どんと床ゆかを蹴けって叫さけんだのはクラウシオンだ。

「よさないか、クラウ」

「うるさい！　父上が危険な状態なのに、お前はよく平然としていられるな、ラルフ！　やっぱりそれが本ほん性しようか！」

　クラウシオンが毒づくのはいつものことだが、その目には涙なみだがたまっている。それが分かるから、ラルフシオンも王妃たちも強くはたしなめられないようだった。
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　その隣となりで黙って立っていたアレクシオンだが、ふと顔を上げた。

「───父上の症しよう状じようはどういうものだ」

「！」

　全員がいっせいにアレクシオンを見る。

　こうした場で、自分からアレクシオンが発言することなど絶対と言っていいくらいない。

「アレクシオン？」

　カテリナが名前を呼んだので、そちらに顔を向けてアレクシオンは言った。

「各国で流行っている疫病と似た症状なら、治療できた例を知っています」

「───おお！」

　カテリナと大臣たちの顔に希望の色が差す。

「本当か、アレク」

　ラルフシオンが嬉うれしそうに尋ねるのに対して頷うなずく。クラウシオンが何か文句を言いたげに口を開いたが、言葉としては何も出てこなかった。彼にしても、父を救う手立てがあるのならば何でも良いと思ったのだろう。

　露ろ骨こつに焦あせった様子を見せたのは、ホルガーをはじめとした王宮仕えの医師と調薬師たちだ。

「アレクシオン殿下。そのような事例は我々の耳に入っておりませんが」

「つい先日の話だからだろう。一夜で治したから噂うわさも広まらなかったかもしれない」

「一夜で!?」

　アレクシオンはカテリナへ向き直った。

「調薬師と薬を手配してもよろしいでしょうか」

　カテリナは身を乗り出した。

「その調薬師はどこにいるのです？　カナンか？」

「いえ。我がイゼリアに」

　おお、と、安あん堵どの声が室内に広がる。

「し、しかし、そのような怪あやしげな……」

　ホルガーがあがくように言いかけたのを、カテリナが睨にらみつける。

「王子の言うことを、そなたは怪しいと？」

「っ。……いえ」

　青ざめたホルガーを捨て置き、カテリナはアレクシオンに向き直った。

「私がその調薬師を王宮へ招くことを許します。……頼たのみましたよ、アレクシオン」

　切なる声にアレクシオンは頭を下げると、皆みなに背を向け、広間から足早に出た。その後ろを追いかけてきた者がいる。ラルフシオンだ。

「アレク、本当にその薬は効くのか」

「同じ病であれば」

　廊ろう下かを大おお股またで歩きながら話す。

「だが何故なぜ、お前はそんなことを知っている？　いや、感心しているんだ」

「───兄上。お話はあらためて」

　今は一刻を争うのだと、言外に告げると、聡さといラルフシオンは頷いた。

「すまない。私も父上が倒れられて動揺していたようだ。───頼んだぞ」

「はい」

　軽く兄に頭を下げてから、アレクシオンは駆け出した。

　その背を見送るラルフシオンの翡翠ひすい色の目がすっと針のように細められる。

「……余計なことを」

　小さく唇を動かして呟つぶやくと、踵きびすを返す。そのときの表情は既すでに、父を案じる息子むすこのそれでしかなかった。

「───ミスカとシェリルを王宮へ呼ぶということか？」

　廊下の先で待っていたサリオたちは、アレクシオンの話に驚おどろきの表情を隠かくさなかった。

「確かにそれしか方法はないが、いいのか？　……お前の正体がばれるぞ」

「父上のお命には代えられない」

　きっぱりと告げるアレクシオンに、誰だれも逆らえない。

「お前の正体がばれることもだが、お前がランス村の一件に関かかわったことを周囲が妙みように勘かんぐると、シェリルたちが困ると思うな。───特にシェリルは」

　サリオが心配そうに言う。

「───俺が表に出ず、シェリルたちと接せつ触しよくしなければ良いんだろう」

「……まあ、な」

　アレクシオンはヴァルトに言った。

「俺の名前は出さず、王宮に勤める知人からの招きということで呼ぶんだ。一刻も早く」

「───かしこまりました」

　勿もち論ろん、王宮でそのようなことが起きているなど、シェリルたちは知るよしもない。

「先生、エナ草を摘つんで持ってきました」

　いつものとおりミスカの調薬室に入ってきたシェリルは、十束ほどの青々とした草が入った籠かごを手に持って掲かかげて見せた。

「ご苦労さま。状態はどう？」

「小こ振ぶりの葉がたくさんついていて、良い感じです。茎くきの色も紫むらさきの濃こい筋が入っていますから、良い薬になってくれそうです」

「どれ」

　ミスカは籠の中の一束を摘つまみ出した。葉の裏表から茎の根本の色、まだ土のついた根の太さまで確かく認にんし、最後には、くん、と匂においをかいだ。

「合格ね」

　笑いかけられてシェリルも笑えみを返した。

　ミスカが籠に戻もどした草と一いつ緒しよに並べ直して蓋ふたをする。

「いつもと同じように、天然で採れたものとは別にしておきますね」

「ああ……うーん、どうしようかな」

「え？」

　隣の部屋へ行きかけて、曖あい昧まいな返事のミスカに振ふり返る。ミスカは言った。

「お前の薬園で育ったというだけで、同じ草だもの」

「でも、エナ草はいくつもの秘薬の材料になる大切な薬草です。慎しん重ちような取り扱あつかいをしたほうが良いんじゃないでしょうか」

「自生のものと栽さい培ばいしたもので違ちがいが出たら困ると思ったけど、これまで調合した薬では差がなかったから、問題ないと思うわ」

　ミスカはそう言いながら、シェリルが持っている籠に目をやる。

「それにしても、これまでどうやっても栽培できなかったエナ草を、よく育てられたわね」

　シェリルは嬉しくなって籠を抱だきしめた。

「母のおかげです。まだ小さかった私を薬園に連れて行き、色々なことを教えてくれました。覚えていないことの方が多いけど、困ったときはそのときの経験を思い出して考えるようにしてるんです」

「私もお前の母君に色々と教わりたかったわ」

　ミスカは遠くを見るように視線を上げた。

　それからすぐ顔を戻し、今度はわざと肩かたをいからせて腕うでを組む。

「不思議と言えば、もうひとつ。何故私は、お前の薬園に一人で辿たどり着けないのかしらね」

「それは……」

　シェリルにも答えようがなかった。

　エナ草をはじめ、シェリルは多くの薬草を自分の薬園で栽培している。メリナ村の外れにある森の奥にあり、シェリルがミスカの弟で子しになる前から少しずつ広げていったものだ。

　ミスカが褒ほめたように、シェリルは栽培の腕が良い。他ほかの地から植え替かえた薬草で、他の者では枯からしてしまうようなものも、青々と茂しげらせた。最近では、ミスカとシェリルが調合する薬の原料の多くを、この薬園から調達している。

　しかし、何故かこの薬園には、シェリルしか行けないのだ。

　正確には、シェリルに案内してもらわないと辿り着けない。ミスカはシェリルとともに何度もこの薬園に足を運び、その度たびに道を覚えるのだが、一人で行こうとすると必ず迷う。

「別に方向音おん痴ちでもなければ、道を覚えられないほど記き憶おく力が悪いつもりもないのにね」

　シェリルの方こそ、さして難しい場所でもない薬園に辿り着けないのが不思議で仕方がない。けれどこれはミスカに限った話ではなく、他の者でも同様なのだ。

「おかげで荒あらされることもないから良いけど、納なつ得とくいかないのよねえ」

「すみません」

　謝る筋合いでもないが、なんとなく申し訳なくてシェリルが頭を下げると、ミスカはあたたかな笑みを浮うかべた。

「お前は良い子ね」

　そう言ってシェリルのほうへ手を伸のばし、頭を撫なでる。

「そんな良い子が、ここ数日、仕事に集中しきれてないのは何故かしら？」

「えっ」

　シェリルは目を開いてミスカを見上げた。

「集中……してないですか？　私」

「調薬を失敗するほどではないけど、エプロンが裏表になっている程度には」

「え？　───あ！」

　身につけているエプロンを見下ろすと、ミスカの言うとおり、裏表を反対にして着ていた。

「早く言ってください！」

　真っ赤になってエプロンを着け直すシェリルに、ミスカはくすくすと笑った。

「いつ気づくかと思って」

「鏡を見ない限り分かりませんよ、そんなの」

　ミスカの仕事場であるこの部屋にも鏡はある。というよりも、ミスカの家の、あらゆる部屋に鏡はあって、仕事のあいまにミスカはちょいちょい鏡を覗のぞいている。いわく、「常に美しくあるため」だそうだが、シェリルが鏡を見ることは殆ほとんどない。

　───だって、何度見ても同じ顔なんだから仕方がないでしょ？

　そう言ったとき、親友のラリサとエリスは信じられないと首を振り、もう少し自覚しろと怒おこられたが、シェリルはきょとんとするくらいだった。いまもエプロンを着直したからといって、わざわざ鏡を見たりはしなかったが、その様子を見たミスカが唇くちびるに笑みを浮かべた。

「だけど、いつお客さんが来るか分からないじゃない？　たとえばこの間の四人組とか」

「！」

　シェリルがエプロンのリボンを結ぶ手もそのままに固まる。それから、ミスカが面おも白しろいものを見るような目を自分に当てているのに気づき、慌あわてて背を向けた。

「それとこれとは関係───」

「そう？　ほっぺたに薬草の汁しるがこびりついていても？」

「えっ!?」

　シェリルは飛び上がる勢いで、壁かべにかけられている鏡を覗き込んだ。

　自分の頰ほおを見ると、緑色の汁がついているどころか、シェリルの頰はバラにも負けないくらいの赤色に染まっていた。

「……先生ッ」

　背後で笑っているミスカに振り返る。

「良いじゃない。女の子なら夢中になっても当然の青年たちだったし」

　そこでミスカは、ちらりとシェリルの左手首に巻かれた青いリボンを見る。

「───王子様みたいな子もいたしね」

　シェリルは瞬またたいた。

「王子様？」

「いや、何でもない」

　ミスカは軽く手を振り、近くの薬草の瓶びんを手に取った。ラベルには手書きで《キリ》と書かれている。

「でも、本当に彼らのおかげで助かったわね。お前自身も助けられたようだけど、ランス村の病人たちは私たち以上に彼らに感謝しないといけないわ」

「おっしゃるとおりです」

　シェリルは大きく頷うなずいた。

　薬草を準備したのはミスカとシェリルだが、アレクシオンたちの助力がなければ病人のうちの何人かは、おそらく命を落としていただろう。

　あの嵐あらしの夜から数日たったが、今のところ病が悪化したり、あらたな病人が出たという連れん絡らくは届いていない。徹てつ夜やで投薬し、罹り患かんしていない村人たちから隔かく離りしたのも良かったのだろう。

「同じ村に住む人たちですら病人のそばに近寄ろうとしなかったのに、治ち療りようの手伝いをしてくれるなんて、正直信じられない行こう為いよ」

「しかも、あんなひどい天候の中、飲まず食わずです」

　医師や調薬師ですら出来れば遭そう遇ぐうしたくないような状じよう況きようの中、治療などしたこともない素人しろうとたちが懸けん命めいに尽つくしてくれたのだ。

「一番意外だったのは、《シェナ》を飲んだことね」

　ミスカが瓶を棚たなに戻して振り向く。

「真っ先に飲んだのが───シオンだったっけ？」

　その名をミスカが口にしたとき、何故なぜかシェリルの胸の鼓こ動どうは大きな音をたてた。

「───そうです。ヴァルトは猛もう反はん対たいしていましたが」

「……彼ならそうするでしょうね」

「え？」

「だって彼らにしてみれば、初めて会った、片かた田舎いなかの半人前調薬師が差し出した胡う散さん臭くさい薬なのよ。飲めと言われて、はいそうですかと口に含ふくむ人はいないでしょう」

「……ですよね」

「それなのにシオンは《シェナ》を飲み、他の子たちにも飲ませたのよね。大物だわ」

「はい」

　シェリルは首が落ちそうなくらい大きく頷いた。それを見たミスカが苦く笑しようする。

「───褒めたわけじゃないけどね。彼の立場を思えば」

　小声で呟つぶやく。

「はい？」

　聞きそびれたシェリルが問い返すと、ミスカは黙だまって首を横に振ふった。

　そこへ、元気なノックが鳴り響ひびき、返事をする前に扉とびらが開いた。

「ミスカ先生！　シェリル！　馬車の準備が出来たわ！」

　室内に入ってきたのはラリサだ。

　村長の娘むすめであるラリサは、他の娘たちよりはいつもお洒落しやれな格好をしているが、今日は一段と気合いが入っている。純白のなめらかな光こう沢たくのある生き地じを使ったワンピースに、赤ワイン色のリボンをあしらい、もともと少しくせのある髪かみの毛先を巻いている。

　そこにエリスも顔を出した。彼女も、ふだんあまり見ない姿をしている。上等な生地を使った薄うすい黄色のワンピースの胸むな元もとに、薄い紅色のレースで作った花の飾かざりがつけられている。そして一つにまとめている髪にも、同じ花飾りがピンで留められていた。

「あら、ふたりとも綺き麗れいね」

「うふふ」

　ミスカに褒ほめられた二人は、嬉うれしそうに顔を見合わせる。

　シェリルは首を傾かしげた。

「今日はお祭り？」

　ラリサとエリスは呆あきれ顔で同時に振り向いた。

「ねえシェリル。いまからどこに行くのか、分かってるの？」

「ラリサの叔母おばさまの嫁とつぎ先」

　ラリサの叔母は、王都イゼルでは羽は振ぶりの良い商家に嫁いでいる。そこからのたっての願いで、少量だがミスカの薬を納品しているのだ。その際の約束で、誰だれが作った薬かは明らかにしないまま売っているのだが評判は良く、かなり高値で売れているらしい。

　今日もこれから納品に行くのだが、それを聞いたラリサが馬車を用意するから自分も連れて行けとせがみ、エリスも同行することになっている。

「だってイゼルに行くのよ？　お洒落しないでどうするの！」

「……そういうもの？」

「そういうもの！　……って、シェリルはその格好で行く気？」

　シェリルは自分の姿を見下ろした。

　着古した濃のう紺こんのワンピースは、袖そで口ぐちと裾すそに少しフレアーが入ったデザインで、レースやリボンの派手な飾りがあるわけではないが、シェリルの中ではなかなかのお気に入りだ。

「───あ！　もちろん、エプロンは脱ぬぐけど」

「当たり前でしょうが、そんなの……」

「もー、せめて髪をちょっと可愛かわいくしない？　ほら、後ろを向いて」

　シェリルを強ごう引いんに後ろ向きにさせたラリサが、さらさらの髪をこめかみあたりから一筋取って、三つ編みを結び出す。反対側からも同じようにして後ろで一つにまとめたところで、きょろきょろとあたりを見回した。

「ミスカ先生、この花もらっていい？」

　机の隅すみに置かれた花か瓶びんに挿さしてある薄うす紫むらさきの花を指す。

「いいわよ」

「ありがとう、先生」

　礼を言ってラリサは花をとり、シェリルの髪に挿した。少し大人しめではあるが、艶つやのある髪に似合い、優ゆう雅がな雰ふん囲い気きが出る。

「準備完かん了りよう、出発！」

　張り切るラリサたちに背を押されてシェリルとミスカが馬車に乗り込むと、すぐに馬車は出発した。

　メリナ村からイゼルまでは、それほど遠くない。馬車をゆっくり進めても半日はかからず、早馬で駆かければ二時間ほどで着く。村の特産物をその日のうちにイゼルへ運べるというのはありがたい話である。

　この日はラリサが馭ぎよ者しやに申しつけていたのか随ずい分ぶん馬の足が速く、昼過ぎにつく予定だったのが、昼前にはイゼルに到とう着ちやくした。

　山そのものを街にしたイゼルは、その建物の殆ほとんどが石で出来ている。特に、商人の街とも言える下イゼルは道の片側に建物がぎっしり建ち並び、平たく削けずった石を敷しき詰つめた道路を挟はさんで、反対側は石いし壁かべになっているから、石の街という印象を旅人たちに残す。

　その下イゼルのもっとも賑にぎやかな場所の一角に、ロビンの店はある。ラリサの叔母、マリーの嫁ぎ先だ。

　ロビンは三十代なかばだが、自力で店をたちあげて大きくし、王宮出入りの権利を勝ち取るに至った。他ほかの老舗しにせ商人たちからは、どんな汚きたない手を使ったのだと陰かげ口ぐちを叩たたかれているが、それらを平然と受け流している。

　馬車がロビンの店先で止まると、ロビンはわざわざ店の奥から出てきた。

「おや、シェリルも来たのか。久しぶりだね」

「こんにちは、ロビンさん」

「シェリルから先生に言ってもらえないかな。もう少し、分けてくれる薬を増やすように」

　シェリルは笑い出した。

「いま先生の目の前でおっしゃったじゃないですか」

　ロビンは眉まゆを寄せた。

「そりゃ何度も言っているが、なかなかうんと言ってくれないんだ。このお人は」

「薬で儲もうけるつもりはないからよ」

　つん、とミスカが横を向く。

「分かっていますよ。分けて頂けるだけでもありがたいと思っています。ですが先生の薬は」

「先生の薬って言うけど、最近はシェリルが半分近く作っているのよ」

「ほう」

　ロビンはあらためてシェリルを見た。

「さすがミスカ先生唯ゆい一いつの愛まな弟で子し。そうだ、いまからうちと専属契けい約やくを結んでおかないか？」

「あこぎな商売の話を清らかな愛弟子には聞かせないでちょうだい。シェリル、ここは良いからラリサたちと市場を覗のぞいておいで」

「はーい」

　返事をしたのはラリサとエリスだ。二人はシェリルの手をとると、すぐそばで商品を並べ始めた露ろ店てんへと駆け出した。

「───良い子に育ったな」

　ラリサたちと笑いながら露店を眺ながめているシェリルの後ろ姿を見て、ロビンが言った。先刻までとは口調ががらりと変わっている。

「師し匠しようが良いからだ」

　ぶっきらぼうに答えたミスカの口調もいつもと異なり、声も低い。

「しかも、どんどん綺麗になる。お前、そばにいて平気か？」

「どういう意味だ」

「別に。───シェリルは母親似だと聞いてるからな。思うところもあるんじゃないかと」

「勝手に妄もう想そうしてろ」

　ふい、と横を見たとき、屋や敷しきの奥から少しふくよかな女性が出てくる。

「まあ、あなた。ミスカ先生をいつまで表に立たせておくつもり？」

　ラリサの叔母のマリーだ。

「さあ、先生。早く中にお入りになって」

「ありがとう」

　にこり、と微笑ほほえむミスカにマリーがほうとため息をつく。

「本当にミスカ先生はいつまでもお綺麗で羨うらやましいわ。女性の理想そのもの───どうしたの、あなた？　急に咳せき込んで」

「いや……」

「ところでラリサたちは何ど処こにいったの？」

「ああ、そこだ」

　ロビンが指さした先で、シェリルたちは露店に並べられた色とりどりの菓か子しに見入っていた。

「見て！　これお城の形をした飴あめ細工よ」

「こっちは小鳥が花の入った籠かごをくわえてる！」

　きゃあきゃあと騒さわぐ友人たちをよそに、シェリルはちらちらと周囲を見ていた。それに気づいたエリスが、シェリルと同じ方向を見る。

「何か面おも白しろいものでもある？」

「えっ。ううん、何でもない。イゼルに来たのは久しぶりだから」

「そうよね。シェリルってば誘さそっても三回に二回は断るものね」

「五回に四回は、じゃない？　薬園の世話とか、調薬の勉強とか言って」

「珍めずらしく今日は二つ返事で行くって言ったけど───あ」

　ラリサは何かを思いついたという表情をし、それからシェリルの顔を覗き込んだ。

「ねえ。……ひょっとして、あのひとたちに会えると思った？」

「！」

　先刻から、暗めの金きん髪ぱつや、それに近い茶色の髪かみを雑ざつ踏とうの中で見つける度たびに、視線がそこへと飛んだ。すぐに気落ちしては、また別の頭へ目が行く。

　無意識にそれを繰くり返す理由は、ここがイゼルだからだ。

　───途と中ちゆうというか、イゼルへ帰るところ。

　───やっぱりイゼルのひとなんだ！

　会えるかもしれない。

　そう思ったことは否定できなかった。

「うん。……ちょっと、そう思った」

　ちょっとという表現が正しいかは分からないけれども。

　もう一度会って、そこに何を期待したのか自分でも分からないけれども。

「だけど───」

　そのときだ。

「───ミスカ先生ではありませんか!?」

　どこかで聞いたことのある声が、雑踏の向こうから飛んできて、ミスカだけでなくシェリルたちも振ふり返った。人ひと垣がきが割れ、その後ろから馬に乗ったヴァルトが現れる。

「あら」

　ミスカが出で迎むかえるように道へ出ると、ヴァルトは明らかにほっとした顔で馬から飛び降りた。

「ここで会えるなんて！　いま、メリナ村へお迎むかえに行くところだったんです！」

「迎え？　何のために？」

「それは───」

　ヴァルトが説明しようとしたとき、近づいてきたシェリルたちを見て、ヴァルトは一いつ瞬しゆん顔をしかめた。この場にはミスカしかいないと思ったのだろう。だが、ことは一刻を争う。

「実は、王宮に来ていただきたくて」

「……王宮へ？」

　ミスカは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

　それを単に驚おどろいただけと受け止めたヴァルトが、真実を多少曲げて熱心に事情を説明する。

「───凄すごいじゃないですか、先生！　王宮から招かれるなんて！」

　素す直なおに喜んで興奮しているシェリルに、ミスカは渋しぶい表情を作ったまま呟つぶやいた。

「……つまり、ランス村で発生した病と似た病を、王宮の誰だれかが発はつ症しようしたということね」

「それなら急がないと、先生！」

　シェリルはまだ馬車に積んであった籠を急いで持ってくると、中に入っている薬の瓶びんを確かく認にんし始めた。

「良かった。《キリ》と《サザン》もある！」

　ミスカはその姿を見てから、ヴァルトへ向き直った。

「病人は何人？」

「え？　ええと、お一人です。……と、聞いています」

「そう」

　ミスカは何やら考えていたが、「シェリル」と呼んだ。

「はい、先生」

「王宮にはお前ひとりでお行き」

「はい、先せ───えっ!?」

　思わず手に持っていた瓶を落としそうになり、慌あわてて持ち直す。

「な、何をおっしゃっているんですか!?」

「そうですよ、何をおっしゃるんですか！」

　ヴァルトも焦あせって言う。

「だって病人ひとりならシェリルで充じゆう分ぶんでしょう。あの病なら投薬の仕方も決まっているし、王宮ならご立派な医師もいるだろうし」

「でも王宮はミスカ先生を指名して」

「というわけでもないでしょ？　ランス村での話を聞いての招きなのだから」

「それはすなわちミスカ先生のことです！」

　焦ってシェリルが言っても、ミスカは聞く耳を持たない。

「どうして先生が行かれないんですか？」

　泣きそうな気分で尋たずねると、横でヴァルトも同じような表情で頷うなずいている。

　するとミスカは、にっこり笑って言った。

「だって王宮が嫌きらいなの、私」

「───」

　シェリルだけでなく、ヴァルトも啞あ然ぜんとしたのは言うまでもない。

　どれだけ説得してもミスカがてこでも動かないという状態なので、やむなくシェリルはヴァルトが連れてきていた迎えの馬車に乗り込んだ。

「と───ともかく僕は先に行って、事情をアレ……じゃない、知人に説明してくる。行き先は馭ぎよ者しやに伝えてあるから、言うとおりにして」

　そう言うとヴァルトは急いで馬を飛ばしていったが、シェリルは半分聞いていなかった。

（噓うそでしょ……噓でしょ……噓でしょ……）

　馬車の中で、緊きん張ちようのあまりに貧血で倒たおれそうな自分を、懸けん命めいに励はげます。

　左の手首に巻いた青のリボンに目を移し、その上に右手を置く。

「……王家の方々がいらっしゃる王宮に行くのよ、お父さん、お母さん」

　嬉うれしいというよりは、使命感のほうが強い。王宮で発症したという誰かが、病を他ほかに移す前に治ち療りようできれば、おのずと王家を疫えき病びようから守ることになるからだ。

「王家を守るの……！」

　そう呟くと、シェリルは薬を入れた籠をぐっと抱だきしめた。

　馬車は中イゼルを抜ぬけ、上イゼルの入り口に到とう着ちやくした。この先は証明書がなければ門を抜けることが出来ないのだがシェリルの乗った馬車は難なく通過し、王宮前まで進んでいった。

「───どうぞ」

　馭者が馬車の扉とびらを開け、恭うやうやしく頭を下げる。

　そうっと周囲を窺うかがうように馬車から降りたシェリルは、どん、と頭の上に雷かみなりが落ちてきたような衝しよう撃げきを受けた。

　目の前には大きな白い石造りの門がそびえ立っており、その両りよう脇わきには衛兵がずらりと並んでいる。その衛兵たちが着ている制服も、下イゼルで見かける衛兵たちのものとは全然違ちがった。黒地に金の縁ふち取どりが入った、近衛このえ兵だけが身につけられるものだが、シェリルはそんなことは知らない。ただただ門の白と衛兵の黒の美しい調和に、感かん嘆たんの息を漏もらすだけだ。

「ここは王宮の正門です。王家の方々か、他国の来らい賓ひんにしか扉は開きません」

　馭者が教えてくれる。

「そうなんですか」

　凄いなあ、と緊張も忘れて門を見上げ、案内されるままに通用門へと歩いて行く。通用門といっても、そもそも正門が大きいものだから、ぐるりと壁かべに沿って歩かなくてはならない。

「すみません。通用門の前まで馬車を寄せられれば良いのですが、決まりで」

　申し訳なさそうに馭者が言うので、シェリルは首を横に振った。

「このくらい平気です。薬草を探すために、一日中山を歩き回ることだってあるんです」

「ほう」

　目を丸くする馭者にちょっと照れながらも、シェリルもまた安心していた。

　王宮に仕える人々はものすごくお堅かたくて冷たいイメージがあり少々びくついていたのだが、そうでもなさそうだからだ。

　しかし、シェリルの淡あわい期待はすぐに踏ふみにじられた。

「───そなたが、メリナ村の調薬師か」

　通用門を入ってすぐのところで、王宮仕えの調薬師長だという初老の男が立っていた。

「はい。シェリルと申します」

　頭を下げたシェリルを、ホルガーは胡う散さん臭くさいものでも見るような目で眺ながめ回した。

「……まだ小こ娘むすめではないか」

　吐はき捨てるように言うのがシェリルの耳にも届く。

　───いい？　シェリル。王宮では絶対何かしら嫌いや味みを言われるの。

　シェリルを送り出す際にミスカが言っていた忠告を思い出す。

　───だけど無視しなさい。何を言われても腹を立てては駄だ目め。そして落ち込んでも駄目。あいつらは妬ねたみの固まりなんだから、言われたことがひどければひどいほど、こっちが優すぐれているんだと思いなさい。

　───……先生、なんだか行ったことがあるみたいな言い方ですね。

　───ともかく。何を言われても、自分の信じる治療をすれば良いから。

（このことなんだわ）

　シェリルはため息をつき、そして顔を上げた。そのときにはもう、肝きもは据すわっていた。

　ホルガーを見て、にこりと笑う。

「若じやく輩はい者ですが、全力を尽つくさせて頂きます。よろしくお願い申し上げます」

　そう言ってもう一度深々と頭を下げた。

「……ふん」

　ホルガーは鼻を鳴らし、そしてシェリルに背を向けた。

「ついてこい」

「はい」

　大おお股またで歩き出したホルガーの後を急いで追う。その後から馭者もついてこようとしたが、ホルガーに追い払はらわれた。

　ホルガーは見た目によらず、足が速かった。

　複雑な迷めい路ろのような王宮内を右に行ったり左に曲がったりするので、シェリルは見失わないよう小走りにならざるを得なかったが、その度たびにホルガーから「王宮内で走るな」と注意されてしまう。

　そしてとうとう、一いつ瞬しゆん、渡わたり廊ろう下かの柱に飾かざってあった肖しよう像ぞう画がに見とれた隙すきに、ホルガーの姿を見失ってしまった。

「……ど……どうしよう……」

　薬の入った籠かごを抱きしめたまま、廊下に立ち尽くす。

　それまで大勢擦すれ違った侍じ女じよや官かん吏りたちの姿も、こういうときに限って影かげひとつ見えない。

　こうしているうちにも病人は悪化しているかもしれない。そう思うと、ますます焦りが募つのる。

　ともかく、誰だれか人を探そうと思ったシェリルは、廊下の両方向を見回し、明るい方へと足を踏み出した。そうしてしばらく歩くと、突とつ然ぜん視界がぱっと開けた。

「───薬園だわ……！」

　シェリルはそう思ったが、それは王宮内にある庭園の一つだった。

　東あずま屋やや噴ふん水すいなどがあり、色とりどりの花や草木が周囲を飾っている。

　王宮内の庭園ともなれば、そこに植えられている植物は珍めずらしいものや高価なものばかりだ。本でしか見たことのない植物も数多くあり、思わずシェリルは庭園へ足を踏み入れた。

「あ、これ《イフリカ》だわ！　こっちは《サラサ》、しかも白色！」

　つい自分の置かれた状じよう況きようを忘れそうになったが、がさ、と葉が揺ゆれる音がして我に返った。

（人！）

　これで案内してもらえると、シェリルは音のした方へ駆かけ出した。

「あの、すみません……！」

　植物の陰かげから顔を覗のぞかせると、そこに立っていた人物が振ふり返った。

（わあ）

　思わず目を見開く。

　太陽の光を燦さん然ぜんと弾はじくような金きん髪ぱつが眩まぶしい。それが第一印象だった。

　紫むらさきの瞳ひとみは少しきつい感じだったけれども、顔だちは端たん整せいだった。身につけている装しよう束ぞくもイゼルの祭りでしか見たことのないきらびやかなもので、それもシェリルには眩しく映った。

（……王子様みたい！）

　みたい、どころか、第二王子様そのものなのだが、なにせシェリルはラリサの持っている肖像画を正しいと信じている。実物の王子を前にしながら、やっぱり王宮には綺き麗れいな人が大勢いるのだと、ひたすら感心するだけだった。

　一方のクラウシオンは、シェリルを見て思いきり眉まゆをひそめた。

「……なんだ、お前」

　彼は彼で、まさかシェリルが外から招いた調薬師だとは思っていない。

　シェリルを上から下まで眺め回して出した結論は。

「───侍女候補か」

　王宮の侍女たちは揃そろいの制服を身につけている。医師や調薬師たちもそうで、着ているものを見ればその人の仕事が分かるようになっていた。

　そのどれにも当てはまらない、王子から見ればみすぼらしい服を着たシェリルに答えをはめようとすると、そのくらいしか思いつかなかったようだ。

「え？　侍女候補って……」

「侍女頭がしらは何をやってるんだ。こんな見苦しいものを奥まで来させるとは」

（み、見苦しい……）

　流石さすがにそんな言葉を言われたことはない。

　今日の服は持ち物の中では良い方だし、ラリサに花も飾ってもらった。にもかかわらず、と、シェリルは頭の中で古ぼけた鐘かねをがんがん鳴らされたような気分になったが、落ち込んでいる場合ではない。気を取り直し、クラウシオンに向かって言った。

「あの、私は調薬師です」

「調薬師？」

　クラウシオンがさらに眉を寄せるので、シェリルは懸けん命めいに説明した。

「メリナ村のシェリルと申します。王宮から呼ばれたんです。疫病が───」

「───お前か」

　クラウシオンは低く呟つぶやくと、ずかずかとシェリルの前へと進んできた。

　じろじろと見ていたが、シェリルの左手首に巻かれた青いリボンに気づくと、その端整な顔を露ろ骨こつにしかめた。そしてシェリルが抱かかえている籠を、指先で弾いた。

「そこに大事な薬が入っているのか？」

「そうです」

　非友好的な匂においを感じて、籠を両りよう腕うででさらに深く抱え込む。それが余計にクラウシオンの気に障さわったらしい。クラウシオンは、上からシェリルを威い嚇かくするように見下ろした。

「聞いたぞ。何とかという村で、疫えき病びようを治したって？」

「ランス村です」

「名前はどうでもいい。それが評判で、一部では天才調薬師と呼ばれているらしいな」

　それは初耳だ。

「……たぶん、噂うわさに尾おひれがついただけかと」

「当然だ。そんな田舎いなかに天才調薬師とやらが現れてたまるか」

　クラウシオンはつまらなそうに言った。

「だが、良かったじゃないか。目的が果たせて」

「…………は？」

　クラウシオンは苛いら々いらと爪つめを嚙かんで言った。

「一夜で病を治したなんて噂を流し、名を売ろうとしたんだろ？　そんなのを信じて王宮に呼ぶなんて、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　これはクラウシオンに偏へん見けんがあるというよりも、ホルガーのせいだ。

　調薬師長である自分を差し置いて、どこの馬の骨とも分からない調薬師が作った薬を国王の治ち療りように使うのだ。彼の自尊心が黙だまっていられる筈はずもなく、必死にかき集めた情報をもとに、悪意をまんべんなく塗ぬりたくった噂話を、クラウシオンやラルフシオン、そして王おう妃ひや重臣たちに吹ふき込んで回ったのだ。

　そうは言っても第三王子であるアレクシオンが太たい鼓こ判ばんを押しているのだし、今は他ほかに手立てがないということで、他の者たちは期待も込めてホルガーの話を聞き入れなかったが、クラウシオンは信じた。いや、信じたというよりも、アレクシオンに対する感情が、そのまま彼が紹しよう介かいする調薬師に向けられたと言った方が良いだろう。

　クラウシオンはシェリルに言った。

「だいたい王宮にない薬なんて、胡う散さん臭くさいに決まっている。それで治るのは、せいぜい同じ田舎の───」

　そこまでは黙って聞いていたシェリルだが、もう我が慢まん出来なかった。

　自分のことをけなされるのは良い。調薬師として半人前だという自覚はあるし、知識や経験だってミスカに比べたら全然足りない。まだまだ勉強しなくてはならない身だ。

　だが罵ば詈り雑ぞう言ごんが、自分ではなく師であるミスカや故郷の村へ向けられたとなれば、話は別だ。

「……ちょっと待ちなさいよ……」

　低く呟く。

「───待て？　俺に？」

　クラウシオンが聞き間ま違ちがえたと思うのも無理はない。第二王子であるクラウシオンに、そんな口をきく者がいる筈がないからだ。

　シェリルはつま先立って、ぐっとクラウシオンに顔を近づけた。

「私のことならともかく、ミスカ先生を侮ぶ辱じよくするのは許さないわ。メリナ村のこともよ」

「……は？」

　ぽかんとするクラウシオンに、シェリルは言った。

「ランス村のことで噓うそなんて何ひとつ言ってないし、売名行こう為いだってしてないわ。別に名前をあげようなんて思ってないもの！」

　まだぽかんとしたままのクラウシオンに、シェリルは怒いかりで頰ほおを赤らめながら言った。

「謝ってとは言わない。取り消してとも言わない。だけど、二度とそんなことは口にしないでちょうだい！」

　そこまで言われて、やっとクラウシオンはシェリルの言葉を飲み込んだ。

　聞き間違いではなく自分が叱しかられたのだと理解すると、その表情は一いつ瞬しゆんで変わった。

「貴様、無礼な……っ！」

　激しい怒りの衝しよう動どうそのままに、手を振り上げる。

　シェリルは目を閉じなかった。

　ぶたれても構わないと思い、クラウシオンの振り上げた手から目を離はなさなかった。

　その目が、クラウシオンの手の甲こうに止まる。

（───え？）

　振り上げたときに、そばに植えられている木の枝についていた棘とげを擦こすったらしい。二本、細い筋のような切り傷が出来ていた。

　咄とつ嗟さに、その棘のある木を見る。

（……《カズラ》……っ）

　シェリルは目を見開いた。

「───ちょっと待って！」

　シェリルは叫さけんだ。

　その声にクラウシオンも動きを止める。同時に、自分がか細い娘むすめに手を上げていたことに気づいた。流石に気まずくなってクラウシオンが振り上げた手を下ろすと、シェリルは持っていた籠かごを地面に置き、クラウシオンの手を両手で摑つかんだ。

「!?　何をする、無礼な───!?」

　そこでクラウシオンは絶句した。

　クラウシオンの手を握にぎったシェリルは傷口に唇くちびるを押し当てると、きゅっと吸ったのだ。

「っ!?」

「動かないで！」

　動どう揺ようするクラウシオンを叱りつける。そして何度か傷口を吸っては、唾つばを吐はき出すということを繰くり返した。

　あまりのことに、ぱくぱくと口を開いているクラウシオンに向かってシェリルは尋たずねた。

「これまで豆科の食べ物で、肌はだが赤くなったり、吐いたりしたことはありますか!?」

「は？　ま、豆？」

「あるの!?　ないの!?」

「───ない」

　シェリルの迫はく力りよくに押されてクラウシオンが答えると、シェリルはほっと息をついた。

　そしてきょろ、と周りを見回し、少し離れたところに生えていた草へ手をのばすと、それを引きちぎった。

　指先で葉を擦り合わせるようにして潰つぶし、緑色の液がしみ出たところでそれをクラウシオンの傷口に載せる。それから自分の左手首に巻いていた青のリボンをほどくと、傷口と葉の上からくるくるっと手早く巻いて縛しばった。

　啞あ然ぜんとしてそれを見ていたクラウシオンに、シェリルはやっと顔を上げた。

「これは、《カズラ》という植物で、棘には微び量りようだけど毒を含ふくんでいるの」

「毒だと!?」

　顔色を変えたクラウシオンを、なだめるようにシェリルは言った。

「本当に微量なので、たいていの方は少し気分が悪くなるか、何も感じないかという程度よ。でも、まれに命を落としてしまう方もいらっしゃるの。それが豆科の植物に過か敏びんに反応してしまう方なんだけど、あなたは大だい丈じよう夫ぶのようだから」

　そう言って、シェリルは初めてクラウシオンに笑いかけた。

「良かった」

「───」

　クラウシオンの目がシェリルの笑え顔がおに釘くぎづけられたときだった。

「───いたぞ！」

　衛兵たちが数人、庭園の入り口まで駆かけ込んできて、二人がいる方を指さした。

「侵しん入にゆう者を見つけたぞ！」

「───侵入者？」

　思わず二人は顔を見合わせる。

　勿もち論ろんクラウシオンが侵入者のわけはなくシェリルのことを指しているのだが、シェリルにしてみれば自分は招かれて王宮に来たのだから、クラウシオンのことを言っているのだと思った。

「あなた、侵入者なの？」

「は!?」

　だがクラウシオンが否定する前に、衛兵たちがシェリルの両りよう腕うでを摑んだ。

「───私!?」

　びっくりしてシェリルが声を上げると、衛兵の一人がクラウシオンに頭を下げた。

「お騒さわがせして申し訳ございません。侵入者を見かけたとの通報がありまして」

　そう言ってシェリルを連れ出そうとする。

「待て、そいつは」

　調薬師だという話をシェリルから聞いていたクラウシオンは、急いで衛兵を止めようとした。だがそれよりも早く、衛兵の腕を摑んだ者がいた。

「───人ひと違ちがいだ」

「っ!?」

　現れた人物を見たシェリルの目と口が大きく開く。

　アレクシオンだった。

　正体をばらさないために、アレクシオンは、シェリルの前には絶対に姿を現さないつもりだったが、医師や調薬師たちが不ふ穏おんな動きをしていることに気づいた。

　サリオたちに陰かげからシェリルを守るよう命じていたのだが、シェリルの姿が途と中ちゆうで消えたと言ってヴァルトが駆け込んで来たのだ。

　───まさか消されるということはないだろうな。

　ルーカスが呟つぶやいたときにはもう、アレクシオンは部屋を飛び出していた。

　王宮仕えの調薬師といっても、王族ではないホルガーが王宮内で足を踏ふみ入れられる場所は限られている。ヴァルトの話から推測し、シェリルが迷いそうなところまで駆けてきて、衛兵に捕つかまっているシェリルを見つけたという次し第だいだ。

　正体がばれるとかばれないとか、そんなことは頭から飛んでいた。

「これは───」

　衛兵たちが驚おどろいてシェリルから手を引き、いっせいに膝ひざをついて頭こうべを垂れる。

「この娘は俺が招いた調薬師だ。───連れて行く」

　そう言うと、シェリルの腕を引いて足早に庭園を出る。

　残されたクラウシオンと衛兵は、それを呆ぼう然ぜんと見送った。

「あの……クラウシオン様。本当にあんな若い娘が調薬師なのですか？」

　衛兵の一人が尋ねると、クラウシオンはぎろりと睨にらんだ。

「俺が知るか！」

　そう言うと、衛兵たちに背を向け、足を踏みならして庭園を出る。

　無む性しように腹が立っていたが、クラウシオンはその理由が分からなかった。

（俺が助けてやるところだったのに）

　苛いら々いらと爪つめを嚙かむ。その手の甲に、青いリボンが揺ゆれるのを見て、さらにかっとなる。

「よりによって、こんな色！」

　むしり取るようにリボンに手をかける。だが、その手はそこで止まってしまった。

　───良かった。

　ほっとしたように笑いかけたシェリルの顔と、リボンを結んだ細い指が、クラウシオンの脳のう裏りを過よぎったのだ。

「───ちっ」

　クラウシオンは舌打ちをすると、手の甲のリボンはそのままに、シェリルとアレクシオンが向かったのと同じ方向へ駆け出した。

「……ど、どうしてシオンが王宮にいるの!?」

　自分の手を握る相手を何度も何度も見て確かめてから、やっとシェリルは声を出した。

　イゼルで会えるかもしれないと期待はした。だが、王宮内で再会することなど、欠片かけらも想像してはいなかった。

　しかも衛兵たちに捕とらえられて頭の中が真っ白になったときに現れたのだ。混乱のあまり現実に願望を重ね合わせたのかと、シェリルが自分の目を疑ったのも無理はない。

「ヴァルトが言っていた王宮に勤める知人ってシオンのことなの？　それに、衛兵があんなふうに従うなんて、シオンは偉えらいひとなの？」

　続けざまに尋ねながら、自分の言葉に声が震ふるえた。

（そうよ。王宮にいるようなひとなら、本当は気軽に口もきけない───）

　青ざめて黙だまり込んだシェリルを見て、アレクシオンは何かを言いかけた。

　一度口を閉とざし、シェリルから視線を外して言う。

「……偉いのは父だ」

「お父さま？」

「七光りを使っただけだ」

　シェリルを見ないままそう言ってから、やっとアレクシオンはシェリルに視線を戻もどした。

「説明は後でする」

　アレクシオンはシェリルの腕を引いて廊ろう下かを走りながら言った。

「今は一刻も早く、治ち療りようをしてもらえないか」

　その切実な横顔と声に、シェリルはこくりと頷うなずいた。

　病人が誰だれなのか聞いていないので知らないが、きっとアレクシオンにとって大切な人なのだ。家族か友人か、あるいは。

（もしかして恋こい人びと───？）

　そんな考えも過ぎったが、急いで頭から追い払はらう。治療にはまったく関係ないことだ。

　そうしているうちにアレクシオンは、立派な扉とびらの前に立った。

　衛兵が両りよう脇わきをかためていたが、アレクシオンを見ると敬礼をし、扉を開ける。

「───遅おそくなりました」

　室内には豪ごう華かな装しよう束ぞくに身を包んだ人々がいて、いっせいにシェリルたちのほうを向いた。

（───……う）

　思わずシェリルが怖おじ気づいてしまうのも無理はない。

　誰が誰なのかシェリルには分からなかったが、そこにいたのはそうそうたる顔ぶれだった。

　中央にいるのは王おう妃ひカテリナだ。その両脇に、第一妾しよう妃ひと第二妾妃、そしてアレクシオンの母である第三妾妃ステラだけが少し離はなれた場所に立つ。

　その他ほかに、第一王子ラルフシオンと、その側近が二名。

　第二王子クラウシオンの側近イザーク。

　そしてシェリルには心強いながらも、何故なぜここにいるのか分からない、サリオとルーカスもヴァルトと一いつ緒しよにいた。

　さらに内大臣を筆頭に、重臣の最上位から五位までの者がずらりと立ち並び、そのずっと後ろのほうに医師と調薬師の一団がいた。ホルガーもいたが、素知らぬ顔で立っている。

　アレクシオンはシェリルの手を取ったまま、中央へ歩み出た。

「調薬師を連れてきました。メリナ村のシェリルです」

　シェリルは急いで膝をつき、頭を下げた。

　そこにクラウシオンが駆かけ込んできて、ラルフシオンの隣となりに並んだ。シェリルが手当てをした右手は、ズボンのポケットに突つっ込んでいる。

「そなたが調薬師、シェリルか」

　カテリナが問いかけた。

　王おう冠かんはなく、普ふ段だん着ぎのような装束ではあったが、シェリルから見ればきらきらと輝かがやき、レースやらドレープやらがどうなっているのかも分からない豪華な衣装に見えた。ただ、王冠がないことで、相手が王族かもしれないという発想は生まれなかった。

　よく見れば王妃と王子たちの胸むな元もとには王家の紋もん章しようが飾かざられているのだが、それすらも、王宮に出入りする者の証あかしのようなものだと思っていた。

　だからカテリナに問いかけられても、相手が王妃とは夢にも思わなかった。ただ、相当高い身分の者だとは分かったし、自分が治療する相手も同様なのだと瞬しゆん時じに悟さとった。

　実際、その場にいる者たちは、シェリルに治療相手が王だと知らせるつもりはなかった。

　治療が無事済めば真実を知らせられるが、まだどうなるか分からないいま、自国の国王が危き篤とくだという情報を外に漏もらすことは出来ないからだ。

「その籠かごに入っているのが薬か」

「はい。《キリ》と《サザン》という薬です。ランス村の病人は、これを交こう互ごに飲ませることで完治しました」

　何だその薬は、というように医師や調薬師たちが顔をゆがめているが、カテリナは頷いた。

「早さつ速そく、治療を始めてもらおう。ついてくるが良い」

　咄とつ嗟さにアレクシオンを見上げる。小さく頷くのを見て、シェリルも頷いた。

　もう一度頭を下げてから、立ち上がる。

　カテリナの方へシェリルが数歩進んだときだった。

「───お待ち下さい」

　冷たさを感じる声が、広間に響ひびき渡わたった。

　ラルフシオンの傍かたわらに控ひかえていた男が、一歩前へ出る。

「何事か、イシュト」

　イシュトと呼ばれた男は、三十になるかならないかといった年代で、冷たい面おも立だちには一いつ切さいの感情が浮うかんでいなかった。

　イシュトはカテリナへ向かって一礼すると、シェリルを見た。

「この者には、治療をする資格がございません」

　ざわり、と場が揺れる。

　大臣の一人が慌あわてて尋たずねた。

「まさか罪人だとでも言うのではないな」

（私が!?）

　シェリルが否定の声を上げる前に、イシュトが首を横に振ふった。

「そういう意味ではありません。……火急の場であるがゆえに、皆みな様さまは、そもそもの前提をお忘れでいらっしゃる」

　さわさわと人々が困こん惑わくに揺れる。

「どういう意味だ」

　アレクシオンが尋ねると、イシュトは頭を下げて言った。

「あの御お方かたを治療するのは誰でも良いというのではありません。お忘れでしょうか。あの御方を治療する者は、医師でも調薬師でも、相応の身分が必要だということを」

「───あ……っ」

　声を上げたのは誰だったか。

　アレクシオンでさえ、声を咄嗟に飲み込んだ。

　王宮内では数多くの決まりがあり、王家に関することになるとそれがさらに厳しくなる。

　その中で、王家の治療が出来る医師と調薬師は、王家の血を引く貴族か、それに近い血筋の貴族の家系に限るという定めがあった。

　他国の息がかかった医師や調薬師が王宮に入り込み、それによる暗殺などを防ぐためだが、門戸を狭せばめることにもなり、果たしてそこに優すぐれた者が集められるのかという疑念がなくもなかった。さらに言えば、歴史を見れば、身内にこそ真の敵が潜ひそむ場合も多い。

　だが、いまの時点では、それが定めである。そしてその定めにおいては、イシュトの言うとおり、シェリルには王の治療をする資格がないのだった。

「……では、シェリルからそなたたちが薬の用法を聞いて……」

　カテリナがホルガーに命じようとすると、ホルガーは首を横に振った。

「恐おそれながらその定めに従えば、薬も認められた調薬師が調合したもの以外は禁じるということに他ならないかと」

　シェリルが招かれたときは定め自体をすっかり忘れて焦あせっていたくせに、自尊心を取り戻したホルガーはシェリルを見てにやりと笑う。

「材料と調合の仕方を教われば、私めが急ぎ作りますが───」

「……何を言っているんだ！」

　そこで叫さけんだのはクラウシオンだった。

　怒いかりに目を吊つり上げたクラウシオンは、イシュトに向かい、嚙かみつく勢いで叫んだ。

「この緊きん急きゆう時に何を言っている！　そんな決まりなど、いま変えれば良いことだろうが！」

　その言葉に、イシュトの隣にいたラルフシオンが伏ふせていた目を上げた。

「こんな時だからこそ、だ」

「何!?」

　ラルフシオンは冷静な声で言う。

「法は我々こそが守るべきものだ。一時の感情で変へん更こうさせていては、法の意味を失う」

「だが」

「法を守ることが、王家と民たみを守ることになる。そうじゃないのか？」

「───っ」

　ラルフシオンの言うことは至し極ごく正論で、誰も反論できない。クラウシオンも、もう黙だまるしかないようだった。

「では……では、どうするのです……！」

　大臣が呟つぶやく。

「これでは───」

　国王崩ほう御ぎよ。

　その最悪の事態を、誰もが頭に描えがいたときだった。

　事情がよく分からないまま、不安そうな顔をしながらも籠をしっかりと抱だきかかえているシェリルに、アレクシオンが向き直った。

「───シェリル」

「……はい……？」

　アレクシオンの瞳ひとみがシェリルを見つめる。その蒼あおい光に、強い意志が浮かび上がった。

「俺と誓せい約やくをかわしてくれないか」

　しん、と。

　広間が静まりかえる。

　シェリルは一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。

「……誓……約？」

　ぱたぱたと瞬またたく。

「……誓約って、何の……？」

　問い返したシェリルの声に、ヴァルトの声が重なった。

「───おやめください！」

　悲鳴に近い声に、シェリルはびくりと肩かたをはね上げる。

　周囲の目も気にせずヴァルトはアレクシオンに駆け寄ると、跪ひざまずいた。

「何をおっしゃっているのか分かっているのですか!?　誓約などと───」

「下がれ、ヴァルト」

「下がりません！」

　サリオとルーカスが飛んできて、ヴァルトをアレクシオンから離はなそうとする。だがヴァルトは引き下がらなかった。

「分かっていらっしゃるのですか!?　それは───最後の四人目になるのですよ!?」

　勿もち論ろん、その場にいる者の誰だれもが───シェリルを除いて───それを分かっている。

　アレクシオンと誓約をかわすこと、それはすなわち、シェリルがアレクシオンの《四誓》になるということだ。そして《四誓》は四人までしか認められない。

　アレクシオンが王太子の座を少しでも諦あきらめていないのであれば、最後の一席くらいは、王宮内で一定の力を握にぎる有力者を据すえるべきだ。

　それを、ただの村娘むすめで、半人前の調薬師でしかないシェリルを迎むかえると言う。

（本当に、王太子の座が欲しくないのか）

　薄うす々うすそう感じながら、まだ信じ切れていなかった者も、認めざるを得ない。アレクシオンの発言は、そういう意味をも持った。

　カテリナが震ふるえながらアレクシオンを見た。ステラも口元を両手で押さえて涙なみだぐんでいる。

　だがシェリルを《四誓》に迎えるということは、別の意味も持つ。

　ヴァルトの制止役をルーカスに預け、サリオがアレクシオンの足あし下もとに跪いた。そして、他ほかの誰にも聞こえないくらいの小声で囁ささやく。

「……良いのか。ヴァルトに聞いたが、《四誓》が女性であった場合は───」

「───知っている」

　アレクシオンは短く答えた。その声の硬かたさに、サリオは顔を伏せたまま目を軽く見開いたが、それ以上は何も言わなかった。

「───そなたは良いのか、それで」

　カテリナの問いかけはサリオとはまったく別の意味だったが、アレクシオンは頷うなずいた。

　頷くしか、ない。

「……シェリルが私と誓約をかわせば、治ち療りようを行うのに何の不都合もない筈はずです」

「そのとおりです。でも───」

　アレクシオンは再びシェリルに向き直った。

「……誓約をかわしてくれるか？」

　シェリルは躊躇ためらった。

　アレクシオンの言う「誓約」が何で、どういう意味を持つのか、シェリルにはまったく分からない。そのうえ、周囲の異常なほどの反応から、何かとんでもないことを望まれているのだと感じていた。

（でも───）

　望んでいるのは、アレクシオンなのだ。

　まだ出逢あったばかりで、ともに過ごした時間は、濃のう密みつではあったけれども、ほんのわずかだ。知っていることといえば、名前と、イゼル出身であるということくらいだった。何故なぜ彼がこの王宮にいるのかということすら、シェリルには分からない。

　だが、アレクシオンはシェリルを助けてくれた。シェリルだけでなく、大勢の人がアレクシオンによって救われた。それに対する感謝は、言葉にし尽つくせない。

　不安はある。

　このことによって、自分が大きく変わってしまうような予感がした。

　けれども。

　シェリルはアレクシオンを見上げた。

　その目に隠かくしきれない不安を見つけたのだろう。アレクシオンはそっと身を屈かがめて、シェリルに顔を近づけた。

　そして囁くように言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺がお前を───守る」

　とくん、と胸の鼓こ動どうが鳴る。

　それが、自分の中の答えだ。

（今度は私の番……！）

　シェリルはアレクシオンを見上げて小さく笑い、そして頷いた。

「信じる。……シオンを」

「───」

　アレクシオンの目が眩まぶしげに瞬かれた。それから本当に小さな声で、「ありがとう」と言った。その声が少しだけつらそうに聞こえたのは、きっとシェリルを思いやってのことだろう。

　この選せん択たくは間ま違ちがっていない。

　シェリルはそう思った。

「シェリル」

　アレクシオンの手が、シェリルの肩に置かれた。そこに軽く押される力を感じ、その力のままにシェリルは跪く。

　広間から、すべての音が消え去った。

　その場にいるすべての者が息を吞のんで、シェリルとアレクシオンに視線を注いでいる。

「───四の星、四の光、すべてを導く一の玉」

　アレクシオンの声が低く響ひびく。

（……この声を聞くと、落ち着く……）

　シェリルは無意識に瞳を閉じて、アレクシオンの声に聞き入っていた。

「聖なるイゼリアの源より出いでし流れは、ここに来きたる。我とそなたのもとに」

　そのとき小声で、そばにいたサリオが囁いた。

「……両手を前に出して」

　言われるがまま、シェリルは両手を揃そろえて前に出した。

　アレクシオンは腰こしに帯びた剣けんを鞘さやごと引き抜ぬいた。それをかざし、反対の手をシェリルの額に置く。

「ここに、誓約を交かわす。───命尽きるまで、我らはひとつの道の上にあり」

　そう言ってシェリルの手に横にした剣を置く。そして身を屈めると、アレクシオンはシェリルの額に自分の額を押し当てた。そのささやかな熱ひとつに、シェリルの身体からだは震える。

「シェリル。同じ言葉を」

　囁かれたシェリルは、何も考えられない中で、小さな声で返す。

「……ここに誓約を交わす。……命尽きるまで……我らはひとつの……道の上にあり」

「───おお……！」

　その場にいた者が声を上げた。

　誓約の、完かん了りようだ。

　この瞬しゆん間かん、シェリルは一いつ片ぺんの自覚なく、アレクシオンの《四誓》となった。
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　アレクシオンの《四誓》となったシェリルは、すぐさまカテリナやステラに手をとられて、国王が臥ふせっている部屋へ連れて行かれた。その後に、医師や調薬師たちも続く。

　この時点で、シェリルはまだ自分が治療する相手が国王だと気づいていない。気づかれないよう、わざわざ寝しん室しつも移動させ、医師たちも慎しん重ちような言こと葉ば遣づかいをしているのだが、シェリルはそもそも部屋の様子や医師たちの微び妙みような態度など見てもいなかった。

　見つめるのは、ただ一人、目の前に横おう臥がしている病人だ。

（───この症しよう状じようは……）

「お水をいただけますか」

「ここに」

「薬を飲ませた後、一時的に熱が上がります。その後で汗あせをたくさんかきますので、出来れば着き替がえを」

　病人の状態を確かく認にんしながら、薬を選んで投薬する。

　最初は冷ややかな目で見ていた医師たちも、その懸けん命めいな様子と確かな投薬の仕方で、少なくともシェリルが調薬師を勝手に名乗っているような者ではないと判断したのだろう。シェリルの言葉に頷きながら、てきぱきと彼女の補助をした。カテリナとステラも側そばにつき、必要なときは自ら侍じ女じよに指示を出して、シェリルと医師たちに手を貸した。

　そうした治療は、一晩続いた。

「───長いな」

　王の部屋の前で佇たたずむアレクシオンのそばに、ラルフシオンが近づいた。

　少し前まで暗かった窓の外からは、朝日の薄うすい光が差し込んできている。その光を背に、ラルフシオンはアレクシオンに言った。

「……まさか、お前があんな決意をするとは思わなかったよ」

「───」

　アレクシオンは答えない。するとラルフシオンは、かすかに笑った。

「父上のためなら王太子の座も捨てられる……か？」

　アレクシオンはラルフシオンを見ないまま、目を伏せた。

「───最初から、王太子の座など望んでいません」

「確かにずっとそう言い続けているな」

　ラルフシオンは横目でアレクシオンを見た。探さぐるような目だ。

「だが───彼女はどうかな」

　ちら、と初めてアレクシオンがラルフシオンを見る。

「もちろん、私はお前と彼女の勇気ある決断に感謝している。ホルガーたちが音を上げた父上の治療に、可能性の扉とびらを開いたのだから。……だが」

　ラルフシオンが声を潜ひそめた。

「だが、もし失敗したら？」

「───」

　アレクシオンの目がわずかに大きくなったのを見て、ラルフシオンの瞳ひとみの奥が光る。

「父上に万一のことがあれば、彼女の怪あやしい治ち療りようが原因とされ、処しよ刑けいされるかも───」

　そこでラルフシオンは言葉を切った。

　鋭するどい目でアレクシオンがラルフシオンを睨にらんだのだ。

　蒼あおい瞳が光る。

「……そんなことは誰だれにもさせない」

　低く言う。

「……分かっているよ。私もそんなことはさせない」

　ラルフシオンがそう言うと、アレクシオンはふっと顔をそらした。そのあとは何事もなかったかのように───いや、その場にラルフシオンなどいないかのように、無言で佇むだけだ。

「……」

　ラルフシオンの手が、服の陰かげで強く握にぎられる。その手はわずかだが震ふるえていた。

　そうして、どれだけ時間が経過しただろうか。

　王の部屋の扉が開いた。

　アレクシオンとラルフシオンが揃って振ふり返る。離はなれた場所で膝ひざを抱かかえていたクラウシオンも飛んできた。

　最初に出てきたのは、王おう妃ひカテリナだった。

「王妃陛下」

　よろめくように出てきたカテリナに、ラルフシオンが手を差しのべて支えようとしたが、カテリナは柔やわらかくその手を拒こばんだ。

「王妃陛下。父上は……！」

　クラウシオンが急せき込むように尋たずねると、カテリナはゆっくりと面おもてを上げた。白い肌はだに、うっすらと隈くまが出来ているが、カテリナは笑った。

「……薬が効いたわ」

「！」

　アレクシオンに向かってカテリナが笑う。

「シェリルをねぎらってあげなさい」

　その言葉を聞くやいなや、アレクシオンは部屋の中へ飛び込んだ。

　奥にある扉の向こうに王の眠ねむる寝しん台だいがあるのだが、その手前の控ひかえ室で、クッションを抱え込むようにしてシェリルが倒たおれていた。その傍かたわらにはステラがいる。

「!?」

　顔色を変えたアレクシオンに、ステラが人差し指を口に当てて微笑ほほえむ。

「疲つかれたのでしょう。国王陛下の熱が下がって後を医師に任せたとたん、眠ってしまったわ」

　そう言って、ステラは微笑みながらシェリルの鳶とび色いろの髪かみを撫なでた。

「……献けん身しん的に治療をしてくれたわ。本当に良い子」

　アレクシオンは静かにシェリルの前に膝をついた。

　すうすうと寝ね息いきをたてて眠るシェリルに、思わず笑えみがこぼれる。

　息子むすこのそんな表情を間近で見たステラは目を瞠みはり、そして嬉うれしそうに微笑んだ。

「……母上。東の宮きゆう殿でんにシェリルを連れていっても？」

「勿もち論ろんよ。ゆっくり休ませてあげて」

「───はい」

　アレクシオンはシェリルの身体の下に手を差し入れた。

　そっと、起こさないように注意深く身体を持ち上げる。

「……ん……」

　瞼まぶたが少し動いたが、目は開かなかった。気持ちよさそうな寝息は続いている。

　シェリルを抱だき上げて部屋の外に出ると、カテリナとラルフシオン、そしてクラウシオンもまだそこにいた。

「東の宮殿に連れて行くの？」

　カテリナが尋ね、アレクシオンが頷うなずく。

「そうね。もうあなたの《四誓》だものね」

　そう言いながらカテリナは、アレクシオンの腕うでに抱かれたシェリルの顔を覗のぞき込んだ。

　小さく微笑んだが、ふと、その目がシェリルの胸むな元もとへと行く。

　シェリルの襟えり元もとが少し乱れていたのを見て、直そうとした手が途と中ちゆうで止まった。襟元からちらりと覗いていたネックレスに気づいたのだ。

　何とはなしに気になったのだろう。襟を直しながら、さりげなく引き出して飾かざりを見る。

「！　これは───」

「……王妃陛下？」

　アレクシオンの声で、カテリナははっと顔を上げ、手を引いた。

「……何でもありません。後で、この子を私のところへ連れてくるように。あらためて御お礼れいを言いたいのです。……それと、《四誓》となった祝いもね」

「───はい」

　祝いだろうか。

　そう思いながらアレクシオンはシェリルの寝ね顔がおを見下ろした。

　疲れてはいるが、満足したような寝顔である。前まえ髪がみが汗で貼はりついているのを見て、そうっと指先で払はらう。

（……すまない）

　心の中で詫わびる。

　父の快復と、それに伴ともなうシェリルの身の安あん泰たいが分かった瞬しゆん間かんこそ心が晴れたが、その次に襲おそってきたのは、自分がシェリルにしたことに対する罪悪感だった。

　きちんとした説明をせず、《四誓》に加えてしまった。

　真実を知ったとき、シェリルはどう思うだろうか。

（───俺を、恨うらむだろうか）

　調薬師になって村の皆みなを───村という枠わくを超こえて人々の力になりたいと言っていたシェリルの生しよう涯がいを、これで勝手に縛しばってしまったことになる。とはいえ、《四誓》の持つ権限などを知れば、そうした夢の助けになると納なつ得とくしてくれるかもしれない。

（……勝手なことを）

　言い訳のような自分の思考回路を厭いとうように、アレクシオンは目を伏ふせた。

（本当に、父上のためだけだったのか───）

　そう自問せずにはいられない。

　あの事態にかこつけて、自分の中にあった無意識の望みを叶かなえてしまったのではないか。

　そんな考えが、抑おさえつけてもなお立ち上がってくる。その証しよう拠こに、シェリルを《四誓》に加えることに対して生じた迷いの理由は、たった一つだけではなかったか。

　───《四誓》が女性であった場合は───。

　だから、サリオが駆かけ寄ってきて良いのかと尋ねてきたときは、心の中を読まれたかと思った。それが逆にアレクシオンの背を押し、最後の決断を下させた。

　イゼリア王である父の命を、ひいては国を救うための選せん択たく肢しはこれしかない。迷うこと自体がおかしいのだ、と。

　けれど、それすらも言い訳のように思える。

　そう考えながらアレクシオンが歩き出したとき、ラルフシオンが呼び止めた。

「ところで、その娘むすめ。……シェリルと言ったか。お前たちは知り合いのようだったが、シェリルはお前の身分を知っていたのか？」

　アレクシオンはかすかに眉まゆをひそめた。

「……何故なぜそんなことを？」

　ラルフシオンは小さく笑った。

「何を怖こわい顔をしている。単純に、どうやって知り合ったのかと思っただけだよ」

「そういえばそうだ」

　不ふ機き嫌げんそうにクラウシオンも言った。時々ちらりとその目がシェリルの寝顔へ走る。

「ただの村娘なんだろ？　どうやったらお前と会うんだよ」

　クラウシオンの遠えん慮りよのない声は、眠っているシェリルの意識まで届いた。

「田舎いなかの調薬師とお前なんて、なんの接点もない筈はずじゃないか」

（調薬師……？　私のこと……？）

　ぼんやりと浮うかび上がっていく意識の中で思う。

「メリナ村とか言ったな。カナンからの帰りにでも会ったか？」

　ラルフシオンの問いに、アレクシオンは無表情で見返した。

「別に、どうでもいいでしょう」

（……アレクシオン、怒おこってる……？）

　聞こえてきた声の響ひびきから、なんとなくそう感じる。

（私……何かしたかしら……）

　そう思った途と端たん、不安が頭をもたげてきて、深い眠りの近くを漂ただよっていたシェリルの意識が慌あわてて覚かく醒せいに近づいていく。

「失礼。シェリルを休ませてやりたいので」

　そう言って二人に背を向けたアレクシオンに、ラルフシオンが言った。

「待てよ、アレクシオン！」

（……え？）

　ぴく、とシェリルの瞼が動く。

「不ふ愉ゆ快かいな質問をしたなら謝る。だが分かってくれ。お前は私の弟で、この国の王子なんだ」

（───王子……？）

　ラルフシオンは続けた。

「そのお前が、父上のために何の力もない娘を《四誓》に選んだ。それも最後の一人を、だ。そのことを、ただ兄として案じているだけなんだよ」

（……何───ですって……？）

　ラルフシオンの言葉で、完全に目が覚めた。

　アレクシオン。

　シオンが───アレクシオン。

　アレクシオン王子───。

　そう考えた瞬間、さまざまな符ふ号ごうが合がつ致ちしたと思った。

　サリオたちが、いかなるときにでもアレクシオンを守った理由。

　アレクシオンが王宮にいた理由。

　庭園で衛兵たちがいっせいにアレクシオンの前に跪ひざまずき、命令を素す直なおに聞いた理由。

　───偉えらいのは父だ。

　───七光りを使っただけだ。

（……そういうことだったの……？）

　かたかたと、身体からだが震ふるえ出す。

　その震えはアレクシオンに伝わり、シェリルを見た。

「！」

　シェリルは、アレクシオンを見つめていた。その目は大きく見開かれ、睫まつ毛げが震えている。

「シェリ───」

「……シオンは……アレクシオン王子だったの……？」

「!?」

　息を止めたアレクシオンに、すべてが真実だと知る。

　シェリルはアレクシオンの胸に手を置いて、アレクシオンの腕うでから降りた。床ゆかに足を着いた途端、崩くずれそうになる。

　咄とつ嗟さに支えてくれたアレクシオンの腕の強さが、いまは切ない。

　ラルフシオンとクラウシオンもシェリルの様子から状じよう況きようを悟さとり、驚おどろきを隠かくさぬ声を漏もらした。

「……では……そなたはアレクシオンの正体を知らないまま、誓せい約やくをかわしたのか？」

「何も知らないで、アレクと《四誓》の誓約を……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた二人の言葉を聞いて、シェリルは目を見開いた。

「……誓約……《四誓》……？」

　呟いて、はっと思い出す。

　治ち療りように入る前に、儀ぎ式しきのようなことを行った。

　誓約だと言われて頷うなずいたけれども、本当は何のことか分からなかった。ただそれを済ませれば、アレクシオンの助けになり、治療も出来るのだと思ったから───。

（でも、それは確か……）

　───あの御お方かたを治療するのは誰だれでも良いというのではありません。

　───あの御方を治療する者は、医師でも調薬師でも、相応の身分が必要だということを。

　そこで最後の符号が合致する。

「じゃあ───さっきまで私が治療していた方は……」

　アレクシオンは小さな息をひとつつき、そしてシェリルを見た。

「俺の父───イゼリア国王だ」

「……っ！」

　あまりのことに、意識ごと消えそうになる。

「なんだ、じゃあ本当にあの場の勢いで《四誓》に加えただけってことか」

　さらに、妙みようにほっとした声でクラウシオンが言った言葉が追い打ちをかけた。

「なにせ《四誓》となった女性は、主あるじである王子の伴はん侶りよにはなれない決まりだからな。そいつに対する特別な感情は、どこにもないというわけだ」

（───!?）

　青ざめたシェリルに、アレクシオンが首を横に振ふる。

「違ちがう、シェリ───」

「……はな……離はなしてください……」

　震える手で、アレクシオンの腕を押し返す。

　知ってしまった真実が、いま自分の身に起きている事実が、恐おそろしくて悲しくて、シェリルはアレクシオンの顔を見ることが出来なかった。
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「私───そう、私、戻もどらなくちゃ……。ミスカ先生のところに」

「シェリル」

「ラリサやエリスも、きっと心配して待っているもの。───一いつ緒しよにメリナ村に帰らなきゃ」

　ふらりと足を踏ふみ出す。

「帰る……っ」

　シェリルはアレクシオンに背を向けて、駆かけ出した。

「───シェリル！」

　後を追おうとしたアレクシオンの腕を、ラルフシオンが摑つかんだ。同時に、近くにいた衛兵に指示を出す。

「彼女を望む場所まで送り届けよ！」

「!?」

　激しい目つきで振り向いたアレクシオンに、ラルフシオンが言う。

「彼女の反応は無理もない。これでは騙だまされたと同じだ。何故はじめから、自分の身分を明かさなかった」

「不本意だが、俺もそう思う」

　クラウシオンがシェリルの去った方を気にしながらも、寄ってきて言った。

「どうせ正体を隠して、適当に遊ぶつもりだったんだろう。それが予想外の───!?」

　アレクシオンがラルフシオンの手を振り払はらう。その強さに驚いたクラウシオンは言葉を途と切ぎれさせた。手を振り払われたラルフシオンも、目を開いてアレクシオンを見返す。

「───彼女に、偽いつわりを見せたつもりはない」

　アレクシオンはただ一言そう言うと、踵きびすを返した。そのままシェリルの後を追って駆け出す。

「……なんだ、あいつ！」

　クラウシオンが声を荒あらげるが、狼ろう狽ばいを隠すためであることは明らかだった。表情には怒いかりではなく、戸と惑まどいの色が浮うかんでいた。

　ラルフシオンはクラウシオンに背を向けて、駆け去ったアレクシオンを見送った。クラウシオンと違い、表情には特別な色はない。だが、振り払われた腕を摑んだ逆の手の指はきつく袖そでを握にぎり込み、かすかに開いた唇くちびるは声を出すことなく何かを呟いていた。

（───シェリル……！）

　シェリルの後を追ったアレクシオンだが、王宮内で彼女に追いつくことは出来なかった。

　ラルフシオンの命令を忠実に受け止めた衛兵は、今にも倒たおれそうなシェリルへの同情もあり、すぐにでも帰りたいという望みを叶かなえるべく、王子が通らないような裏道を使ってシェリルを王宮外へ出してやったのだ。

　シェリルは王宮に連れてこられた時と同じ馬車で、上イゼルから中イゼルへと抜ぬけた。馬車の振しん動どうに揺ゆられながら、シェリルはずっと両手で顔を覆おおっていた。

　頭はろくに機能していなかった。

　いや、動いてはいる。むしろ、あまりにも多くのことが次から次へと脳のう裏りに流れ込んできて、感情と整理がそこについていかないということだろう。

　シオンがアレクシオンで。王子で。

　あのよく分からない誓ちかいのために、アレクシオンはいまやシェリルの主君で。

　そして。

　───《四誓》となった女性は……。

「……っ！」

　顔を覆っていた手で、両耳を塞ふさぐ。

　そうしているうちに馬車は中イゼルの門を抜け、下イゼルへ通じる通路に入った。

　丸みのある屋根が上部を覆う通路だが、下イゼルから聞こえてくる喧けん噪そうが、両りよう脇わきの壁かべに跳はね返って馬車を包み込んだ。

　ざわめきの中から時折飛び抜ける笑い声や怒ど声せい。そこに景気の良い商人の呼び声などが重なる。そうした声が近づき、呼び起こされるようにシェリルは顔を上げた。

　ぼんやりと窓から外を見た目が、はっと開く。

「───ここで、降ろしてください！」

　馬車の扉とびらが開くと同時に礼を言って飛び降りる。

　下イゼルと中イゼルを結ぶ通路には、それぞれの入り口に門がある。その門の前で、心配そうに佇たたずんでいるラリサとエリスの姿を、人ひと混ごみの向こうに見つけたのだ。

　おそらく、一晩帰って来なかったシェリルを案じ、帰ってくるならここを通ると踏んで待っていてくれたのだろう。

「ラリサ！　エリス！」

　泣き出しそうな気持ちが溢あふれるのを懸けん命めいに堪こらえ、駆け出しかけたときだ。

　後ろから腕を摑まれて、ぐいと引っ張られた。

　振り向くと、見知らぬ男がシェリルを捕つかまえていた。

　まるで獲え物ものを捕とらえたかのような目でシェリルを見下ろし、腕を摑む指は太くて強い。

「!?」

　目を見開いたシェリルを見て、男の目がどんよりと笑う。

（何……っ!?）

　悪お寒かんのような波がシェリルの背中を這はい上がった。

　男に摑まれた腕を取り戻そうと、力ちから一いつ杯ぱい引いてみるが、男の指はびくともしない。その手の甲こうには、黒いかぎ爪づめの入れ墨ずみがくっきりと浮かんでいた。

「……！」

　喉のどの奥に悲鳴が手をかけたそのとき、「シェリル!?」と呼びかける声が聞こえた。ラリサとエリスがシェリルに気づいたのだ。

「ラリ───」

　助けを求めて叫さけぼうとした口を、骨太い手のひらで覆われる。目の前に複数の男たちが立ち塞がり、ラリサとエリスへ向けた視線すら断たたれた。

「連れていけ」

　男の一人が小声で言い、別の男がシェリルの腰こしに手を回す。

「!?」

　もう声は出ない。恐きよう怖ふが足あし下もとから這い上がり、絶望となって全身を凍こおらせる。

　その瞬しゆん間かん、シェリルの心に浮かんだのは一人しかいなかった。

（───シオン……ッ）







「───!?」

　雑ざつ踏とうの中、アレクシオンは弾はじかれたように振り向いた。

「どうした？」

　急に立ち止まったアレクシオンのただならぬ様子に気づいたサリオが、自分も足を止めて振り返る。

「……いや」

　周囲にくまなく目を走らせたあとで、アレクシオンは息をついた。

（気のせいか）

　後ろ髪がみを引かれる思いを残しつつ、顔を正面に戻もどす。

　シェリルを王宮内で見失ってしまったアレクシオンは、彼女を王宮外へ送り出した衛兵を摑まえた。近道で外へ出してやったのだと聞いてすぐに馬で後を追ったのだが、上イゼルから下イゼルへ通じる道は幾いく通りもあり、追いつくことは出来なかった。それどころか、後から分かったことだが、道が違ちがったことにより追い抜く形になって、実はアレクシオンたちの方が一足早く下イゼルに入ってしまっていたのだ。

　時間が昼に近くなっていたせいで、街は非常に賑にぎわっている。馬を飛ばせる状態ではなく、乗っていた馬を衛兵に預け、アレクシオンたちはロビン邸ていへと向かった。

「ミスカ先生たちがいたのは、こっちの───あ、あの屋や敷しきです！」

　ヴァルトが大きな商家を指さしたとき、ちょうど玄げん関かんからミスカが出てきた。

　ミスカはすぐにアレクシオンたちに気づき、眉まゆを上げた。

「この方々は？」

　ミスカと一緒に外へ出てきたロビンが尋たずねる。

「恩人と言うべきでしょうね。先日、隣となり村むらの治ち療りようを助けていただいたのよ」

「治療を？　この方たちが？」

　目を見開いたロビンの視線はアレクシオンの上で止まった。さりげなくルーカスがその間に立ち、アレクシオンの姿を隠かくす。さらにサリオが前に出て、ミスカに尋ねた。

「シェリルは戻ってきているか？」

「シェリル？　───いいえ」

　ルーカスが「追い抜いちゃったかな」とアレクシオンに囁ささやく。それが聞こえたミスカはふと眉み間けんを寄せ、サリオとルーカス越ごしにアレクシオンを見た。

「……どういうこと？　私はてっきり、あなたと一いつ緒しよだと思っていましたが」

「!?」

　サリオたちの表情が変わった。

　アレクシオンの身分は隠しきった筈はずだ。王宮へ招いたときも、あくまでもヴァルトの私的な知人の関係と伝えた。だがミスカの目はヴァルトではなく、はっきりとアレクシオン一人を捉とらえており、言外に彼の正体を知っていると告げている。

　三人はアレクシオンの前に立ち、ミスカを睨にらみつけた。サリオとルーカスの右手は既すでに腰の剣けんにかけられている。

「───何者だ、あんた」

　低い声でサリオが問うと、ミスカは不敵に微笑ほほえんだ。

「ただの調薬師よ。……昔、王宮に仕えていたことがあるだけの」

「！」

　王宮仕えの医師と調薬師は、才能だけでなく、家いえ柄がらや血筋も問われる。つまり、ミスカが王宮に仕えていたならば、それは単なる一調薬師ではないということを意味した。

「王宮に仕えていたような調薬師が、何故なぜあんな田舎いなかに引きこもっている？」

　サリオの問いには答えず、ミスカは冷然と微笑みながらアレクシオンを見つめて言った。

「……シェリルが才能ある調薬師だと話したことを覚えていらっしゃる？」

　アレクシオンが頷うなずくと、ミスカも頷き返した。

「私よりも、と言いましたが、そうじゃない。あの子は他ほかの誰だれにも負けない、希け有うな才能を持っています。もしかしたら、いずれ国の宝になれるかもしれないくらい」

　でも、とミスカは言う。

「そうでなかったとしてもシェリルは私にとって大事な子なの。命の恩人の一人娘むすめだから」

「！」

　ミスカは言葉を続けた。

「あの子を守る義務が私にはある。あの子を傷つけることは、誰であろうと許さない。……誰であっても、よ」

「!?」

　言葉に含ふくめられた意を読み取り、サリオたちの表情がさらに強こわばった。

「シェリルを弄もてあそぶような奴やつがいたら、私はそいつに毒を盛るでしょうよ。証しよう拠こを何ひとつ残さないような、とびきり上等の毒をね」

　権力を有する者が、時に医師よりも調薬師を優ゆう遇ぐうするのは、このためだ。

　政治に闇やみはつきものである。永い歴史において暗殺は数え切れず、その手段として毒が使われることは多い。

「毒、だと……？」

　サリオたちから殺気がたちのぼる。ロビンは後あと退ずさったが、ミスカは顔色ひとつ変えない。

　じり、とサリオが剣に手をかけたまま足を前に進めた。

「───よせ」

　アレクシオンはサリオを手で制し、その前に出た。

　ミスカの正面に立つ。

「……あなたが心配するようなことはない」

　その言葉を反はん芻すうするようにミスカはじっとアレクシオンを見ていたが、やがて口を開いた。

「それは、シェリルを───」

　そのときだ。

　遠く離はなれた場所ではあるが、アレクシオンたちが来た元の道の方から甲かん高だかい悲鳴が聞こえ、次いで群衆のどよめきが起こった。

「何だ!?」

　アレクシオンも振ふり返る。

　騒さわぎは下イゼルの門のあたりから広がっていた。それが分かると、明確な理由はなかったが、嫌いやな予感がした。

　しばらくすると、人の波をかき分けるようにしてラリサとエリスが走ってきた。

　顔は恐怖に引きつり、頰ほおが涙なみだで濡ぬれている。

「！　どうした！」

「ミスカ先生ッ！」

「ロビン叔父おじさま！」

　流石さすがにこのときばかりは、サリオたちに目がいかなかったらしい。エリスとラリサはミスカとロビンにまっすぐ駆かけ寄って抱だきついた。

「───シェリルが……ッ！」

「!?」

　考える前に、アレクシオンの手はミスカに抱きついているエリスの肩かたを摑つかんでいた。

　相手が女性と配はい慮りよする余よ裕ゆうもなく、強ごう引いんに振り返らせる。

「！」

　エリスはアレクシオンの顔を間近に見て固まったが、アレクシオンは構わなかった。

「シェリルがどうした」

　張りつめた声には力があり、逆らえないものがあった。

　エリスが震ふるえながら言う。

「シェリルが……知らない男の人たちに攫さらわれた……！」

「!?」

　ミスカとロビンが顔色を変え、サリオたちにも緊きん張ちようが走る。

「男たちの特とく徴ちようは」

　エリスは記き憶おくを辿たどるように目を泳がせたが、はっとした顔になった。

「シェリルの口を押さえてた男の手に、入れ墨ずみがあった……！」

　ロビンにしがみついていたラリサも泣きながら振り返る。

「黒い、かぎ爪づめの模様だったわ！」

「───」

　アレクシオンは振り向いた。

「馬は！」

　ロビンに鋭するどい声で聞く。

「！　隣となりに廏きゆう舎しやが」

「借りる」

　一言を残して廏舎へ走る。サリオたちも続いた。

　廏舎には馬番がおり、突とつ然ぜん押しかけたアレクシオンたちを制止しかけたものの、その迫はく力りよくに押され、ろくな抵てい抗こうもしないまま後ろへ下がった。

　流石というべきか、廏舎には手入れの行き届いた馬が並んでいた。鞍くらはなく、手た綱づなのついた轡くつわだけを嚙かませている状態だ。

　アレクシオンはそのうちの一頭の手綱を取り、廏舎から引き出した。そして外に出るやいなや鞍もない背に飛び乗ると、短いかけ声とともに駆け出した。

　人ひと混ごみを気にする余裕は、もうない。

「道をあけよ！」

　アレクシオンの鋭い声に、人ひと垣がきが一いつ瞬しゆんで道路の両りよう脇わきに割れる。反射的に動いた人々は何が起こったのか分からないまま、凄すさまじい勢いで駆けていくアレクシオンと馬を啞あ然ぜんとして見送った。仮にその中にアレクシオンの顔を見知る者がいたとしても、分からない速さだ。

「───アレク！」

　すぐ後ろまで追いついてきたサリオの声に、わずかにアレクシオンは馬の速度を下げた。

　前方から目を離さずアレクシオンが言う。

「……『黒爪』で間ま違ちがいないな」

　サリオは「ああ」と言ってから舌打ちをした。

「イゼリアの盗とう賊ぞく集団では、小さい方だ。派手な動きはこれまでしていない筈だが、なんだってまた、こんな目立つやり方を───」

「拠きよ点てんは変わってないか」

「おそらく。イゼリアの主立った盗賊の情報は逐ちく一いち入ることになっているが、そういう連れん絡らくは受けていないからな。───ただ」

　ちら、とアレクシオンがサリオを見る。

「むしろ逆の情報が数日前に入ってる。『黒爪』の動きが鈍にぶったってやつが」

　そこに、やっと追いついてきたルーカスが加わる。

「念のためミスカに言っておいたぞ。衛兵に連絡して、こっちに回すようにと」

「衛兵が動くか？」

「動くね。いや───奴が動かすね」

　ルーカスは自信ありげに答えた。

「奴はアレクの正体を知ってた。王宮に仕えていたって言うんだから、衛兵に何を言えば動くか分かってるだろうよ」

「奴って……ミスカ先生のことですか」

　必死に三人を追いかけてきたヴァルトが馬にしがみついて言う。鞍なしで乗るのに慣れていない割にこの速度を保てているのは、たいしたものだ。

「衛兵たちに、アレクシオン様がこちらにいらっしゃることを伝えるということですか」

「この場合はやむを得ないだろう。な、アレク」

　サリオの言葉にアレクシオンは答えないが、否定も返らない。

「だったら、衛兵たちにすべて任せたら良いじゃないですか。なにもアレクシオン様ご自身が、危険な場所に行かなくたって」

　するとルーカスが冷ややかな目でヴァルトを見た。

「ほう。お前はアレクが自分の《四誓》の救出を、衛兵任せにするような奴やつだと思っているわけだ」

「!?　そんなこと！」

「ヴァルトをいじめるな、ルカ」

　サリオが言い、先を駆けるアレクシオンを見やる。

「仮にシェリルが《四誓》になる前だったとしても、同じだろうよ」

「だけど、盗賊の巣に行くなんて危険な……っ」

「怖こわかったら戻もどるんだな、少年」

「！　誰だれが！」

　そのやりとりはアレクシオンの耳に触ふれてはいたが、意識には届いていない。

（シェリル）

　自分でも驚おどろくくらいの怒いかりと焦あせりが、アレクシオンを背後からせき立てていた。

　何故なぜ、シェリルが盗賊に攫われたのか分からない。盗賊の狙ねらいが分からないゆえに、シェリルがどう扱あつかわれているのかも予測できない。

　王宮で別れる寸前、最後に自分を見たときのシェリルの表情が甦よみがえる。

　治ち療りようをした相手がこの国の王であり、アレクシオンがその息子むすこの第三王子だと知ったときの驚きと、そして、クラウシオンの言葉を聞いた直後の顔。

　大きく見開いた目をふちどる睫まつ毛げは震え、いまにもそこから涙が溢あふれそうな表情は、裏切りにでもあったかのような顔だった。

（……傷つけたくなかった）

　唇くちびるを嚙む。

　自分の身分をあかし、きちんと説明さえしていればシェリルは動どう揺ようして王宮を飛び出すことなく、盗賊に狙われることもなかったかもしれない。

　───シオン。

　笑った顔を、いまここで、自分のすぐそばで咲さかせていたかもしれない。

（───違ちがう）

　それこそが。

　それこそが、他ほかのどんな支障を押しのけてでも、欲しかったものではなかったか。

　だからシェリルを《四誓》にするなどという無む茶ちやな発想が、アレクシオンの中からするりと生まれ出たのではないのか。

　父の命を救うことが第一だった。それは否定しない。だが、その手段として考えた方法は、もし相手がシェリルでなかったら、違う形になっていたのではないか。

（シェリル）

　彼女に向かう想おもいがどんな名前を持つのか、それは分からない。

　けれど自分の望みは、ただ、そばに。

　自分のそばに置きたかっただけなのに。

「……っ」

　締しめつけられるような苦しさを振ふり切るかのように、馬の腹を蹴ける足は強くなり、かけ声にも力がこもる。

　ぐん、と速度を増したアレクシオンの馬に、サリオたちは少し遅おくれた。

「いかん、離はなされる」

　サリオが手綱を握にぎり直すと、ヴァルトが慌あわてて尋たずねた。

「いまさらですが、何故アレクシオン様は盗賊の住み処かなんてものをご存じなんですか！」

「そりゃ俺さまのおかげだな」

「!?　なんでそんな情報を王子殿でん下かに───」

「ああ、うるさい」

　サリオは言い、そして前を行くアレクシオンの背を見た。

「良いから黙だまってアレクについていけ。───経けい緯いはともかく、良いもんが見られるぜ」

　サリオが唇の端はしを持ち上げ、ルーカスも目を輝かがやかせる。

「久しぶりの、アレクシオンの本気だ」

「───」

　喜色を浮うかべて馬を走らせるサリオとルーカスとは異なり、ヴァルトは複雑な表情になったが、気を取り直したように手綱を摑つかんで主君を追った。
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　どん、と背中を押されたシェリルは、よろめいて地面に転がった。

「───目め隠かくしをとってやれ」

　低い声が上から降ってきたと思ったら、誰かが近くにしゃがみこむ気配を感じた。思わず身を竦すくませたが、意外なほど丁てい寧ねいな手つきで、目隠しと、そして無む理り矢や理り嚙かまされていた猿さるぐつわを外される。

　大きく息を吐はいてから、そうっと顔を上げた。

「……！」

　見知らぬ村だった。だが、そんなことにシェリルは驚いたのではない。

　屈くつ強きような男たちが、ぐるりとシェリルの周りを囲んで立っていたのだ。

　皆みな、目つきは鋭するどく、顔や腕うでに大きな傷きず痕あとを持つ者も多い。腰こしには短刀や長ちよう剣けん、中には鎖くさりの先に鉤かぎをつけた武器をぶらさげている者もいる。

（……盗とう賊ぞく……!?）

　全身に震ふるえが走った。その震えは止まらず、かたかたと歯が鳴る。それを必死に堪こらえるために、シェリルは強く奥歯を嚙みしめた。

　そんなシェリルの前に、男たちの中から一人が歩み出た。

　男はシェリルの前にしゃがむと手をのばし、シェリルの顎あごに手をかけて顔を上げさせた。そのためシェリルは、正面から男と向き合う形になった。

　まだ若い。

　精せい悍かんな顔だが、額の中央に薄うすい傷痕がある。黒くろ髪かみを短く切り、シェリルを見つめる青せい灰かい色しよくの瞳ひとみには強い光があった。

「───メリナ村の調薬師だな？」

「！」

　目を見開いたシェリルが答える前に、男の後ろで何人かが声を上げた。

「間ま違ちがいありませんぜ、若わか長おさ！　あの日、ランス村へ薬を持って出かけたのはこの娘むすめだ！」

「手て柄がらを褒ほめられでもしたのか、王宮に呼ばれて帰ってきたしな」

「この前は邪じや魔まが入ったが、今度はイゼルの奴らを蹴け散ちらして連れてきましたぜ！」

　彼らに向かって男は振り返る。

「うるせえ！　静かにしねえか！」

　その声に、しん、と男たちは静まりかえる。

　男は再びシェリルに向き直った。

　このときシェリルの恐きよう怖ふは頂点にあった。それは顔を含ふくめた全身に出ていたのだろう。男はシェリルを見ると、少しだけ表情を柔やわらかくした。

「乱暴な真似まねをして済まなかったな」

　そう言いながらシェリルの後ろに回る。一いつ瞬しゆん、びくっと身体からだを跳はね上がらせたシェリルだが、男は後ろ手に結ゆわえられていたシェリルの手を解放してくれた。

「動けるか」

　尋ねられ、小さく頷うなずく。まだ足は震えていたが、両手を地面について、そろそろと立ち上がった。それを見た男もゆっくりと立ち上がる。

「……あの、」

「余計なことは尋ねるな」

　男は切り捨てるように言ったが、その声は冷静だった。

「───ついてこい」

　そう言うと、シェリルに背を向けて歩き出す。一瞬戸と惑まどったが、周囲の男たちの脅おどすような視線に逆らえず、その後に続いた。

「もう分かっているだろうが、俺たちは盗賊だ。『黒爪』って知ってるか？」

　知らなかったので、躊躇ためらいがちに首を横に振ると、男は怒おこり出すどころかかすかに笑った。

「平和だな」

　男はそれきり黙ってしまったので、シェリルも無言で歩いた。

　それとなく周囲を見ると、どうやらこの村は山を切り開いて作られたものらしい。高々とそびえ立つ木々が、村を囲んでいる。そのせいだろう。まだ真昼の筈はずなのに、あたりは薄うす暗ぐらい。

「ここだ」

　男が立ち止まったのは村の外れだと思われる一角で、比ひ較かく的てき大きな木造の建物の前だった。

「俺だ。開けるぞ」

　中に声をかけ、扉とびらを開ける。ついシェリルは男の肩かた越ごしに中を覗のぞいたが、暗くて様子はよく分からなかった。

「……レオ様……？」

　奥にある影かげの一つがわずかに動き、囁ささやくような声を出す。その声は涸かれていた。

「ああ、いい。気にせず休め」

　素っ気ない言い方だが、レオと呼ばれた男の声にはいたわりが込められている。

「あの……？」

　戸惑いを見せたシェリルの腕を振り向いたレオが摑み、建物の入り口まで押しやった。

（……？）

　湿しめって淀よどんだ空気とともに、つん、と鼻をつく強い匂においが流れてくる。目が闇やみに馴な染じんでくると、部屋の奥にうごめく影が見て取れ、結構な人数がそこにいることが分かってきた。

（でも、これは───）

　眉まゆをひそめたとき、背後からシェリルの両肩を押さえていたレオが言った。

「全部、病人だ」

「!?」

　弾はじかれたように振り返ったシェリルの肩を摑む手に、ぐっと力が込められる。

「俺たちは盗賊だからな。金や財宝なら、いくらでも手に入る。だが薬は別だ」

　苦々しい表情でレオは言った。

「薬はそもそも少量しか出回らない。それでも物さえあれば盗ぬすむのは容易たやすいが、薬の殆ほとんどは貴族や王族のところへ回るから、盗める量は限られてくる」

　だが、薬を盗んだところで、それが何の薬で何に効くかは医師か調薬師にしか分からない。宝の持ち腐ぐされというものだが、ただ勿もつ体たいないというだけでは済まされない。

「薬が目の前にあるのに、病人が死んでいく。そのつらさが分かるか？」

　シェリルはレオを見上げた。

　眉を強く寄せ、苦みを嚙みしめるような表情に、この人も大切な誰だれかを病で亡なくしたのだろうかと思う。そこに痛みを感じないとは言わないが、シェリルはレオを見つめながら言った。

「……だからと言って、人から奪うばって良いの？」

　レオがシェリルを見下ろす。その瞳の強い光に、わずかに身を引いたものの、シェリルは視線を外さなかった。

「薬だけの話じゃないけど……あなたたちが盗んだ薬は、そのとき誰かが必要としていた薬だったのかもしれないのよ？」

「俺たちだって必要としていた」

「そうかもしれない。ううん、そうだと思う。だけど、盗むなんて」

「だったら、こいつらはどうなる!?」

　レオは初めてシェリルに向かって声を荒あらげた。

　建物の中にいる病人たちを指でさし、シェリルを睨にらむ。

「薬はない。医師と調薬師は貧しい民たみには振ふり向きもしない。金を積んでも同じだ。奴やつらは王族や貴族を救うことしか頭になく、その先に思い描えがいているのは出世だけだからな！」

「そんなこと！」

　シェリルは首を大きく横に振った。

「ミスカ先生や私は、そんなふうに考えたことはないわ。頼たのまれれば薬も譲ゆずるし、必要なら治ち療りように出かけもする。噓うそじゃないわ。先生と私がランス村へ行ったことは知っているでしょ？　知っているから、私を連れてきたんじゃないの!?」

「そうだ」

　レオはシェリルに顔を近づけた。

「調薬師さえいれば、薬は作らせることが出来るし、病人を治すことも出来る。それが分かったから、お前を連れてきたんだ」

「え……」

　レオの指に込められた力が増し、摑つかまれた肩に痛みが走る。それで顔をしかめたシェリルにレオは言った。

「この村の調薬師になれ」

「な!?」

「ここにとどまり、薬を作れ。こいつらを治す薬だけじゃない。人を眠ねむらせる薬や、そうだ、毒も作ってもらおうか」

　シェリルは青ざめた。

「そ───そんなこと出来ません！」

「意見なんて聞いてねえ」

　レオはそう言うと、シェリルを部屋の中へ投げ込むようにして放ほうり出した。

　どさ、と床ゆかに倒たおれ込んだシェリルは急いで身を起こすと、レオに言った。

「本当は違ちがうでしょう!?　医師や調薬師を呼びたくても、自分たちが盗とう賊ぞくだから呼べないのでしょう!?」

　レオが振り向く。彼の表情は逆光で見えなかったが、その後ろにいる盗賊たちが激げき怒どするのは見えた。

「若長！　この娘、口が過ぎますぜ！」

「俺たちを侮ぶ辱じよくしやがった！」

「ちょっと怖こわい目にあわせてやったほうが良いんじゃねえか！」

　いまにも集団で襲おそってきそうな勢いに恐怖を覚えたが、シェリルは勇気を奮い立たせた。

「人の道から外れてはいけないって、親から教わらなかったの!?」

「───」

　一瞬、静まりかえる。

　その後は大だい爆ばく笑しようが起きた。

「俺たちゃ、親から教えてもらったんだよ！　欲しい物があれば盗めってな！」

「手段を選ぶなというのが家訓だったぜ！」

　思いも寄らぬ反応に、シェリルは瞬まばたきも出来なかった。

　レオがもう一度シェリルの前にしゃがみ込んだ。怯おびえて後あと退ずさるシェリルに、唇くちびるを歪ゆがめて言う。

「お前がどれだけ幸せに生きてきたか分かって、むかつくぜ」

「───……ごめんなさい」

　小さな声で謝る。

　自分の言葉が誤っているとは思わないが、ここにいる男たちを少なからず傷つけてしまったのだろうと思った。

「誰もがお前のように脳天気に生きているわけじゃねえ。人の道を外れるなとお前は言うが、そうでもしなきゃ生きていけない奴らだっているんだ」

「だけど！」

　それでもシェリルは言わずにいられなかった。

「人の道から外れずに、懸けん命めいに生きている人のほうが多いわ。あなたたちがしていることは、同じような境きよう遇ぐうの人を苦しめることにもなるんじゃないの？」

「じゃあそいつらを、誰が守ってくれている？」

　レオは言う。

「お前が救ったランス村の奴らも、隣となりの村に調薬師がいなかったらどうなっていた？　今いま頃ごろは全ぜん滅めつしているんじゃねえのか」

　そうかもしれない。だがそれは仮定の話で、実際にはそうならなかった。

「俺たちの生き様に文句があるなら、そうだな、王家や貴族に言うんだな」

「王家？」

　ずくん、と胸が疼うずく。

　下イゼルに着いた途と端たんここに攫さらわれてきたため、恐きよう怖ふ心がシェリルの意識を覆おおい尽つくしてしまっていたが、王宮を飛び出してきた理由をにわかに思い出した。

　急に黙だまり込んだシェリルをどう思ったのか、レオは鼻を鳴らした。

「考えたこともねえんだろうな。病や飢うえを放置しているのは誰だ？　俺たちみたいな盗賊がいるのは、政治をやっている奴らが悪いと思わねえのか？」

「それは───……」

　確かに、そんなふうに考えたことはない。

（……だけど）

　レオの言葉に戸と惑まどったものの、そのまま全面的に同意する気にはなれなかった。

　レオの話にも一理あるとは思う。だが両親を早く亡くしたシェリルは村の人々に助けられて育ち、その村の人々は、王都が近いということもあったけれど、災害に遭あったとき、派は遣けんされた衛兵に助けられたことが何度もあった。

「……確かに手が回らないところは沢たく山さんあると思う。だけど、王家の方々は民のことをちゃんと考えてくれていると思います」

　言いながら、アレクシオンの顔を思い出している自分にシェリルは気づいていた。

　あの嵐あらしの夜、ランス村の人々を救ったのは、紛まぎれもなくアレクシオンだ。

　自分が感かん染せんするかもしれない危険も顧かえりみず、倒れた人々に寄り添そったのは、ただ情け深かっただけではない。彼の中に、王子として民を救いたいという思いがあったからではないか。

（───そうよ）

　確かにアレクシオンは、自分の身分を隠かくして行動していた。

　けれどそれはシェリルを騙だまそうとしてではない。伝える必要がなかったからだ。

「王家が民のことを考えている。……本気でそう思ってるのか？」

　シェリルはまっすぐレオを見返した。

「イゼリアの民として、信じています」

　シオンを───いや、アレクシオンを。

「───」

　レオはもう何も言わなかった。

「……そこに薬がある。俺たちには何の薬か分からねえが、お前なら分かるだろう。そいつを使って、病人たちを治せ」

　そう言って扉とびらを閉めようとしたが、ふと足を止め、振り返る。

「逃にげようと思うな。───逃げたら、殺す」

「───！」

　身を竦すくませたシェリルをレオは見つめ、それから背後の仲間たちに向かい「行くぞ」と言って歩き始めた。すると離はなれた場所でふいに怒ど声せいが上がり、ほぼ同時に男が駆かけてきた。

「どうした！」

「若わか長おさ！　正体の分からねえ奴やつらが乗り込んで来やがった！」

「何だと!?」

「どうやら娘むすめを捜さがしてる！」

（え……!?）

　シェリルの胸が跳はね上がる。

　思い浮うかべたのは、アレクシオンの顔だった。

　だが次の瞬しゆん間かん、シェリルはその想像を振ふり落とすように頭を振った。

（そんな筈はずない。だって）

　シェリルがここに攫われてきたことを、アレクシオンが知る筈はない。王宮から、アレクシオンのもとから逃げ出してきたのは、他ほかならぬシェリル自身だ。

　一瞬だけ淡あわい期待に膨ふくらんだ胸むな元もとの襟えりを、ぎゅっと片手で握にぎりしめる。

　たぶん衛兵か、あるいはロビンの私兵だ。シェリルが攫われたところは多くの人が見ていただろうし、ラリサやエリスもいたから、彼女たちが通報してくれたに違いない。

　聞こえてくる男たちの怒声は大きくなる。どうやらこちらへ近づいて来ているようだ。

「誰だれだか知らねえが、やっちまえ！　生きて帰すな！」

　レオが叫さけび、それに応こたえて男たちがいっせいに駆け出す。そのうちの一人だけがシェリルの監かん視しに残された。

「隣の小屋に入れておけ。絶対に奪うばわれるなよ！」

　レオに命じられた男は頷うなずいたものの、侵しん入にゆう者たちを撃げき退たいする側に回れず不満そうだった。

「畜ちく生しよう、そもそもなんで此こ処こがばれちまったんだ？　跡あとなんてつけられてねえ筈なのに」

　シェリルの腕うでを摑つかんで歩きながら、ぶつぶつと悔くやしそうに呟つぶやいている。その男の顔を、シェリルはそっと見上げた。

「あの……」

　そろそろと声をかける。

「何だ」

　じろりと睨にらみ下ろされてひるんだが、がくがくと震ふるえる膝ひざを心の中で叱しつ咤たしながら、シェリルは出来るだけ優やさしい声を出した。

「ひょっとしてなんですけど……最近、指先がしびれるようなことはありませんか？」

「えっ」

　ぎょっとしたように男が振り向く。

「ごめんなさい。気にしないでください」

　そう言ってシェリルが視線をそらすと、男は慌あわててシェリルの前に立った。

「待てよ、どういうことだよ。俺の体調、どっか悪いのか？」

「いえ、あの医師じゃないから詳くわしいことは分からないけど、もしかしたら……」

「何だよ、言ってくれよ」

　不安そうな顔をする男に、心の中で謝り倒たおす。

（ごめんなさい、ごめんなさい。こんなの、治ち療りようをする側の人間としては失格だけど）

「じゃあ、ちょっと手を見せてもらっても良いですか」

「お、おう」

　男は疑いもなくシェリルの腕を摑んでいた手を離し、指を開いた。それを見るような素そ振ぶりでシェリルは男の小指に触ふれる。そして男の警けい戒かい心しんが弛ゆるんだと思った瞬間、摑んだ小指を思いきり手の甲こうのほうへ押し曲げた。

「ぎッ!?」

「───ごめんなさいっ！」

　指を押さえてうずくまった男に、泣きそうな顔で謝りながら、駆け出す。

　以前、ミスカから教わった護身術だった。骨が折れるまではいってないだろうが、相当痛い筈だ。逃げるためとはいえ、罪悪感でいっぱいになったが、救いに来てくれた人たちのためにも、人ひと質じちになっているわけにはいかないと思ったのだ。

　しかし、そう簡単にことは進まない。

「───お前!?」

　騒さわぎがおさまるまで隠れていようと、近くで目に付いた建物の陰かげへ回ろうとしたとき、レオと鉢はち合あわせてしまった。彼の手には太い長ちよう剣けんがある。おそらく武器を取りに戻もどったのだろう。

（しまった……！）

　心臓が冷たく縮む。

　咄とつ嗟さに踵きびすを返したが、すかさずレオに髪かみを摑まれた。

「きゃ！」

　そのまま地面へ仰あお向むけに引き倒される。

「いや、離してっ！」

「逃げたら殺すと言っただろうが！」

　首のところに手を当てられて、地面に強く押しつけられた。

（息が……っ）

　苦しくなって身をよじるが、レオの手は弛まない。

　呼吸がまともに出来ない苦しさの中で、シェリルは必死に目を開けた。上からのしかかっているレオを見上げ、押さえられた喉のどの奥から声を絞しぼり出す。

「……あなたが仲間たちを助けたいように、私だって自分の村の人たちを助けたいの！　ここまで私を育ててくれた人たちのためにも、絶対に帰る……！」

「───」

　一瞬、レオはシェリルの強い眼まな差ざしに引き込まれたかのように動きを止めた。しかし、すぐに我に返り、シェリルをさらに強く地面に押しつけた。

「……っ！」

　痛みと苦しさにシェリルの顔が歪ゆがむ。

「帰さねえぞ……ッ」

　レオは叫ぶと、持っていた剣をシェリルの上に振りかざした。

（───殺される……！）

　そう思い、目をぎゅっと強く瞑つぶった瞬間だった。

　がつん、と金属が強く当たる音が真上で弾はじけ、同時に、押さえつけられていた力が消えた。

（…………え？）

　そろりと目を開くと、そこにレオの姿はなかった。

　かわりに目に入ったのは、最初は馬の足。その次に、自分の方へのばされた手だった。

「───来い！」

「……！」

　頭が判断するよりも先に、シェリルはその手に向かって自分の手を差し出していた。

　大きな手がシェリルの手を握った瞬間、ぐん、と強く引かれ、腰こしにも手が回された。

　ふわ、と大きな弧こを描えがくように身体からだが浮かび上がる。

　そして気づくとシェリルの身体は馬上にあった。

（これって……！）

　胸が高鳴る。

　同じことが、なかったか。

　同じようにシェリルを救った手が、なかったか。

　鼓こ動どうが激しくなりすぎて、レオに押さえつけられていたとき以上に苦しくなる。

　噓うそだ、と思った。

　けれども同時に、強く抱だきしめて支える腕の強さと、背中に感じるぬくもりが誰のものか、自分が間ま違ちがえることはないとも思った。

（噓……！）

　震える手で馬の鬣たてがみを摑む。それを見たのだろう。背後から耳元で声が尋たずねる。

「───怪け我がは？」

（……！）

　この声を間違える筈もない。

　シェリルはおそるおそる振り向いた。

　蒼あおい瞳ひとみが予想よりも近くにあった。

「……シオン……！」

　声の震えは、胸の震えだ。

　そのとき自分はいったいどんな顔をしたのだろう。アレクシオンはシェリルの顔を見ると、わずかに眉まゆを寄せた。

　そして、剣を持ちながら手た綱づなを握にぎる手とは逆の手で、そうっとシェリルの瞼まぶたを覆おおった。

　あたたかい手のひらの熱が、瞼に染しみこんでくる。

　視界がふさがれたせいで男たちの怒ど声せいや地面を駆かけ回る物ぶつ騒そうな音だけが耳に入ってくるが、それよりもアレクシオンと触れあったところから伝わる彼の体温が、優しくシェリルを包み込んだ。

「見なくていい」

　喧けん噪そうに紛まぎれないようにだろう。アレクシオンがシェリルの耳元に唇くちびるを近づけて囁ささやく。

　シェリルは小さく頷き、アレクシオンの手が離はなれても目を閉じていた。アレクシオンが持たせてくれた手綱を、しっかりと握りしめる。

　すぐそばで男の悲鳴や、剣がぶつかりあう音が激しくなって身体が震えても、アレクシオンの言いつけどおり、目は開かなかった。

　だからシェリルには見えなかった。

　シェリルを片手で支え、手綱をシェリルに預けたまま馬を操あやつり、繰くり広げられるアレクシオンの剣技は、凄すさまじかった。

　殺しはしない。

　だが、殺気に近いものがアレクシオンの全身からたちのぼる。

　相手の武器を払はらい落とし、馬で擦すれ違ちがいざまに引き倒す。怒ど濤とうのように押し寄せてくる盗とう賊ぞくたちの戦力を、アレクシオンは片手のみで次々に奪うばっていく。

　アレクシオンの馬が駆け去った後は、身体のどこかを押さえて呻うめく男たちが、ごろごろと転がっていた。人数からすると多勢に無勢と言えるのだが、息ひとつ乱さず盗賊たちの間を駆け抜ぬけるアレクシオンの姿は、背の高い草原を駆け抜けていく姿と変わりはない。

「ふふん。腕うでは落ちてないな」

　アレクシオンから少し離れた場所でその様子を見ていたサリオは、満足そうに呟つぶやいた。

　戦いぶりでいくと、サリオのほうが容よう赦しやない。

　敵の誰だれかから分ぶん捕どったのだろう。手にした槍やりで相手を払うだけでなく、倒れたところを上から突つき刺さす。勿もち論ろん、命に関かかわらない場所ではあるが、当分は一人では歩けまい。

　さらに手厳しいのはルーカスだ。

　優ゆう雅がな顔だちに似合う、まるで舞まうような動きで馬を走らせているが、彼の周囲で一番血しぶきが舞まっている。それが真しん紅くの花はな吹雪ふぶきのように見えるのは、ルーカスならではだ。

「おおい、ルカ。やりすぎるなよ」

「ちゃんと手て抜ぬきしてる」

　返ってきた答えに、サリオは、本当かよ、と呟く。

「少年は大だい丈じよう夫ぶかな」

　ヴァルトの姿を捜さがすと、鞍くらのない馬にも慣れたらしく、襲おそいかかってくる盗賊たちをひょいひょいと避よけているヴァルトが見えた。

「ま、そうでなきゃアレクの《四誓》は務まらんわな」

　そう言ってサリオは手綱を短く持ち替かえ、馬首を巡めぐらせた。

　シェリルを片手で支えて馬を操っているアレクシオンのもとへ駆ける。

「アレク。そろそろ終わるぜ」

「……ああ」

　アレクシオンは、とん、と軽くシェリルの額を指先で押した。

「もういいぞ」

「───」

　言われたとおりずっと目を閉じていたシェリルは、そうっと瞼を押し上げた。

　あまりにも強く目を瞑っていたので、開いた瞬しゆん間かん、視界がぼやける。何度か瞬まばたいてようやく正常な視力が戻ってくると、シェリルは思わず息を吞のんだ。

　地面には数え切れない盗賊たちが転がっていた。一瞬、死んでいるのかとひやりとしたが、皆みなうめき声をあげてわずかに動いているのを確かめ、ほっと息をつく。

　そうしてから初めて、サリオの存在に気づいた。ルーカスとヴァルトも駆けてくる。

「みんなで助けに来てくれたの……？」

　尋ねたシェリルにルーカスが片目を瞑る。

「お姫ひめ様を奪だつ還かんしにね」

　姫という柄がらではないと言いかけて、アレクシオンとの身分差を思い出す。そしてあの言葉。

　───《四誓》となった女性は、主あるじである王子の伴はん侶りよにはなれない決まりだからな。

　それが顔に出るのを見られてはいけないと思ったシェリルは、馬の鬣に頭を押しつける勢いで、深くお辞じ儀ぎをした。

「ありがとうございます。本当に……」

　そこまで言ったときだった。

　ほろ、とシェリルの片方の目から大きな雫しずくがこぼれ落ちた。

「あっ……」

　泣くつもりなどなかったので、焦あせって手のひらを片目に押しつける。そうしたら反対の目からまた雫が頰ほおを伝い落ちた。

「ご……ごめんなさい」

　こんな風に泣いては心配をかけてしまうし、何より困るだろう。そう思ってシェリルはごしごしと強く目をこすった。その手を、アレクシオンの手が止める。

「え……？」

　振ふり返るとアレクシオンがシェリルを見つめていた。

「えと、……もう大丈夫です」

　無む理り矢や理りの笑え顔がおを作ってみせたが、アレクシオンは笑わなかった。

　じっとシェリルを見つめたあと、静かに尋ねる。

「……怖こわかっただろう」

「───」

　怖くなかったです。

　大丈夫です。

　助けてくれて、本当にありがとうございます。

　それらの言葉を準備して口を開く。

　ひくり、と喉のどが動いた。

「……こ……怖かった……！」

　自分の意思に逆らって、言ってはいけないと思っていた言葉とともに、ぼろぼろぼろっと涙なみだがこぼれ落ちる。

　怖かったのだ。

　攫さらわれたとき、目め隠かくしをされたまま馬を走らされたとき、盗賊たちの輪の中に放ほうり出されたとき。そしてレオに剣けんを振りかざされたとき。

　どの瞬間も、怖くて仕方がなかった。

「すごく……怖かった……っ」

　けれど、涙の理由はそれだけではない。

　助けて欲しいと願った相手が、本当に来てくれた。

　正体を知ったいまは、そう身軽に動ける立場にない相手だと分かっている。それなのに、どのようにしてシェリルの危機を知ったのかは分からないが、こんな危険な場所へ飛び込んで来てくれた。

　惹ひかれずにはいられない。だが、そこに生まれるのは苦しみだけだ。

（どうしよう）

　泣きながら、思う。

（どうしよう───来てくれて嬉うれしいなんて、思っちゃいけない相手なのに）

　沸わき起こる様々な思いを抑おさえきれず、しゃくりあげる。

　そんなシェリルを見て、サリオとヴァルトはまだシェリルが恐きよう怖ふの中にいると思ったのだろう。泣いている娘むすめをどうしようかという顔で馬を一歩後退させたのに対し、ルーカスは自信たっぷりな顔で馬を寄せようとした。

　だが、彼らよりもアレクシオンが早かった。

　アレクシオンは肩かたを震ふるわせて泣くシェリルの後ろから手を回した。先刻したように、手のひらでシェリルの瞼まぶたを覆おおう。

　そしてそのまま、シェリルの頭を自分の胸むな元もとに抱だき寄せた。

「───すまなかった」

「……！」

　背後から寄せられた頰が触ふれあう。その一点から電流が走り、シェリルの心臓は破は裂れつしそうになって、アレクシオンの手のひらの下の目をきつく閉じた。

　そこへ、大勢の騎き兵へいたちが駆かけ込んできた。

「遅おそいんだよ」

　ルーカスが呆あきれた声で呟き、騎兵たちのもとへ馬を寄せていく。

「こいつらの処分は衛兵たちに任せれば良いな？」

　サリオが一応遠えん慮りよがちに、アレクシオンに尋たずねる。

「ああ」

　頷うなずくと同時に、アレクシオンはシェリルを抱き寄せていた腕をゆるめた。

　ほんのわずかな距きよ離りとはいえ遠ざかった熱に、ほっとすると同時に、胸がつきりと痛む。

　ルーカスが馬上で大きなのびをした。

「じゃあ俺たちの仕事は終わりだ。帰ろうぜ」

　頷くかわりに、アレクシオンがゆっくりと馬を歩き出させる。シェリルの瞼を覆う手の方はそのままだ。シェリルが落ち着いたと判断できるまでは、そうしているつもりなのだろう。

　優やさしい人なのだ。

　そしてその優しさは、きっとイゼリアの民たみすべてに向けられる。決してシェリルが特別だということではないのだ。

　───そいつに対する特別な感情は、どこにもないというわけだ。

（……そう。だから私を《四誓》に選べたの……）

　深く俯うつむいたシェリルに、アレクシオンが囁ささやくような声で尋ねる。

「……まだ怖いか？」

「……」

　その問いに対しては、偽いつわりなく首を横に振ることが出来る筈はずなのに、出来なかった。

　アレクシオンの手のひらの優しさは、シェリルの涙を止めただけでなく、まだ身体からだの芯しんに残っていた恐怖の震えもなだめ静めてくれた。

　けれども、かわりにどうしようもない切なさが満ちてくる。

　もう大丈夫だと言えば、この手のひらは外されるのだ。そしてまた少し、距離は遠のく。

（……もうちょっとだけ）

　だが、そのときシェリルの耳に飛び込んできた声が、ささやかな望みを吹ふき飛ばした。

「───この建物の中にも大勢立てこもっているぞ！」

「！」

　シェリルの身体が固まったのが、アレクシオンにも伝わったのだろう。

「シェリル？」

　尋ねてきた声に返す前に、大きく身をよじって後ろを振り返った。

　思ったとおりだった。病人たちのいる建物を、刀や槍やりを手にした衛兵たちがぐるりと取り囲んでいた。

「武器を持っているかもしれない。用心しろ」

　どうやら隊長らしき人物が指示を出している。

「どうしますか。押し入りますか」

「入り口が狭せまいから、それも危ないな。───火をつけるか」

「!?」

　シェリルは耳を疑った。

「焼き殺しては面めん倒どうだから、脅おどし程度にだ。火を見て慌あわてて出てきたところを捕とらえろ」

「了りよう解かい」

　指示を受けた衛兵は、近くに落ちていた棒を摑つかむと、そこに布の切れはしをくるくると巻き付けた。

「……やめて」

「シェリル？」

　シェリルは急いで馬から降りた。そして衛兵たちのもとへ駆け出す。

「やめてください！」

　今にも火をつけようとしていた衛兵の手に取り縋すがって叫さけぶ。

「おい、離はなせ！」

「やめてください、違ちがうの！」

「邪じや魔まをするな。お前だって、こいつらに攫われてきたんだろうが。全員捕つかまえておかないと、同じような犠ぎ牲せい者しやが出るんだぞ！」

「違うの、ここにいるのは病人なの！」

　そう叫ぶとシェリルは建物の扉とびらの前に立ち、両手を広げた。

「重い病人がこの中にたくさんいるの。火をつけられても逃にげられない人だっているわ！」

　シェリルはあちこちに倒たおれ、衛兵たちに縛しばり上げられている盗とう賊ぞくたちにも目をやった。

「私が攫われたのは、ここの病人たちを助けて欲しいという理由からなの。その気持ちも分かってあげて……！」

　懸けん命めいに叫ぶシェリルに、衛兵たちが困ったように隊長を見る。

「───だけど盗賊じゃないか」

　ふいにヴァルトが冷たく言う。

「お前を攫さらったのだって許されることじゃない。せっかく助けに来て貰もらって、盗賊たちを許せとでも言うのか？　怖こわいと泣いたその口で？」

「おい、ヴァルト」

　ルーカスが止めるが、ヴァルトはその手を強く払はらった。

「盗賊は、盗賊だ」

　ヴァルトは何故なぜかサリオを睨にらみつけ、それからシェリルに向き直った。

「病人だって盗賊か、その仲間だろ。ここで焼け死んだとしても、自じ業ごう自得じゃないか」

　シェリルは首を大きく横に振ふった。

「そんなことない！　……少なくとも、罪を償つぐなう機会は与あたえられるべきだと思うわ！」

　ヴァルトはその叫びを無視した。

「気にせず任務を遂すい行こうして下さい」

　衛兵に言う。

　隊長は躊躇ためらいつつも、衛兵に向かって頷いた。

「！　駄だ目め！」

　もう一度止めようとしたシェリルを、別の衛兵が取り押さえようと駆け寄る。

（……駄目……っ！）

　シェリルが建物に振り返ったそのときだ。

「───やめよ！」

　鋭するどい声が空気を貫つらぬいた。

　しん、と場が静まりかえる。

　数秒たってから、さくさくと、アレクシオンの乗った馬が歩く音だけが響ひびいた。

　アレクシオンは、シェリルと彼女を押さえようとして手をのばしていた衛兵のもとまで馬を寄せると、すとん、と地面に降り立った。

　さりげなく衛兵の手に触れて、その腕うでを下ろさせる。

　それからシェリルの前に庇かばうように立ち、隊長へ顔を向けた。

　隊長は相手が誰だれか分かったのだろう。慌てて膝ひざをついて頭こうべを垂れた。兵たちもそれに倣ならう。

「病人を炙あぶり出すのが、誇ほこりある衛兵の務めか？」

「───は」

「中にいる病人たちが、どのような病かによって対処が変わるだろう。急ぎ、医師と調薬師をここに派は遣けんするがいい。監かん視しを何人か残し、あとの者で盗賊たちを連行せよ」

　厳しい口調ではなかった。静かな声は、命令というよりは話しかけるときのものだ。

　けれどもアレクシオンの言葉には、抗あらがえぬ響きがあった。

「かしこまりました……！」

　シェリルは自分の前に立つアレクシオンの背を見つめながら、瞬またたいた。

（───やっぱり、この人は生まれながらの王子なんだわ……）

　この人には、慈じ悲ひがある。

　そしてその根底に、王子としての自覚がある。

　衛兵たちが指示どおりに動き出すのを見てから、アレクシオンがシェリルへと振り返る。

　シェリルを見返す蒼あおい瞳ひとみを見たとき、やはりシェリルの胸は痛んだ。

　嬉うれしさと同じくらいの悲しさが、その痛む場所から滲にじみ出てくる。

　無意識のうちに胸に手を当てて、シェリルはアレクシオンから視線を外した。

「……ありがとうございます。おかげであの中にいる病人たちが助かりました」

　身分を知ったからには、これまでのような言こと葉ば遣づかいは出来ない。

　かしこまった物言いをするシェリルにアレクシオンが何かを言いかけたとき、彼らの前を縄なわにつながれた盗賊たちが連行されていった。その中にはレオの姿もあり、思わずシェリルは一歩踏ふみ出した。

　レオはアレクシオンに剣けんで払い飛ばされたが、怪け我がはなかったらしい。よろよろと歩く他ほかの者たちと違い、背筋をのばし、しっかりとした足取りで歩いていた。

　シェリルの視線に気づき、レオがこちらを向く。

　アレクシオンと並んでいるシェリルを見て眉まゆを寄せたが、唇くちびるを笑うように歪ゆがめて言った。

「───信じるのは勝手だが、いつか裏切られるぜ」

「……！」

　喋しやべるなと衛兵に小こ突づかれたレオは、それきり前を向き、シェリルの方を二度と見ようとはしなかった。

「何だ、あれ」

　ルーカスが呟つぶやき、問いかけるような目をシェリルに向けた。

　───俺たちの生き様に文句があるなら、そうだな、王家や貴族に言うんだな。

　───病や飢うえを放置しているのは誰だ？　俺たちみたいな盗賊がいるのは、政治をやっている奴やつらが悪いと思わねえのか？

「───シェリル？」

　俯うつむいて黙だまり込んでしまったシェリルの顔を、アレクシオンが少し身を屈かがめて覗のぞき込む。

「！」

　心の準備なく至近距きよ離りに迫せまった顔に、思わずシェリルが息を吞のむと、アレクシオンのほうが驚おどろいたように身を引いた。そこにどこか詫わびるような気配を感じ取って、シェリルは慌てて首を横に振った。

「ごめんなさい、そうじゃなくて！」

　そう言ってから、何がそうじゃないんだろう、と自分で悩なやむ。

「───あの人が言ってたのは、王家の方々のこと」

「……王家？」

　ぴく、とアレクシオンの肩かたが揺ゆれたのに気づき躊躇ためらったシェリルだが、アレクシオン自身が先を促うながしているように見えたので、仕方なく口を開いた。

「自分たちがこんな風になったのは、王家が民たみを守っていないからだって」

「───」

「だけど！」

　シェリルは急いで言葉を継ついだ。

「だけど私は、王家の方々はきっと私たちイゼリアの民のことを案じて下さっていると信じているの」

　レオの言葉にも、真実は潜ひそんでいると思う。それでも信じたいのだ。

（王家を。───この人を）

　するとサリオがシェリルに尋たずねた。

「いまと同じことを、あの盗賊にも言ったのか？」

「……はい」

　それでか、と頷うなずいてから再び尋ねる。

「どうしてシェリルはそんなふうに王家を信じられるんだ？」

　その言葉に反応したのはヴァルトだった。

「何ですか、その質問!?　まるで、それがおかしいみたいな───」

「そうじゃなくて、素そ朴ぼくな疑問だよ。俺はイゼリアの人間じゃないから、この国の人間が王家を信じられる理由を知らないだけ」

「あ、それは俺も同じだな」

　ルーカスも言う。

「アレクではなくて、王家、とシェリルは言っただろ？　ふだん王家とは何の関かかわりもないだろうに、盗とう賊ぞく相手によく言い切れたよなあ」

　シェリルは胸むな元もとに手を置いた。

　服の下のネックレスの感かん触しよくを確かめて、そっと息をつく。

「父と母の遺ゆい言ごんだから」

「……両親の？」

　ええ、と頷く。

「私の父は、王家に仕える騎き士しだったらしいの」

「騎士？」

「そう。だから父は、口くち癖ぐせのように『王家は民を守ってくださる。だから我々民も、王家を守る』と言ってたって、母から聞かされた記き憶おくがあるわ」

　シェリルは母の声を思い出しながら、懐なつかしむように言った。それをアレクシオンはじっと見ている。

「両親からの刷り込みだとしても、私もずっとそう思ってた。王家というのはとても遠い存在だけど、こうしてイゼリアで生きている限り、私たちは王家に守られているんだって」

「───」

　黙っているアレクシオンたちに、シェリルは顔を上げて言った。

「とても残念だけど、あの人たちはそう思える境きよう遇ぐうになかった。逆に私は両親を亡なくしても、村のみんなに助けられて生きてこられた。その背景には、王家が民を守って下さっているということがあるからだと信じてるし、信じたいの」

　言い切ってから、ふと不安になる。

　何も言わないアレクシオンに、小さな声で尋ねた。

「……間ま違ちがってないですよね？　私」

　アレクシオンはすぐには答えなかった。

　ただ無言でシェリルを見つめているのだが、蒼い瞳がわずかに揺らめいているように見えたのは、シェリルの気のせいだろうか。

「───ごめんなさい、変なことを」

「いや」

　やっとアレクシオンが口を開く。

　見上げるシェリルに、アレクシオンは少し躊躇いを見せたあと、小さく頷いた。

「……お前は、間違ってない」

　どこか苦く渋じゆうが滲む声に聞こえたのも、気のせいだろう。

　シェリルの見えないところで、サリオがルーカスにさりげなく目配せをした。ルーカスは瞬まばたきでそれに応こたえ、ヴァルトに向き直った。

「───さて！　俺たちは衛兵たちをねぎらいに行くか。アレクの代行で」

「へ？」

「おお、それは良い考えだ！　《四誓》たる我々は、主君のために働くべきだからな」

「え、ちょっと」

　がしっと両りよう脇わきからヴァルトの腕うでを摑つかんだサリオとルーカスは、抵てい抗こうするヴァルトをねじ伏ふせるようにして、ずるずると引きずっていった。

「……？」

　それを見送ったシェリルの後ろに立っていたアレクシオンが、ふっと息を吐はくのが聞こえ、シェリルは振ふり返った。

　アレクシオンはシェリルを見つめていた。

「───シェリル」

　静かに名前を呼ばれる。

「……本当に───すまなかった」

「え」

　シェリルは驚いて瞬いた。アレクシオンに詫びを言われる理由はどこにもないと思ったからだ。だが、アレクシオンは続けて言った。

「こんな目に遭あったのは、遡さかのぼれば、俺が説明もせず《四誓》の誓せい約やくをさせたからだ」

「───それは」

　違ちがうとアレクシオンはシェリルに言わせなかった。

「最初に身分を隠かくしていたことは謝らない。あの時点では、仕方がなかった」

　それは正しい。

　本来であれば、あの場所にいない筈はずの人だからだ。

（出で逢あえただけでも奇き跡せきなのに）

　その奇跡のような出逢いの中でシェリルはアレクシオンに助けられ、文字どおり嵐あらしのような一夜をともに乗り越こえ、笑いあった。

「だが───いつのまにか身分を隠している目的が、俺の中で変わっていた」

「変わった……？」

　アレクシオンは頷いた。

「何の壁かべもなく接してくる。それが楽しかった」

「……」

　アレクシオンは少し困ったように眉まゆを寄せた。

「怒おこったか？」

「！　まさか」

　大急ぎでぶんぶんと首を横に振る。

　するとアレクシオンは少しほっとしたのか、小さく笑った。

　その笑えみに、シェリルの胸は痛みとともに跳はね上がる。

「───父上の治ち療りようのためにお前を呼んだとき」

　アレクシオンは言いながら横を向いた。少し顔を伏せるようにすると睫まつ毛げの影かげが頰ほおに落ち、それが彼の横顔をどこか寂さみしげに見せる。

「最後まで、俺のことはばれないようにするつもりだった。その方が───いや」

　一度目を閉じ、そして顔を上げてからシェリルを見る。

「もう一度会えるなら、また『シオン』として会いたかった」

「……！」

　声のないシェリルに、アレクシオンは歩いて正面に立った。

「───『シオン』のままでは駄だ目めか」

「え……」

「お前の中で、俺はずっと『シオン』ではいられないか」

　問いかける声は、静かに、本当に静かにシェリルの心を包み込む。

「誓約をさせておきながら勝手な話だが、お前に変わって欲しくない。いまのままのお前で、これまでどおりに接して欲しいと言うのは我が儘ままか……？」

　蒼あおい瞳ひとみが、切なさすら覚えるほどの真しん摯しな光をはらんで見つめてくる。

（───……ああ。そういうことなんだわ）

　シェリルは目の前に佇たたずむアレクシオンを見上げながら思った。

　シェリルも同じだ。

　ずっと、アレクシオンには『シオン』でいて欲しかったのだ。

　ラリサやエリスが王子たちの肖しよう像ぞう画がに熱を上げ、いつか会えたらという夢を語りあっているのを聞きながら、シェリルも同じような想像を抱いだいたことが一度もないとは言わない。だが、それが現実になったとき、喜びは欠片かけらも感じなかった。

　手をのばせば届く。

　ほんの一歩踏ふみ出せば、距きよ離りは殆ほとんどゼロになる。

　そんな近さにいながら、出逢ってから一番遠くに感じるのは、アレクシオンとシェリルの間に大きく高い壁が存在することを知ってしまったからだ。

　喜びよりも衝しよう撃げきが大きく、シェリルの中では幸運へと切り替かわることなく、悲しみへと形を変えてしまった。

　理由は一つだ。

　───《四誓》となった女性は、主あるじである王子の伴はん侶りよにはなれない決まりだからな。

　アレクシオンの伴侶になることまで思い描えがいたわけではない。けれど、そんな夢を見る前に、ぴしゃりと幕を下ろされてしまった。ラリサたちのように、夢を夢として語る楽しさすら奪うばわれてしまったのだ。

　しかも、自分が《四誓》に選ばれた理由にさえ、希望は見いだせなかった。

　───そいつに対する特別な感情は、どこにもないというわけだ。

　夢は抱けない。

　惹ひかれることすら許されない。

　そば近くで見つめることが出来ても、その存在は、どこまでも遠い。

　そしていつか、アレクシオンが身分に相応ふさわしい女性の手を取る日が来たときも、シェリルはその姿を見つめながら、アレクシオンに仕え続けなくてはならないのだ。

　それは、つらい。

　こうして想像するだけでも、身が引き裂さかれるような思いがするのに。

（……でも）

　アレクシオンを見つめるシェリルの黒い瞳が、わずかに水を含ふくむ。

（───それでも、そばにいたい）

　いったい、どの瞬しゆん間かんから、こんなにも強い想おもいが自分の中に生まれてしまったのか、シェリルにも分からなかった。

　けれど、もう消せない想いだ。

　この蒼い瞳に囚とらわれてしまったら、自分から離はなれることなんて、出来ない。

「……私は……《四誓》というものになったのよね……？」

　呟つぶやくように言うと、アレクシオンはすまなそうな目でシェリルを見て頷うなずいた。

（そんなふうに悲しい目をしてもらいたくない）

　アレクシオンは父王の命を救うために決断しただけなのだ。

　ヴァルトが猛もう反はん対たいし、周囲もどよめいていた。そのことを思い返せば、シェリルを《四誓》に迎むかえたことは、アレクシオンにとって負にしかならないのだと嫌いやでも分かる。

　シェリルにとっても重い出来事だったが、きっとそれ以上に、アレクシオンにとって重く、大きな意味を持つことに違いない。

　決してシェリルの意志によるものではない。だが、現実にシェリルの存在がアレクシオンの人生に何らかの影えい響きようを与あたえることになってしまったのだとしたら。

　シェリルは一度顔を伏せた。地面を見つめ、ゆっくりと瞬く。

　そして顔を上げて、まっすぐにアレクシオンを見上げた。

　胸はまだ痛い。

　たぶん、一生、この痛みは続く。

（でも）

　ふと見ると、アレクシオンの頭上、雲ひとつない薄うすい青空の向こうに、白く浮うかぶ月が見えた。

　夜に輝かがやく月が、昼に姿を見せる。そこにない筈のものを見つけたような気分になり、昼の月を見つけたときはいつも、シェリルは何となく嬉うれしくなった。だがこのときは、その月が別の意味を持つように思えた。

　シェリルは息を吸った。

　吸い込んだ息は喉のどの奥深くに落ち、かすかな苦しさを残したまま、身体からだの中に染しみいった。

　アレクシオンを見つめ、そして言う。

「───シオン」

　そう呼ぶのはアレクシオンの望みである以上に、シェリルの小さな我が儘だ。

「お願いがあります。もう一度───誓約をさせてください」

「───」

　アレクシオンの瞳がわずかに大きくなる。

「あのときは自分が何をしているのか分からなかった。だから、もう一度」

　アレクシオンの返事を待たず、地面に膝ひざをついて頭を下げる。

　そう。

　もう一度、誓ちかいをたてよう。

「───四の星、四の光、すべてを導く一の玉」

　アレクシオンの声が、あのときよりも深い響ひびきでシェリルの上から降ってくる。

「聖なるイゼリアの源より出いでし流れは、ここに来きたる。我とそなたのもとに」

　シェリルは両手をそうっと前に出した。そこに、アレクシオンが腰こしから引き抜ぬいた剣けんがかざされる。

　アレクシオンの手が、シェリルの額に置かれた。

　シェリルは目を閉じたまま、こくん、と息を吞のんだ。

　後こう悔かいはしない。

　たとえこの先、涙なみだにおぼれそうな夜が来たとしても。

「ここに、誓せい約やくを交かわす。───命尽つきるまで、我らはひとつの道の上にあり」

　ふわりと影が落ち、身を屈かがめたアレクシオンの額がシェリルの額と触ふれあう。

　涙が溢あふれそうになるのを、懸けん命めいに堪たえる。

「……ここに誓約を交わす」

　声の震ふるえを必死に抑おさえて続きを述べる。

「命尽きるまで、我らはひとつの道の上にあり」

　アレクシオンがシェリルの手を取った。

　摑つかんだその手を引き上げて、シェリルを立たせる。そして。

「───!?」

　アレクシオンが、両りよう腕うでで強くシェリルを抱だきしめた。

　胸むな元もとに頰ほおを押しつける形になって目を見開いたシェリルの耳に、アレクシオンが囁ささやく。

「あのとき言ったことは噓うそじゃない。───必ず俺は、お前を守る」

[image: ]

「───」

　シェリルは堪えきれなくなって目を閉じた。

　これはアレクシオンの優やさしさと、そして責任感に過ぎないと分かっている。それでもいい。

（いまだけ）

　いまだけ、許してください。

　誰だれにともなく祈いのりながら、アレクシオンの背中に手を回してしがみつく。

　そして今度こそ、心の底から、誓う。

（この人のために───この国の民たみを守ろうとするこの人のために、私は生きる……！）







　その頃ころ、眠ねむる国王の傍かたわらに寄り添そう王おう妃ひカテリナは窓の外を見ていた。

「───まさか、あの娘むすめ……」

　呟く視線の先には、誓約をかわしたシェリルとアレクシオンの頭上と同じ、真昼の月がひそりと佇たたずんでいた。







　あとがき







　はじめまして、もしくはご無ぶ沙さ汰たしております。槇ありさです。

　前作「瑠る璃りの風に花は流れる」の最終巻が出てから一年以上たってしまいましたが、こうして新作を出すことが出来ました。これもひとえに前作を応おう援えんしてくださった方々、そして今回の新作誕生まで、根気よく私を支えてくださった方々のおかげです。ありがとうございます。

　さて。前作「瑠璃花」が幸運なことにシリーズとして長く書かせて頂くことが出来たため、本ッ当に久しぶりに物語を一から考えることになりました。

　いやあ……難しかったです。

　実際には、「瑠璃花」のラスト二冊あたりから具体的な話を考え始めてはいたのですが、結局そのとき考えていた話とはまったく別のものになりましたからね（笑）

　まず世界をどこに置くか。前作と同じアジアンテイストにするか、それともまるきり和風にするか、真逆の洋風に行くか。そこから悩なやみが始まりながら、最後はこうした形に収まりました。前作をご存じの方々がどう受け止めてくださるか不安ではありますが、いま私が書きたいと思う物語の世界はこれなのか、と思って頂ければ幸いです。

　本当はね。（と、ここでちょっと声を潜ひそめてみる）

　王子のキャラはもうちょっと違ちがっていたんですよ。あ、第三王子のことです。

　もう露ろ骨こつに自分の好みを当てはめていたんですが（笑）流石さすがにそれはまずいかなというのと、何より書いていて照れそうになったので、だいぶ違うタイプになりました。それでもいくつか名残なごりはあるので、そこの部分はこっそりと楽しもうと思います。

　そして本当なら先に話さなくてはいけない主人公の女の子。前作と違いお姫ひめさまではありませんが、だからこそ生まれるロマンスというものが書きたくて、これまた楽しみながら書かせて頂きました。（実は両想おもいになる前の、片想いの段階を書くことが昔から好き）

　まだ物語は始まったばかりですし、思い描えがいたとおりにお伝え出来ているかどうか不安はありますが、登場人物たちと一いつ緒しよにこの世界を作り上げていければと思っています。

　そんな生まれたての物語に、凪なぎかすみさんという素す晴ばらしいイラストレーターさんが挿さし絵えを描かいてくださっています。実は以前からその綺き麗れいな絵に憧あこがれを抱いだいておりまして、いつか自分の小説の表紙を飾かざってくださったらなあ、なんてひそかに思っていたので、担当さんからお話を聞いたときには歓かん喜きのあまり絶句しました。本当にありがたいことです！

　次巻ですが、前作がのんびりペースだったので、今作は色々工く夫ふうして、ペースを上げたいと思っています。出来るだけ早くお目にかかれるよう頑がん張ばります！

　それでは次巻まで、皆みな様さまどうぞお元気で！


槇　ありさ　　
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